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			物理さんで無双してたらモテモテになりました③

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・青木青虫（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ　シャルルたちを奴隷にしてたら。

			　

			第１話　悪魔っ子の尻尾は性感帯であるべきですよね[image: kaomoji1.png]

			　

			第２話　迷宮を管理する都市――ヴァーラスキャルヴ。

			　

			第３話　お試しダンジョン突入編。

			　

			第４話　セシリアとの再会。

			　

			第５話　ステイタスなお話。

			　

			第６話　実戦試験と、っょぃリア。

			　

			第７話　チート使いのアカミネ・ユキ。

			　

			第８話　リアと好き好き（セッ○ス）しちゃうお話。

			　

			第９話　女の子を泣かせたりするのは好きじゃない（ただしセシリアを除く）。

			　

			番外編　とても短いショートショート。～アリシアちゃんの日常一コマ～

			　

			第10話　ダンジョンアタック。

			　

			第11話　vsユニークモンスター。

			　

			第12話　次元間を渡航する者。

			　

			第13話　アバラの骨が三本砕け、右の肘がありえない方向に曲がっただけだ。

			　

			第14話　ゲスいラクトさんが、ライナと無理やりえっちするお話。

			　

			第15話　家や指輪をもらうお話。

			　

			第16話　ロミナちゃん、よわい。

			　

			第17話　その花の名は、友情という。

			　

			第18話　シャルルの気持ちとレミナの独白。

			　

			第19話　合法的に人を脅すお話。

			　

			第20話　いろいろとお買いものする話。

			　

			第21話　カミーユちゃんがいろいろ作ってくれるお話。

			　

			第22話　シャルル狂乱発情編。

			　

			第23話　イチャラブ終わって夜が明けて。

			　

			第24話　のじゃーはドウォーフさんなのじゃー。

			　

			第25話　のじゃーさんの鍛冶風景なのじゃー。

			　

			第26話　焼き入れの欠点と、それに対抗するラクトのお話。

			　

			第27話　剣の完成と労働に対する報酬のお話。

			　

			番外編　ライナのお見舞いに行くお話。～アリシアちゃんもいっしょ～

		

	
		
			　

			プロローグ　シャルルたちを奴(ど)隷(れい)にしてたら。

			　

			　とある晴れた日。

			　オレは光りが差し込む自宅の中で、シャルルたち三人と向かい合って座っていた。

			「汝(なんじ)――その健やかなる時も、病める時も、喜びの時も、悲しみの時も――己が身と魂(たましい)の一切を捨てて我に尽くすことを、汝(なんじ)らの父――リーグルに誓うか？」

			「誓います……」

			「誓うよ～」

			（………こく。）

			「それでは汝(なんじ)らの分け身たる血を、我が血と共に誓いの書へと――」

			　オレはまず、シャルルの親指を刺した。次にオレの親指も刺して、親指同士をこすり合わせる。

			　混ざり合ったオレとシャルルとの血が、下に敷いてあった誓いの書へと落ちた。

			　血を垂らされた書は、光りを放って首輪へと変わる。

			　オレはミーアとリアの親指も刺して、指と指とをこすり合わせた。

			　ミーアの書が首輪へと変わり、リアの書は指輪へと変わる。

			「本当にいいんだな？」

			「はい……」

			　シャルルは、うっとりとした顔で答えた。

			　オレはシャルルに首輪をつける。

			　すると首輪は、魔力の力でキュウン――と締まった。

			「はうぅぅ…………っ！」

			　シャルルが胸元を握り締め、ぷるぷると震えた。

			　尻尾(しつぽ)はパタパタ振られてて、とても喜んでいることがわかった。

			「ラクトさん、ボクもぉ♡」

			　甘えてきたミーアにも、オレは首輪をつけてやる。

			（………。）

			　オレの袖を、クイ………。と引いてきたリアにも、オレの手で指輪をはめる。

			　やっているのは、奴(ど)隷(れい)化の儀式だ。

			　つい先日の事件に一段落がついたので、オレはいろいろと手伝ってくれたシャルルたちに聞いた。

			『ほしいものはないか？』

			　するとシャルルは、「ほしいことを言うならば、シャルルはシャルルは、ラクトさまの、およっ……、およっ……」と言いつつも――。

			　奴(ど)隷(れい)さまにしてほしいでありますっ！

			　と、ぶっちゃけた。

			　シャルル的には、助手よりも奴(ど)隷(れい)のほうがいいらしかった。

			　するとミーアも、「いいなぁ♡　それぇ♡♡♡」と、オレの奴(ど)隷(れい)になることを望んだ。

			　リアも、くい………。と袖を引いては、奴(ど)隷(れい)になるのを望んだ。

			　そういうわけで、オレは儀式をしてやった。

			　オレに逆らったりすると、首輪がギュウッ……っと締まる仕掛けだ。

			　リアだけ指輪になっているのは、オレの気分だ。

			　この世界で言えば大人に入るシャルルやミーアならともかく、ゼロ歳児であるリアに首輪は気が引けた。

			「これでシャルルは正式に、ラクトさまの奴(ど)隷(れい)になれたのでありますね……っ！」

			　シャルルは、感極まっていた。

			「まぁ……そうなるな」

			「うれしいでありますぅ！」

			　シャルルは、満面の笑みで飛びついてきた。

			「うれしいでありますっ！　うれしいでありますぅ!!」

			　オレの頬に頬ずりをしては、顔をペロペロ舐めてくる。

			「ボクもなんだか、ハァーン♡♡　って気分かなぁ♪」

			　ミーアもオレにくっついて、オレのほっぺたにキスをした。耳をかぷっと噛んできた。

			「………。」

			　さらにリアがふたりの間にすべり込み、ちゅっ………。とかわいいキスを唇にしてきた。ちゅっ………。ちゅっ………。とやってきた。

			　三人そろって、オレへの好感度をアップさせていた。

			　それはオレも同様だった。

			　これでもう、この三人はオレのもの。名実ともにオレのもの。そんなふうに思ったら、名状しがたい、むずむずとした、甘酸っぱいようなくすぐったさが、胸の奥から込みあげてきた。

			　シャルルたち三人も、今のオレと同じような高ぶりを感じているに違いない。

			　よいものだ。

			　実に――実によいものだ。

			　そんな感じで、オレが生を満喫していると――。

			「朝から盛んじゃのぅ……」

			　偉そうな声がした。オレは声のほうを見る。

			　紫色の髪に赤紫色の瞳(ひとみ)と、ビラビラとした服を着た――幼女にしか見えない少女がそこにいた。

			「以前にも名乗ったと思うが――わらわはホロじゃ。種族はサキュバスで冒険者ランクはＡ級の六位。本日はライナの使いで来た」

			「使い？」

			「コレじゃの」

			　ホロはクリスタルをだした。色は半透明で黒く、形は細長い八面体である。

			「これは記録結晶(レコード・クリスタル)と呼ばれるアイテムじゃ。マナを込めて光らせることで、音や映像を記録することができる。記録の時間(レコードタイム)や再生回数は、クリスタルの質や大きさに比例しておる。この質とサイズでは、一度割っての使い捨てじゃの」

			　ホロはクリスタルを放った。クリスタルが割れて、白い光りがプワと散る。

			『はぐうぅ～～～～～～～～～』

			　浮かんだのは、立体映像のライナだ。

			　映像のライナは、ベッドに突っ伏し足をバタバタさせていた。

			『あまくさぁ～～～～～～、あまくさあまくさあまくさぁぁ～～～～～～～～～～。会いたいのだぁ～～～～。わたしはわたしは、キミに会いたくて仕方ないのだあぁ～～～～～。キミに会えないさびしさで、今にも死んでしまいそうなのだぁ～～～～～～～。キミからもらったキミの肌着を、キミと思って毎日毎朝、毎夕毎晩こうして抱きしめているが、それもそろそろ限界なのだぁ。会いたい会いたい会いたいのだぁ～～～～～～～。あまくさぁ～～～～～～。あまくさあまくさあまくさぁぁぁぁぁ～～～～～～～～』

			『そろそろよいかのぅ』

			『はぐっ?!』

			　映像の中でホロの声がすると、ライナはビクッと体を起こした。枕を抱いて、カァ――っと赤くなっていく。

			『どどどっ、どのあたりから見ていたのだっ?!』

			『ヌシがベッドにうずくまって、アマクサアマクサ叫んでおったあたりからかのぅ』

			『はぐぅ～～～～～～～～～～～～っ！』

			　ライナは、頭を抱え悲鳴をあげた。

			『安心せい。面白いので撮ってしまったが、ヌシの愛しのラクトには見せないでおいてやる』

			『ホントウか……？』

			『ホントウじゃ』

			『ホントウにホントウか？』

			『ホントウにホントウじゃ』

			『ホントウにホントウのホントウにホントウか？』

			『ホントウにホントウのホントウにホントウじゃ』

			『では…………信じるぞ』

			　ライナは枕を抱いたまま、涙目でつぶやいた。

			　そして、映像は途切れた。

			　いろんな意味で反応に困る映像を見せられたオレは、いろんな意味で反応に困った。

			　そんなオレをじっと見て、ホロは満面の笑みで言った。

			「間違えてしもうた（ニコッ）」

			　なんてひどいんだ。

		

	
		
			　

			第１話　悪魔っ子の尻尾(しつぽ)は性感帯であるべきですよね[image: kaomoji1.png]

			　

			「間違えてしもうた（ニコッ）」

			　記憶結晶(レコード・クリスタル)に保存していたライナの恥ずかしい姿を見せたホロが言った。

			「これでまた、ライナは恥ずかしさに身悶えてしまうのぅ[image: kaomoji2.png]」

			　声はとてもウキウキしていた。

			　反省の色がどんな色をしているのか。オレは知らない。

			　でもこんなバラ色ではないだろうな、とだけは思う。

			「ヌシと出会ってからのライナは、本当に愛らしくてのぅ。悪い悪いと思いつつ、ついからかってしまうのじゃ」

			「わかります」

			　ミーアが、キリッとして言った。

			「ボクのリーダーも、ラクトさんと知り合って頻(ひん)繁(ぱん)にあたふたするようになってから、三倍はかわいくなりましたっ！」

			　ふたりはガシッと握手した。

			「おぬし、名はなんというのじゃ？」

			「ミーアです。ミーア＝カラットです」

			「ミーア……。リービル村の、ミーア＝カラットか？」

			「はい……」

			「リービルは、魔物からの襲撃を受けて滅ぼされたと聞いたが……」

			「ボクはなんとか……。お父さんと、お母さんと、リーダーのおかげで……」

			「そうか……」

			　しんみりとした、切ない空気が流れる。

			　ホロは、それを振り払うかのように言った。

			「時におぬし、その様子では、まだ儀式をやっておらぬな？」

			「あっ、はい」

			　するとホロは、自分自身の人差し指を、かりっと噛んだ。

			　赤い血がでる白い指を、ミーアへと向ける。

			「それならば、しておいたほうがよかろう。大きな力は時に悲劇を生むが、無力が生み出すそれに比べればかわいらしいものじゃ」

			「はい……」

			　ミーアはホロの手を両手で持つと、人差し指をチュウッ……っと吸った。

			　ミーアの体が光りに包まれ――。

			　ポンッ！　ポンッ！　ポンッ！　小悪魔みたいな触角と、小悪魔のような羽。そして小悪魔のような、ピンクの尻尾(しつぽ)がミーアに生えた。

			　ミーアがその場でくるっと回る。羽や尻尾(しつぽ)もふわっとゆれる。

			　ナニコレ？　どんな展開？

			　オレがポカンとしていると、ミーアが意外そうに言った。

			「あれ？　言ってなかったっけ？　種族的にはこっち系だよ？　ボク」

			「肉体や精神が成熟するまでは人と変わらん姿じゃが、時がくれば同胞の血を飲むことで、本来の姿に戻るわけじゃな」

			　かなり唐突なカミングアウト。ぶっちゃけまったく聞いてない。

			　一方で、妙に納得してしまうオレもいた。

			　明るくエッチなところとか、トリッキーなところとか、小悪魔(サキュバス)と思えばしっくりとくる。

			「えへへぇ～～～♡」

			　ミーアがオレの前に座り、かわいい笑顔を見せてきた。

			　もともとあったかわいい八重歯が、もっと目立つ形になっていた。

			　オレにチュ～～～～～～～～っとキスをして、ギュッ～～～～～～～～～っと抱きついてくる。

			「ちょっと姿は変わっても、ラクトさんを大好きなのは変わらないからねぇ～～～♡♡♡」

			　羽がパタパタと動き、尻尾(しつぽ)がふりふりとゆれる。

			　ミーア自身は無邪気なのだが、陽炎(かげろう)みたいにゆれる尻尾(しつぽ)は、妙に扇(せん)情(じよう)的(てき)というか、オレの狩猟本能を刺激した。

			　オレは両手で握ってしまう。

			「ひゃんっ！」

			　ミーアが声を張りあげた。オレは両手で、にぎにぎと揉(も)む。ミーアの尻尾(しつぽ)は、猫の尻尾(しつぽ)のような独特の弾力がありながら、舐めてみたいほどすべすべしていた。

			「やあっ……、あぁんっ。ラクトさん……。らめえぇ……♥」

			　ミーアがオレの腕の中で悶える。やわらかな胸や体が、ふにふにのむにむにで気持ちいい。

			　オレは尻尾(しつぽ)をにぎにぎしたまま、ハートマークのような形をしている尻尾(しつぽ)を咥(くわ)えた。

		

		
		
			[image: p015.jpg]
		

	
		
			「ひあぁぁぁぁぁんっ！」

			　ミーアがオレの肩に手を乗せたまま、火のように喘(あえ)いだ。

			「だめえぇ！　ラクトさんっ、だめえぇ！　ペロペロは……ひゃんっ！　はむはむも……ひいぃんっ！　かみかみも……らめえぇええええっっっ！」

			　限界に達したのか、ミーアは激しく仰け反った。

			「ラクトさんの、ばかぁ……♥」

			　そして最後は、オレの腕の中でぐったりとゆだった。

			「本題に入ってよいかのぅ」

			　淡々と言ったホロは、新しいクリスタルを用意していた。

		

	
		
			　

			第２話　迷宮を管理する都市――ヴァーラスキャルヴ。

			　

			「やぁ、アマクサ」

			　高級感のある、焦げ茶色の椅子に座ったライナが、どこかの軍の司令官にも見えるほど凛(り)々(り)しく言った。

			「わたしは現在、グライズヘイム地方の学園都市――ヴァーラスキャルヴに来ている」

			　確かにライナのいる場所は、学園の寮の一室にも見えた。

			「この学園は、主に身寄りのない子を引き取っては教育している。そして主な収入源は、学園で管理しているダンジョンから発掘される、魔結晶やアイテムだ」

			「…………」

			「わたしがやっているのも、ダンジョンの調査だ。キミに会えないのはさびしくあるが、なんとか元気にやっている」

			　ライナはフフッと涼やかに笑った。

			　このシーンだけ見るならば、『仕事のできるクールな女』だ。しかし先の映像と合わせてみると、悪質な捏(ねつ)造(ぞう)にしか見えない。

			「しかし少々、厄(やつ)介(かい)なモンスターに対(たい)峙(じ)してしまってな。キミの力を借りたいわけだ」

			　ここまで言って、ライナはコホンと咳払いをした。

			「ももっ、もちろん口実ではないぞ？　下心が存在しているのは事実だが、それを引いてもキミという存在が必要なのだ。ひひひっ、必要なのだ。ウソではないぞっ！　ウソではないぞ?!　最初に戦力的な考察があって、するとキミが頭に浮かび、そしたらキミが頭から離れなくなって、下心の割合が増えてしまっただけなのだからな！！！」

			　ライナはギュッと拳を握り、[image: kaomoji3.png]な顔で叫んでた。

			　そんな顔で言われては、行かないわけにはいかなかった。

			　

			　ライナに呼ばれてオレは、学園都市――ヴァーラスキャルヴへやって来ていた。

			　名前のほうが大(おお)仰(ぎよう)ならば、意味のほうも『神が住みし宮殿』みたいに大(おお)仰(ぎよう)なものだ。

			　雰囲気は独特だった。

			　まずは巨大な門があり、それを囲む城壁がある。

			　オレたちが住んでいるキムレスの街にも城壁はあったが、これはさらにデカい。キムレスの城壁を『大きめのマンション』とするのなら、ここの城壁は『大都市の高層ビル』だ。

			「すごいねぇ」

			「すごいであります……」

			（………。）

			　ミーアがのんびりつぶやくと、シャルルはしみじみつぶやいた。

			　リアも言葉はなかったが、じっ………。っと壁を見上げてた。

			　ちなみにリアはオレの体に抱きついて、シャルルはオレの腕に腕を絡ませ、ミーアはオレの背中にくっついている。

			　三人そろって、とにかくオレにくっつきたがるのである。

			　かわいい。

			「これがヴァーラスキャルヴの城壁かぁ……」

			「すごいです……」

			　そしてウサミミっ子であるレミナとロミナは、キラキラとした目で城壁を見ていた。

			　この学園都市が管理している迷宮は、一般の冒険者や商人は立ち入れない。

			　だからふたりからすると、けっこう憧れの都市だったらしいのだ。

			　案内役のホロが、身分を示すギルドカードを、ふたりの衛兵に見せた。衛兵は、大きな門を、ギィ……っと開いた。

			　巨大な城壁に包まれた、壮大な街が――。

			　

			　見えたりはしなかった。

			　

			　門の先には、石橋があった。長さ二〇メートルほどの、灰色の石橋である。

			　石橋の左右には、底の見えないほどの深い絶壁があり、石橋の向こうには城壁がある。

			　城壁を抜けると石橋であった。そして城壁があった。

			　直訳するとこんな感じになるのだが、ハッキリ言って意味がわからん。

			「学園都市が管理するダンジョン――次元迷宮から、モンスターが溢れた時の対策なのじゃ」

			「そんなに危険な都市なのか？」

			「記録の上では、都市が建設されてから三〇〇年。わらわが知っておる範囲でも、数十年は大丈夫じゃがの」

			「つまりなにかあった時、秘密裏に対処するための城壁ってことか」

			「察しがよいのぅ」

			　あんまり細かいことを気にしないオレは、言われたままに受け入れた。

			　しかしシャルルは怖いのか、オレの腕にしがみついたまま、小刻みに震える。

			　体はもちろん、くりっと丸くてかわいい尻尾(しつぽ)も、ぷるぷると震えてる。

			　しかしライナが待っている以上、行かないというわけにもいかない。

			　オレは石橋を渡り、ふたつ目の門もあけてもらった。

			　今度こそ、街の景色が広がった。

			　活気ある商店街を通り抜け、噴水が煌(きら)びやかな中央広場へとでる。

			　賑(にぎ)やかだ。

			　学園都市と言うだけあって、一五、六歳の若い男女が、食べものの屋台や、武器や防具の露店を開いたりしている。アイテムのほうも、『外』ではなかなか見かけないような、紫色の魔結晶なんかが売られたりしてる。

			「うわわぁ…………っ！」

			　ロミナの瞳(ひとみ)がキラキラと輝く。

			　さらに中央の噴水の中には、色鮮やかな小魚たちがいる。赤に青、緑に紫。金色というのも一匹だけいた。

			（じぃ………。）

			　リアがオレにくっついたまま、魚を熱心に見入る。

			「気に入ったのか？」

			（こくっ。）

			「それならオレが校舎の中でライナに会いに行くあいだ、ミーアとふたりでここにいるか？」

			（ふるふるっ！）

			　オレが親切のつもりで言うと、リアは首を振ってきた。

			（ぎゅうぅ～～～～～～～～～っ!!）

			　オレに抱きつき、必死な勢いで抗議してくる。

			　

			　おさかな→すき。

			　らくと。→だいすき。

			　

			　リアの中では、そんな感じらしかった。

			　悪い気はしない。オレはリアの頭を、よしよしと撫でた。

			　そんなふうに和(なご)んでいると――。

			「はぐうぅ…………」

			　こちらを見ているライナに気づいた。

			　すこし遠くの木の陰に隠れ、顔だけ出してこちらを見ている。しょんぼりしている。いつもは凛(り)々(り)しいオオカミの耳も、今はふにょっと垂れている。

			『自分がいなくても元気そうにしているオレ』が、とてもショックだったらしい。

			「ライナ」

			「はぐっ！」

			　オレが声をかけてやると、ライナはキョロキョロ目を泳がせて、木の陰に隠れた。

			　顔はまったく見えなくて、耳と指だけがちょこんとでている。

			　それでもオレが待機してると、ゆっくりとでてきた。

			「ひっ、ひさしぶりだな。アマクサ」

			　身長一四〇センチ台のライナは、偉そうに腕を組み、ぷいっとそっぽを向いて言った。

			「キミと少々離れていても、わたしはさびしくなかったぞ！」

			　しかし、ほっぺたは赤い。

			　照れていることがバレバレならば、うれしがっていることもバレバレだ。

			　オレはにこやかに言ってやる。

			「オレはさびしかったよ」

			「そっ、そうか。わたしに会えず、さびしい思いをしてたのか」

			「うん」

			　ライナはとても満足そうに、「そうか……。そうか」とうなずいた。

			　オオカミの尻尾(しつぽ)も、パタパタと振られる。

			　と――。

			『ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！　あまくさぁ～～～～～～～～～！』

			　なにもない地面に、枕を抱いて泣き声をあげるライナの姿が映しだされた。

			　記憶結晶(レコード・クリスタル)による映像だ。

			　映像はすぐに消えたものの、オレとライナが確認するには、充分な時間であった。

			「はぐっ、うっ、うっ……」

			　かわいいライナが噴水側に顔と視線をロックしたまま、ぷるぷると震える。

			「あっ、あっ……」

			　ギギギ、ギ……と。錆びついたロボットのような動きで、オレのほうを向いてくる。

			　オレは、傍らに立っていたホロを見た。

			　ホロは言った。

			「手がすべったのじゃー」

			「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　ライナは猛炎のごとく赤くなり、烈火のような悲鳴をあげた。

			「いやぁ、満腹じゃあ」

			　ホロは、ほくほくしながら腹をさすった。コウモリのような白い羽を、バサッと広げる。

			「それではわらわは、次の街に移動させてもらうのじゃ」

			「えっ？」

			「わらわの役目は、街を回ることなのじゃ。複数の街を単独で回り、治安は保たれているかを確認したり、簡単な相談に乗ったりするわけなのじゃな」

			「そうなんだ」

			「そうなのじゃ」

			　ホロは飛んでいった。

			「ちがうのだぁ。あまくさ。ちがうのだぁ！」

			　残されたライナは半泣きでオレにすがりつき、首をブンブン振りまくった。銀色のポニーテールも、ばさばさとゆれた。

			　オレはライナをやさしくなだめた。ギュッて抱いたり、頭を撫でたり、やさしい言葉をささやいたりしてなだめた。

			　ライナが落ち着いてくれるのには、三〇分もかかった。

		

	
		
			　

			第３話　お試しダンジョン突入編。

			　

			「では……、ここからは、わたしが案内することにする…………」

			　なだめられたライナが、涙目で言った。中央広場の奥にある、大きな建物へと歩きだす。

			「この学園が管理しているダンジョン――次元迷宮は、一般的な遺跡や洞窟などと比べて、特異な点が多い」

			　ライナは係員らしき相手にギルドカードを提示して、小さな個室へと入った。

			　薄暗い部屋だ。

			　地面には青く光る魔法陣があって、その上に、黒い扉が浮かんでる。

			「いきなり入るのか？」

			「シャルルたちが入っても、大丈夫なのでありますか……？」

			「こちらは学園が管理している次元迷宮を元に作った、訓練用のレプリカだからな。高度な幻術世界に誘(いざな)う仕掛けになっているため、致(ち)命(めい)傷(しよう)を受けても死にはしない程度には安全だ」

			「その話振りだと、骨とか折れたらメチャクチャ痛かったりはしそうだね……」

			「そこはやはり、現実と同じでなくてはならんからな」

			「あの……」

			「どうした？　ロミナ」

			「わたし……戦いとかは、専門じゃないんですけど…………」

			「じゃあ、ボクとお留守番する？」

			「えっとぉ……」

			　ミーアが言うと、ロミナはオレをじっと見た。身長差のせいで、自然と上目遣いになる。

			「ふたりがそれでいいんなら、オレは別に構わないよ？」

			「ありがとうございますっ！」

			　ロミナはぺこっと頭を下げた。

			「では行くぞ」

			　ライナが扉に手をついた。体がどぷんと吸われていく。

			　オレもライナにならい、黒い扉に手をついた。体がどぷんと吸われていく。

			　迷宮にでた。

			　狭い洞窟のような、薄暗い空間だった。

			　左右の壁のベースは土で、ところどころにゴツゴツとした岩がある。

			「はうっ?!」

			「どうした？」

			「でで、出口が消えてしまったでありますっ！」

			「次元迷宮の特徴のひとつだな」

			　ライナが淡々と言った。

			「階層ごとの繋がりがなく、我々がいる世界とは違う次元に転送されたかのようになっている。

			　この迷宮が、次元迷宮と呼ばれる所以のひとつだ」

			「出口がなくては、帰れないのでありますぅ……」

			「それについては、あとで教える」

			「はうぅ……」

			　理解はしても怖いのだろう。シャルルはオレの腕にギュッとしがみついた。

			　そのまま歩いて移動する。すると間もなく、十字路に行き当たった。

			「む……」

			　ライナは壁に背を預け、道の奥を確認する。レミナもしゃがみ、土の地面に手を当てる。

			「なにをしているでありますか……？」

			「十字路に入る前には、索敵するのが常識じゃんね」

			「迂(う)闊(かつ)に進むと、包囲や挟み撃ちに遭うからな」

			　レミナとライナが、セオリーを言った。

			　特にレミナは、耳で音を拾ってた。このへんは、ウサギの獣人であるレミナの得意分野だろう。なにせウサギのあの耳は、いろんな音を拾えるように、ああいう形になっているわけだし。

			「音や気配も、特にしないじゃんね」

			「そうだな」

			　オレたちは十字路を右に曲がった。コツコツと進んでいく。迷宮の奥で、白い物がうごめいた。

			「出たか……」

			　ライナがジャキ――っと拳銃を構えた。

			　現れたのは白い骨。剣と盾を持った、スケルトンが三体だ。

			　ドンドンドンッ！

			　ライナはスケルトンが身構えるより早く、銃弾を放った。

			　銃弾は、スケルトンの眉(み)間(けん)を見事に貫く。

			　スケルトン、地面にどしゃりと崩れ落つ。サァ――っと白い灰になり、煙となって消える。

			　そしてあとには、スケルトンが使っていた曲刀と盾が残った。

			　容(よう)赦(しや)のない瞬殺である。

			「これがこの迷宮の、ふたつ目の特徴だ」

			「モンスターの死体は消えて、アイテムだけが残るのでありますね……」

			「そういうことだ」

			「だけど……あんまりいい武器じゃないじゃんね」

			　レミナが落ちていた剣を拾い、片手でヒュンヒュンと振った。

			「迷宮における、最弱級のモンスターが落とすアイテムだからな。期待するほうがおかしい」

			「なるほどじゃんね」

			　その後も、オレたちは迷宮を進む。

			　スケルトンは定期的にでてくるが、安全である。ライナはもちろん、シャルルが相手にしても簡単に倒せる。

			　そうこうしているうちに、すこし広い小部屋へとでた。

			　四方、四メートルぐらいの部屋だ。

			　部屋の真ん中には青い魔法陣と、黒い扉があった。

			「この黒い扉に触れると、下の階層に移動することができる」

			「へぇ」

			「ただし階層を移動すると、元の階層には戻れんからそのつもりでな」

			「わかった」

			　オレは扉に手をついて、下の階層に移動した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二層目も一層目と同じ、狭い洞窟のような空間だった。左右の壁のベースは土で、ところどころにゴツゴツとした岩がある。

			　そしてオレが通路の雰囲気を見ていると、地面に突如、魔法陣が現れた。

			　魔法陣が、ブォォン――と回り、体長二メートルはありそうな、巨大なクマが現れる。

			「Ｇｕ瑠瑠ＲｕЯｕ…………」

			　クマは奇妙な奇声を発して、醜(しゆう)悪(あく)なヨダレをキバの隙間から垂らしていた。

			「コイツは――――っ！」

			　クマを強敵と察したらしいレミナが、大剣を構えた。

			　が――。

			　ドンドンドンッ！　

			　ライナが拳銃をぶっ放し、一瞬で殺ってくれました。

			「………………」

			　レミナがとても哀しそうな目をした。

			　自分のことを地味っぽいと思っているレミナからすると、今のは出番だったのだ。

			　千年孤独だった男が、ようやく愛する人に出会えたがごとき、大切な出会いだったのだ。

			　ライナはそれを――、それを――。

			「どどっ、どうしたのだっ?!」

			「別に……なんでもないじゃんよ…………」

			「そうか……」

			　話しているうちに、クマは煙へと変わる。

			　ライナは、気を取り直して解説を入れた。

			「多くのモンスターが今のように魔法陣から現れるのも、次元迷宮の特徴だな」

			　それにしても、ゲームみたいな迷宮だな。

			「宝箱とか落ちてたりするの？」

			「一定率で、ランダムに落ちているな」

			　話していたら見つけた。

			　行き止まりになっている小部屋の奥に、ぽつん……と置いてある。

			「さっそくか」

			　オレはカチャッと開けてみた。クスリの小瓶が、ちょうどふたつ入ってた。

			「ライトポーションだな。飲むと疲労が癒(い)えてくれる」

			「傷は？」

			「飲み薬で癒(い)えてくれることはないな」

			「そうなんだ」

			　それなら……。

			「疲れたら飲めよ」

			　オレはシャルルとリアに渡した。

			「はいっ！」

			（こくっ！）

			　定期的に現れるモンスターを倒しつつ、探索を続ける。

			　そして、ふたつの扉を見つけた。ここに入る時にくぐった黒い扉と、初めて見かける白い扉だ。

			「白い扉は、この迷宮の出口だ。触れれば地上へ戻ることができる」

			「なるほど」

			「しかし今回は、あえて進もう」

			「わかった」

			　オレは黒い扉に手をつけて、三層目にワープした。

			「…………？」

			　三層目は、ちょっと異質な空間だった。

			　洞窟のような空間であるのは、今までと同じだ。しかし転送された場所が、半径二〇メートルはあるような、広いドーム状の部屋だ。

			　通路なども見当たらず、これでは移動のしようがない。

			「構えておけ、アマクサ。レミナ」

			　ライナがオレたちに緊張を促(うなが)す。

			　オレは何気なく持っていた、『ないよりはマシなスケルトンの剣』を構える。

			　数秒後、一〇メートルほど離れた先に、血のように赤い魔法陣が現れた。

			　魔法陣は、ブォン――と、不吉な音を立てながら回り、異様な風体をしたスケルトンを召(しよう)還(かん)した。

			　古びた血液のような、ドス黒い赤をした不気味な体(たい)貌(ぼう)。ギラリと紅く輝いた剣と盾。

			　一層にいた雑魚(ざこ)とは、明らかに違う。

			　この階層は、このボスを倒さなくてはならない――ということか。

			　ドンドンドンッ！

			　ライナがまたも、容(よう)赦(しや)なく拳銃をぶっ放す。

			　が――。

			　斬(ざん)撃(げき)一(いつ)閃(せん)。スケルトンはライナが放った銃弾を、あっさりと斬った。

			　さらに紅い剣を、高々と突き上げる。

			　口がカタカタと動き、オレの耳では理解できない謎の言語が紡(つむ)がれた。

			　オレの足元の地面が、ボコ……とわずかに隆起した。

			　嫌な気配を感じたオレは、即座にバックステップを踏んだ。オレが立っていた場所に、赤い火柱が生える。火柱に触れてしまった剣の切っ先が、チョコレートのように溶けた。

			　スケルトン、横薙ぎに剣を払う。熱を持った紅い刃が、オレに向かって飛んできた。

			　スケルトン自身、ドゥンッと地を蹴(け)り突っ込んでくる。

			「アタシに任せろっ！」

			　レミナが前線に立ち、紅い斬撃に向かって大剣を振り下ろす。

			　しかし、レミナの剣が斬撃に当たろうとした刹(せつ)那(な)、斬撃はパァンッと弾け飛び、火の粉(こ)のような粒となった。

			「へっ？」

			　レミナが、間の抜けた声をだす。

			　オレはリアのほうを見た。

			　今の感じは、リアの母さんである、クイーンの防御法と似ている。

			　はたしてオレが思った通り、リアは、キィン――と意識を集中させてた。

			　そしてスケルトンが、超空圧で潰れた。ぐしゃっと軽い音がして、ただの赤い塊(かたまり)になる。

			　すごいな、瞬殺だ。

			　銃弾を斬ったり、けっこうなレベルの魔法を使っていたあたり、そこそこ強いモンスターだと思うんだけどな。

			　リアがくるりと振り返り、オレの手を取った。親指でオレの手をふにふにと揉(も)みながら、テレパシーで聞いてくる。

			（平気………？）

			「うん。平気だよ」

			　するとリアは、ギュッ………と抱きついてきた。

			　オレの胸板に顔をうずめて、顔をすりすりこすらせる。

			　どうやらリアは、先のスケルトンの火柱で、オレが負傷していないかどうかを気にしているようだった。相手を苛(か)烈(れつ)に攻撃したのも、オレが攻撃を受けたからだろう。

			　テレパシーでオレの思考を読み取れるリアは、（こく………。）と小さくうなずいた。

			　口数が少なく言動も大人しいリアだが、中身はけっこう熱い子だ。

			　かわいい。

			「しかし生まれてひと月ほどしか経っていない身でありながら、レッドスケルトンを一瞬で倒すとはな」

			「やっぱり強いモンスターなんだ」

			「訓練を積んだ五、六人のパーティが連携を生かし、一時間ほど戦い続けてようやく倒せる程度の強さを想定されている」

			「そりゃ相当だな」

			「もちろんわたしやキミであれば、単独で葬(ほうむ)ることも容易(たやす)くはあるのだがな」

			　そんな説明をしつつ、ライナはレッドスケルトンが消えたあたりに手を伸ばし、紫色の結晶を拾いあげた。大きさは、手のひらサイズだ。

			「それは？」

			「転移結晶だ。先の白い扉と並ぶ、この迷宮を脱出するための手段だ。効果は大きさによって異なるが、このサイズならば、パーティ全員が帰還できる」

			　そう言って、ライナは結晶を地面に叩きつけた。結晶は、輝く光の粒となり、オレたちを包んだ。

			　オレたちは、元いた広間へと戻った。

			「おかえりぃ♡　ラクトさんっ♪」

			　ミーアがオレに駆け寄って、チュッ♡　とかわいいキスをしてきた。オレの肩に頭を乗せて、ギュッと抱きついてくる。

			「さびしかったよぉ～～～。えへへぇ♡」

			　すりすりべたべたしてくるミーア。お尻の尻尾(しつぽ)もふりふりゆれる。

			「むっ…………」

			　ヤキモチを妬いたライナが、しかめっつらをした。

			「いっ……以上が、この次元迷宮の簡単な説明だ。なにか質問はあるか？」

			「オレはないな」

			「アタシも……ないじゃんね」

			「シャルルも……質問はないであります…………」

			「ならば入学の手続きをしようか」

			「試験とかあるのか？」

			「本来は必要になるのだが、キミたちは、この学園の理事長の依頼で探索に来ているわたしのパートナーという扱いだ。軽いあいさつや能力を見るための検査、テストは必要になるであろうが、それ以上は不要だな」

			「なるほど」

		

	
		
			　

			第４話　セシリアとの再会。

			　

			　オレたちはライナの案内の下、理事長室に移動した。

			　いかにもといった濃い茶色をした扉に、いかにもといったソファーやテーブル。

			　そしてその奥にある、これまたいかにも高そうな机に、眠たげな目をした女の子が座っていた。

			　幼女といってよい小さな体に、金色の髪と緑色の目。頭には、ぴょこんと立ったかわいい猫耳。

			　そしてその隣には、金色の髪と縦ロール。さらに猫耳が特徴的な女が、偉そうに腕組みをしていた。

			「おひさしぶりですわね」

			「お前は……」

			　ええっと……。

			「誰だっけ」

			「忘れたとおっしゃるのですのっ?!　高貴なるフェアゲッセンの家に生まれた高貴なるわたくしにして、Ａ級二十八位の冒険者たるわたくしをっ！」

			「すまん。完(かん)璧(ぺき)に忘れたわけじゃないんだ。パンツがかわいいピンクだったり、オレにやられてゲロを吐いたり、パンツがかわいいピンクだったり、下(げ)賤(せん)なる豚にしか好かれない、残念で可哀想なやつであったり、パンツがかわいいピンクだったりしていたことは覚えてる」

			「あんまりですわぁ！　覚えていることがあんまりでしたら、そこまで覚えておきながら、名前がでてこないのもあんまりですわぁ！」

			「完(かん)璧(ぺき)に忘れているわけじゃないんだ。ゲロリアかアホリア。どっちかだったことは覚えてる」

			「どっちでもないですわぁ！　わたくしはセシリア！　高貴たるフェアゲッセンの家に生まれた、高貴なるセシリア＝フェアゲッセンですわぁ！」

			『セシリアが正しいらしいさん』は拳をギュッと握って、[image: kaomoji3.png]な顔で叫んだ。

			「おねぇさまのことは、あまりいじめないで差しあげてください」

			　椅子に座っていた幼女が言った。

			　その声は、小さな風鈴のような、静かながらも澄み渡る声だった。

			「わたしは、アリシア＝フェアゲッセン。おねぇさまの妹で、この学園の責任者です」

			　アリシアは、ペコ……と小さく頭を下げた。

			　セシリアを見た直後だからだろう。普通にあいさつをしているだけなのに、凄くまともな、いい子に見えた。

		

		
		
			[image: p041.jpg]
		

	
		
			「そしてわたくしは、この学園の卒業生にして、学園長の補佐役にもついているセシリア＝フェアゲッセン！　セシリア＝フェアゲッセンですわ！」

			「そうなのか？」

			　オレはセシリアではなく、アリシアに聞いた。

			　声の中には、『コイツが補佐とか大丈夫なのか？』みたいなニュアンスがこもっていた。

			　アリシアは、その微妙なニュアンスも、敏感にくみ取った。

			「はい。本当です。わたしはおねぇさまが大好きなので、おねぇさまが月に一度は遊びにきてくださらないと、さびしくて死んでしまいます」

			「ですからわたくしは、冒険者として歩く一方、月に一度はここに帰ってきているのですわっ！」

			　

			「というわけで――ここが、高貴なる廊下。そしてこの高貴なる廊下の、高貴なる窓から見えるのが、高貴なる噴水が美しい、高貴なる中央広場ですわ。さらにこの、高貴なる廊下をまっすぐに進めば、高貴なるテラスが――――みゃあんっ！」

			　オレに縦ロールを掴まれ引っ張られたセシリアが、涙目で振り返った。

			「いったいなにをなさるのですのっ?!」

			「オマエこそ、なんで入学の手続きその他の案内をするのに、中央の広場とかテラスとかを案内しているんだよ」

			「それはもちろんわたくしが、この学園の美しさを誇りたいからですわっ！」

			　このバカ言い切りやがったよ。

			　オレはセシリアの両頬をつねる。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～」

			　セシリアは呻(うめ)き、両手をパタパタ動かした。

			　ちょっとひどい気もしたが、こうでもしないと動かないもんな、コイツ。

		

	
		
			　

			第５話　ステイタスなお話。

			　

			「あんまりですわ。あんまりですわぁ……」

			　涙目のセシリアが、ほっぺたをさすりながらぼやく。

			　それでもオレたちのことを、とある一室に案内した。

			　広さは学校の保健室ぐらいで、明るさのほうもそんな感じだ。ただ保健室とは違い、部屋の中央に大きな水晶玉がある。

			「ここが能力測定の基(き)礎(そ)となる、【ステイタス】を計る部屋ですわ……」

			「ステイタス？」

			「力や敏(びん)捷(しよう)といった値を、数値で表した概念ですわ……」

			「そのようなことが、できるのでありますか……？」

			　シャルルが不思議そうに首をかしげた。

			　涙目だったセシリアは、一転して増長した。

			「この学園ではできるのですわっ！　偉大なる錬金術師(アルケミスト)にして、高貴なるフェアゲッセンの始(し)祖(そ)――。アルファズール＝フェアゲッセンさまがお作りになったこの学園でわっ！」

			「それはすごいな」

			「おっしゃる通り、すごかったのですわ！　わたくしのご先祖さまわっ！」

			　なのに子孫がコイツなのか……。

			「なにゆえですのっ?!　なにゆえここで、わたくしを憐(あわ)れむような目で見るのですのっ?!

			　ここは偉大なる祖を持つわたくしに尊敬の眼差しを向け、そのわたくしに出会えた幸運を、深く感謝す――――みぃ～～～～～～～～～～～～！」

			　オレはうるさいセシリアのほっぺたをつねり、何事もなかったかのように尋ねた。

			「それでステイタスってのは、どうやって計るんだ？」

			「まさかの無視ですのっ?!」

			「いいから早く教えろよ」

			「こう…………ですわ」

			　尊敬されなかったセシリアが、涙目で水晶に手を当てた。

			　水晶玉が白く輝き、壁に白い光りを当てる。

			　まるで映写機でも使ったかのように、壁にセシリアの全体像と文字が浮かびあがる。

			　

			　セシリア＝フェアゲッセン

			　筋力：Ａ２８０

			　耐久：Ａ３２０

			　耐性：Ｃ２１０

			　敏(びん)捷(しよう)：Ｂ１０８

			　魔法力：Ａ８００

			　総合ランク：Ａ

			　

			「これがわたくしのステイタスですわ！」

			　セシリアは、とても誇らしげに言った。

			「Ｇが最低、Ｆが凡人。ＥやＤでそこそこに入り、Ｃで一流。Ｂがひとつあるだけでも尊敬の眼差しで見られ、Ａがみっつともなれば、まさにわたくし――――セシリア＝フェアゲッセンなのですわっ！」

			「ちなみに各ランクの上限は５００で、５００を越えるようだと次のランクに移動する」

			　セシリアの説明に、ライナが簡単な補足を入れた。

			「ただしＡランクのみ、９９９が上限だ」

			　オレは、セシリアの数値を見ながら尋ねる。

			「耐久と耐性ってのは、具体的にどう違うんだ？」

			「耐久は、物理的な攻撃への耐久力。耐性は、魔法的な攻撃に耐える力だ」

			「なるほどな」

			「ちなみにわたしは、このような感じだ」

			　ライナが水晶玉に手を当てた。

			　

			　ライナティアス＝ミューレン・ミューレン

			　筋力：Ｃ30

			　耐久：Ｃ３０８

			　耐性：Ａ５０３

			　敏(びん)捷(しよう)：Ａ３２１

			　魔法力：測定不能

			　総合ランク：Ａ

			　

			「測定不能なんてあるんだ」

			「筋力や耐久といった値は、単にそれの強さを指すが、魔法力は魔法を使うためのマナの量、マナを扱うセンス。そして術者が持っている、固有のマナの質やスキルも評価に入ってくるからな。ほかの項目に比べ、測定不能がでやすいのだ」

			「なるほどねぇ」

			「それでも実際にでるのは、数千人にひとりぐらいらしいがな」

			　ライナは淡々と語った。セシリアと違い、『単にそれが事実であるから、そのままに伝えた』といった口振りであった。

			　次にレミナが手を当てる。

			　冒険者としては、そこそこ名の知れた、中堅クラスのレミナだが――。

			　

			　レミナ＝ラビウス

			　筋力：Ｃ３２８

			　耐久：Ｃ２８０

			　耐性：Ｄ53

			　敏(びん)捷(しよう)：Ｃ１１８

			　魔法力：Ｅ50

			　総合ランク：Ｃ

			　

			　コメントに困る数字がでてきた。

			『Ｄでそこそこ。Ｃで一流』の基準で言えば、なかなかのステータスだ。

			　しかしライナやセシリアのそれを見てからになると、なんとも微妙に見えてしまう。

			「まっ……まぁ、予想していた通り……じゃんね…………」

			　口ではそういうレミナだが、耳はしょんぼり垂れていた。

			　しかし自分の力が数値ででるとは、ちょっとワクワクしてくるな。

			　オレは水晶に手を伸ばす。水晶玉が白く輝き、壁に白い光りを当てる。

			　

			　アマクサラクト

			　筋力：測定不能

			　耐久：測定不能

			　耐性：測定不能

			　敏(びん)捷(しよう)：測定不能

			　魔法力：Ｃ80

			　総合ランク：測定不能

			　

			「「なんだとっ?!」ですって?!」

			　ライナとセシリアが同時に叫んだ。

			「すごいのか？」

			「わたくしは、魔法力以外で【測定不能】をだした方を、見たことがございませんわっ！」

			「さすがはキミ――――ということか…………」

			　セシリアはただ驚(きよう)愕(がく)し、ライナは、照れと誇らしさが入り混ざったかのように頬を染めた。オオカミの尻尾(しつぽ)は、パタパタと振られてた。

			「やっぱ……すげぇんだな…………」

			「はうぅ…………」

			　レミナもぽうっと頬を染め、シャルルに至っては、祈るように両手を合わせ、瞳(ひとみ)をきらきら輝かせていた。

			「ししっ、しかしっ、ステイタスが高いからといって、実際に強いとは限りませんわっ！

			　いかに優れたステイタスを持っていようと、数字にできない知識や経験、相性などにも左右されるのが戦いですわっ！　名剣も、当たらなければ棒切れですわっ！」

			「散々威張ったオマエが言うな」

			　オレはセシリアのほっぺたをつねった。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～[image: kaomoji4.png]」

			　にしてもコイツのほっぺたは、モチモチとやわらかく、それでいてスベスベだ。さわり甲斐とつねり甲斐に満ちた、すばらしいほっぺたである。

			　胸もデカイし、顔もかわいいし、なのに中身がセシリアだとか……。

			「悪い意味でため息がでるわ」

			「どうして理不尽につねられたわたくしが、ため息をつかれなくてはならないのですの?!」

			　涙目で叫ぶセシリアだったが、オレは無視した。

			「計ってみろよ。シャルル」

			「どうしてわたくしを無視なさるのですのぉ?!」

			「だってウザイし……」

			「あんまりですわぁ―――――！」

			　セシリアが走り去った。

			　だがオレは、面倒なのでほっといた。シャルルのステータスを見る。

			　

			　シャルル＝ノイスタッド

			　筋力：Ｅ80

			　耐久：Ｅ１２０

			　耐性：Ｄ90

			　敏(びん)捷(しよう)：Ｃ２８０

			　魔法力：Ｅ50

			　総合ランク：Ｄ

			　

			「はうぅ……っ！」

			　ショックを受けたシャルルだが、オレは冷静に言ってやる。

			「そんな悪くはないだろう？」

			「そうなのでありますか……？」

			　シャルルは不安げな眼差しでオレを見上げた。

			「筋力や耐久は、いい武具で補える。そう考えれば、敏(びん)捷(しよう)が一流クラスに高いこのステータスは、悲観するほどは悪くない」

			「ラクトさま……♥」

			　フォローがうれしかったのか、シャルルは腕にくっついてきた。かわいい尻尾(しつぽ)も、ぴこぴこと振られる。

			「ラクトさまぁ～～～♥♥♥」

			　シャルルは犬っ娘(こ)である。

			　そのせいか、オレの役に立ちたいと思う気持ちが、ほかの子よりも強い。

			「まっ、まぁ、このように、『どのようにして迷宮に挑むか』を考える叩き台にするのが、【ステイタス】の正しい使い方でもあるな」

			　シャルルに対抗してくっついてきたライナが、そんな補足をつけた。

			「じゃあ次は、ボクの番ね～」

			　

			　ミーア＝カラット

			　筋力：Ｄ１６５

			　耐久：Ｃ23

			　耐性：Ｃ３２０

			　敏(びん)捷(しよう)：Ｃ２２８

			　魔法力：Ｃ２００

			　総合ランク：Ｃ

			　

			「はぅあっ！」

			　シャルルがショックを受けた。

			「ミーア、いつの間に強くなったでありますかっ?!」

			「いつの間に…………って言うと、これかなぁ」

			　ミーアはキュンっとお尻を突きだし、小悪魔みたいな羽と尻尾(しつぽ)を、パタパタふりふりと振った。

			「うらやましいでありますぅ……」

			「そんなんでいいのかよ……」

			　シャルルが純粋に言うと、レミナは羨(うらや)むようなジト目で言った。

			　ミーアもずるいとは思っているのか、「えへへぇ～～～♡」と笑った。

			　そして最後がリアである。先ほどは疑似迷宮で非凡なところを見せたし、けっこうなステイタスになるような気がする。

			　特に魔法力は、Ａの２００とか３００をだすんじゃないだろうか。

			　

			　リア

			　筋力：Ｂ１０８

			　耐久：Ｃ90

			　耐性：Ａ２８０

			　敏(びん)捷(しよう)：Ｃ１９８

			　魔法力：Ａ５２０

			　総合ランク：Ａ

			　

			「はぅわぁんっ！」

			　シャルルがとってもショックを受けた。

			「かなりのところまで行くとは思っていたが、これほどとはな……」

			　ライナもけっこう驚いていた。

			（………。）

			　だがリアは、あんまり興味がないらしい。

			　オレのほうにトテテと駆け寄り、いつものように、ギュッ………。と抱きついてきた。

		

	
		
			　

			第６話　実戦試験と、っょぃリア。

			　

			「それでは次は、実戦力の試験ですわね」

			　セシリアはオレたちを、空が見える円形の闘技場に案内した。

			「これはこれはセシリアさま。本日は、どのようなご用件ですぞ？」

			　試験官と思われる、白い髪をした初老の男がやってきた。

			「実戦力の試験ですわ」

			「ふむ――――ふむ」

			　試験官はオレたちを見てうなずくと、しなやかな指をパチッと鳴らした。

			　なにもなかった虚(こ)空(くう)から、剣や斧(おの)、槍(やり)といった武器たちが現れる。

			「この闘技場は、特殊な結界で包まれておるですぞ。ゆえに死に至ることはないですぞ。ただし痛みはございますし、ショックで気絶することもございます――が、逆に言えばそれだけですぞ。安(あん)堵(ど)して、お好きな武器をお使いくださいですぞ」

			　シャルルとミーアが武器を見に行く。シャルルは真剣な眼差しで、槍(やり)や棒を握っては振るい、ミーアはなんとなくといった感じで、ロングソードを持ったりとした。

			　そしてリアはいつもの通り、オレの体にくっついている。

			「ふむ――」

			　試験官が、シャルルとミーアの振る舞いを見ては、ふたりの強さを推察していく。

			　同時にオレも、試験官の立ち振る舞いから、試験官の強さを推察していく。

			　試験官が、オレとリアにも言ってきた。

			「さぁ、キミたちも武器を――」

			「いや、いいわ」

			「手持ちの武器があるのですかな？」

			「素手で十分っていう感じかな」

			「【ステイタス】の測定で高いパラメーターがでて、浮かれてしまっているわけですか……」

			　試験官は、やれやれと両手を広げた。

			「まぁ、よろしいですぞ。増長してしまった若い子を教育して差しあげるのも、この場を預かる私の義務ですぞ」

			　さらにしつこく言ってくる。

			「ただし言っておきますが――私は筋力や耐久がＣの３００以上で、敏(びん)捷(しよう)がＢの３００。魔法力はＢの４００以上ですぞ。ＣやＢがひとつふたつあったぐらいで、自(うぬ)惚(ぼ)れたりはしないほうがよろしいですぞ？」

			　試験官は、オレから見ればゴミのような数字を得意げに語った。

			　まぁセシリアの話だと、Ｂでもかなり凄い部類に入るらしいしな。

			　Ｂがふたつってのは、本来だったらかなり凄いことになるのだろう。

			「では、始めようですぞ。まずは――――キミからですな」

			　試験官は、シャルルに言った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よっ……よろしくであります」

			「よろしくですぞ」

			　試験官とシャルルが、一〇メートルほどの距離を取って対(たい)峙(じ)する。

			　シャルルが棒を、薙刀のように構える。

			　試験官は、右手を横に突きだす。

			「トランスフォート！」

			　試験官の右手の先から、シャルルが持っているそれと同じ棒が現れた。

			「任意の武器を任意に作りだすのが、魔法力Ｂの私の力ですぞ」

			　試験官は、シャルルと同じ構えを取った。

			「それでは貴殿の好きな時、好きなタイミングで打ち込んでくるとよいですぞ」

			　軽く言った試験官に対し、シャルルは息を詰めて構えた。

			　棒を前方に垂らしたまま、ジリ……、ジリ……と間合いを詰める。

			　ステータスが低かったシャルルからすれば、この場は自分をアピールするための、大切なチャンスなのだろう。顔は真剣そのものだ。肌を刺すようなピリピリとした気迫が、無音のうちに伝わってくる。

			　ジリ……、ジリ……、ジリ。

			　ふたりの距離が近づいていく。

			　二メートル。一メートル。

			　六〇センチ。四〇センチ。三〇センチ。

			　互いに水中に潜っているかのような、深く重い沈黙が流れ――――。

			「わんっ！」

			　シャルルが棒を突きだした。

			　最短距離で喉笛を狙う、電光石火の一撃だ。

			　だが試験官、身を低くしてそれをかわした。烈火のような胴(どう)薙(な)ぎを入れてくる。

			　シャルルは棒で受け止める。カァンッと高い音が鳴る。

			　それは武術の教科書にも載せられるような、完(かん)璧(ぺき)な受けであった。

			「はぅ――っ！」

			　しかし単純な筋力の差が、シャルルの体勢を崩す。

			　それでもシャルルは、気持ちで必死に粘っていたが――。

			　棒はカァンッと舞いあがり、シャルルは素手にさせられた。白くしなやかな喉笛に、固い棒を突きつけられる。

			「参ったであります…………」

			「まずはひとり――――ですな」

			　試験官が棒を引いた。

			「次はキミだ。来なさい」

			　名指しを受けたミーアが、試験官と対(たい)峙(じ)する。

			　適当に取ったロングソードを、上段に構える。

			「それじゃあ行くよぉ…………」

			　掲げられた剣に、白い光りが集まって――。

			「マジック・ミサアァイル！」

			　白い閃(せん)光(こう)を放つ！

			　ミーアが放った閃(せん)光(こう)は、直線的な軌(き)道(どう)で進み、試験官へとぶち当たる！

			　ドォンッと激しい轟(ごう)音(おん)が鳴り、着弾点が爆発する。土煙が舞って、試験官の姿が見えなくなる。

			　やったか……？

			　と言ってみたくなるところだが、たぶん、まったくやってない。

			　はたしてオレが思った通り、試験官は、バリアを張って凌(しの)いでた。

			「キミはまだ――魔法を覚えて日が浅いようですな」

			　さらにミーアの魔法歴を、的確に見破った。

			　試験官が指摘した通り、ミーアの魔法は、羽と尻尾(しつぽ)が生えてから使えるようになったものだ。

			「魔法とは、こう使うのですぞ！」

			　そして自身の剣を振り、魔力で作った白い斬撃を飛ばした。それは途中で枝分かれして、ミーアの逃げ場所をなくす。

			「うわわっ、ああっ！」

			　ミーアは対処し切れずに、直撃を食らって倒れた。

			「大丈夫かっ?!」

			　オレはミーアを助け起こした。

			「あんまり大丈夫じゃないかもぉ…………」

			　ミーアは、きゅ～～～～～～～～～っと目を回して言った。

			「だからぁ……ラクトさん…………」

			「あっ、ああ」

			「ナデナデしてぇ♥」

			　ミーアはオレの手を持って、自身の胸にいざなった。

			　ふにょっ♥　としたすばらしい触感を、オレは五本の指で揉(も)みほぐす。

			「あん……♥　そうっ♥　そんな感じで……♥　もっとぉ……♥　あんっ♥♥♥」

			　ミーアは、とても元気そうだった。

			「あとはぁ……♥　おまたも苦しいからぁ♥」

			　さらにオレの手を、ズボンの中にインさせた。

			　オレは指を折り曲げて、かわいいミーアの、秘密の場所を指でいじった。

			「ハァーンッ♥♥♥♥」

			「なにやってるでありますかぁ――――――――――！」

			　シャルルが怒った。

			「とととっ、時と場所は考えるでありますっ！　ミーアっ！」

			「えへへぇー♥」

			　ミーアは八重歯がとてもかわいい、イタズラッ子の笑みを浮かべた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シャルルとミーアをあっさりと倒した試験官は、レミナのこともあっさりと倒した。

			　それもシャルルやミーアにしたのと同じく、同じ武器を使っての圧勝だ。

			　レミナもあっさり倒せるあたり、この試験官、実力は本当に本物なのだろう。

			　そしてリアの番である。

			　かなり強いことがわかった試験官だが、リアのステータスもなかなかのものだった。

			　わりといい勝負をするのではないだろうか。

			（………。）

			　リアは、なにを考えているのかよくわからない、澄んだ瞳(ひとみ)で試験官に対(たい)峙(じ)する。

			「これは…………ふむ」

			　試験官も、リアにはただならぬものを感じたようだ。

			　タトンとバックステップを踏み、リアからの距離を取る。

			「トランスフォート！」

			　さらに弓をだしてきた。長さ一メートルはありそうな、かなり大きな弓である。今までは、相手の武器に合わせていたのに――――。

			　先手を打つのも試験官。弓を引いて気を込める。

			「ハアァ…………」

			　白い光りが弓全体を包み、白い矢を作る。そして試験官は、弓を突然空へと向けた。

			「脅(きよう)威(い)よ――我の意志となれ。炸裂の魔弾、テンペスト・アロー！」

			　空へ放たれた白い光りが、太陽のごとき光りの玉へ姿を変える。

			　そして無数の白い光りが白い矢となり、リアに向かって注がれる。

			　たった一本、体をかすめるだけでも致命打になり得そうな質量を持った魔弾が、嵐のごとく降りかかる！

			「………。」

			　リアは無言で、手を前にだす。丸いシールドが張られる。

			　ズガガガガンッ！

			　攻撃は、あっさりといなされた。

			「なっ……」

			　ここまであっさりいなされるとは、さすがに予想していなかったのだろう。試験官の顔が、驚(きよう)愕(がく)にゆがんだ。

			　魔弾が途絶え、リアのバリアーも解かれる。

			「んっ………。」

			　リアがわずかに力を込めた。華(きや)奢(しや)な右の手のひらから、空圧の矢が放たれる！

			　グォンッと放たれたそれは、空を斬り裂き地面を抉(えぐ)り、試験官へと突き進む！

			「クッ」

			　試験官、かろうじて避けた。

			　矢がぶち当たった後方の壁に、巨大なクレーターができる。

			　避けたのは立派――と言ってやりたいところだが――――。

			「遅いな」

			　超空圧のエア・ハンマーが、試験官の真上に浮かぶ。ドォンッと激しい音が鳴り、試験官を中心にした半径三メートルほどの地面が、円柱状にへこんだ。

			　リアはまだ、生まれて一ヶ月と経っていないのに……。

			　

			　っょぃ。

		

	
		
			　

			第７話　チート使いのアカミネ・ユキ。

			　

			「なっ――?!」

			　セシリアが驚(きよう)愕(がく)し、試験官に駆け寄った。医療スタッフも呼んで、様子を見させる。

			「どうですの？」

			「ダメです。丸一日は目を覚まさないと思います」

			「そうですの……」

			「じゃあオレの試験ってどうなんの？　試験なしでスルー？」

			「ほかの方への示しがございますので、そういうわけには……」

			「わたしが見ましょうか？」

			　闘技場の入り口のほうから、静かながら芯の通った声が響いた。

			　そこにいたのは、赤い髪をしたショートポニーの女。

			　クールな顔立ちに勝気そうな瞳(ひとみ)に、炎を思わせる色とデザインをした武闘着と、ルビィレッドな色をガントレットに、丸いピアスをつけている。

			「…………」

			　静かに歩み出たそいつは、オレの前にやってきた。

			「わたしの名前は、アカミネ・ユキと申します」

			「アカミネ、ユキ……？」

			「はい。アカミネ・ユキです。孤(こ)児(じ)であったところを学園に拾われ、以降はここで過ごしています」

			　自身の名前を、意味ありげに言ってきたユキ。そんなことをする理由と、『ユキ』という響き。

			　それは恐らく、オレと同じく地球からきたという――。

			　しかしユキは、オレがそれを確認するよりも早く、セシリアへと言った。

			「どうでしょうか。セシリアさま。わたしも先ほどの方と同じく、そこで寝ている試験官さまに勝利している身です。代理としては、充分と思いますが」

			「あなたが試験官役となりますと、テストを受ける側が不利になりすぎてしまうきらいもございますが……」

			　セシリアは懸念をつぶやくと、オレのほうをチラと見た。

			「ラクトさまが痛い目に遭うのなら、ごはんがおいしい展開ですわっ！」

			　このアホの子め。

			　ムカついたオレは、セシリアのほっぺたをつねった。

			「みぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

			　絵(え)面(づら)を見ると平和的だが、実際にされると地味に痛い程度の強さで、きゅむっ、きゅむっ、きゅむっとつねった。

			　セシリアは頬に手を当て、涙目で叫んだ。

			「やってしまうべきですわっ！　ユキ！　このひどいラクトさまを、けっちょんけっちょんにしてやるべきですわぁ！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった。

			　ユキが小さく頭をさげる。

			「それではどうぞ」

			「オレからでいいのか？」

			「わたしから仕掛けると、あなたの実力を見る前に終わってしまう可能性がありますので」

			「ずいぶんな自信だな」

			　しかし立ち姿を見ると、それもなんとなくわかる。

			　一見すると無造作な姿は、けれども、まったく隙がない。

			　どこからどんな攻撃が来ても、いなせる自信と実力を持っている人間のそれである。

			　オレがゆっくり距離を詰めても、立ち振る舞いは変わらない。オレが一息で届く距離――およそ五メートル手前に寄っても、余裕を持ったままでいる。

			　それなら……。

			「オラァ！」

			　オレは地面をぶん殴った。激しい衝撃が大地をゆるがし、ユキの体勢も崩す。

			　さらに地割れが、黒いヘビのように走る。

			「なっ――！」

			　ユキの顔が驚(きよう)愕(がく)にゆがむ。オレは地を蹴(け)り、ユキに向かってオレの拳を突きだした。

			　完(かん)璧(ぺき)なタイミング。拳はユキの顔面を綺(き)麗(れい)に捉(とら)え――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった。

			　ユキが小さく頭をさげる。

			「それではどうぞ」

			「オレからでいいのか？」

			「わたしから仕掛けると、あなたの実力を見る前に終わってしまう可能性がありますので」

			「ずいぶんな自信だな」

			　しかし立ち姿を見ると、それもなんとなくわかる。

			　一見すると無造作な姿は、けれども、まったく隙がない。

			　どこからどんな攻撃が来ても、いなせる自信と実力を持っている人間のそれである。

			　それなら……。

			「オラァ！」

			　オレは地面をぶん殴った。激しい衝撃が大地をゆるがす。

			　さらに地割れが、黒いヘビのように走る。

			　しかしユキは、オレが地面を殴る直前に飛んでいた。宙でぎゅるりと回転し、浴びせ蹴(け)りを撃ってくる。

			　オレは左腕で止める。ガァンッと鈍く重い衝撃が来た。

			　だけど普通に耐え切れる。

			　オレは右手で、ガラ空きになったユキの腹部を――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった――――と、同時。オレは左の腕に痛みを感じた。鈍く重い衝撃を受けたかのように、左の腕が痺(しび)れてる。

			（なんだこれ……）

			　言葉にし難い違和感と気持ち悪さが、オレ全体を包む。

			「行きます！」

			　ユキがギュオッと突っ込んできた。喉元を狙う貫き手。

			　オレは小さくスウェーして、紙一重でかわす。

			　カウンターに掌(しよう)底(てい)。それはユキのアゴに当たった。

			「ッ……！」

			　ユキはダメージを受けつつも、小さく跳ねた。オレの腕に抱きついてくる。

			　自身の股間を支点に使い、オレの腕を根元からへし折ろうとする。

			　けど――。

			「軽いっ！」

			　オレは強引に腕を振り上げ、腕に引っついたユキを地面に叩きつけ――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった――――と、同時。オレは左の腕に痛みを感じた。鈍く重い衝撃を受けたかのように、左の腕が痺(しび)れてる。

			「すさまじいですね…………あなたは」

			　ユキがハアッ……っとため息をついた。

			　いったいなにを言っているのか。

			　戦いはまだ、始まったばかりであるというのに。

			　ユキがギュオッと突っ込んできた。喉元を狙う貫き手。

			　オレは小さくスウェーして、紙一重でかわす。カウンターに掌(しよう)底(てい)。

			　しかしユキは、オレがそうやってくることがわかっていたかのように、頭を小さく振って避わした。ミドルキックを撃ってくる。

			　思い切り食らった。脇腹に、鈍い衝撃が走る。

			　それでもオレは、ユキの足をガッシリと掴んだ。

			　ユキの足をグイと引き、両足を掴む。

			　そしてグルグル振り回し――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった――――と、同時。オレは体に痛みを感じた。左の腕と脇腹である。

			　その両方に、まるで蹴りでも食らったかのような、鈍い痺(しび)れが走ってる。

			「さすがに効いて来ましたか？」

			　ユキが静かな声で言った。

			　いったいなにを言っているのか。

			　戦いはまだ、始まったばかりであるというのに。

			「わたしの力は、『メビウスの指紋』と呼ばれるそれです。

			　戦いの途中でリセットを入れて、最初からやり直せるのです」

			「なに……？」

			「しかもわたしが受けた分はすべてリセットされるのに対し、わたしが与えたダメージは、消えることなく残ります」

			「オレに残っているダメージは、前の戦いの分ってわけか……」

			「察しがよいですね」

			　聞いた瞬間ヤバさがわかる、ほとんど反則(チート)な能力だ。

			「さらにこの能力の反則(チート)的な部位は、相手の記憶もリセットできる――という点です」

			「攻略法を考える時間も、オレには与えられないわけだ」

			「そういうことです」

			　ユキが自身の右手首を握り、右手をこちらへと向けてきた。

			「それではそろそろ、終わりにしましょう」

			　ユキの右手が、紅く輝き――。

			「焼却しますっ！」

			　ドォンッ！

			　すさまじい熱を持った、エネルギーのカタマリが飛んできた。

			　これはスゲーな。

			　だけど不思議と、激しい脅(きよう)威(い)を感じない。

			　オレはバチッと素手で弾いた。

			　弾かれた閃(せん)光(こう)は張られていた結界に当たり、ガォンと激しく爆発した。

			「なっ…………！」

			　ユキが唖(あ)然(ぜん)と目を見開いた。その隙を狙うべく、オレは地を蹴(け)り突っ込んだ。

			　しかしユキはつぶやいた。

			「無駄ですよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった――――と、同時。オレは体に痛みを感じた。左の腕と脇腹である。

			　その両方に、まるで蹴りでも食らったかのような、鈍い痺(しび)れが走ってる。

			「それにしても……規格外ですね。つい先刻の焼却砲は、小さな山の半分程度は吹き飛ばせるものなのですが…………」

			　いったいなにを言っているのか。オレにはわけがわからなかった。

			　しかしユキが、特殊な力を持っていること。

			　今のオレの状態が、ユキのせいであることは、なんとなく察した。

			　それならば――。

			　オレは地を蹴(け)り突っ込んだ。右ストレートをぶっ放す。

			　どんな力を持っていようと、発動前に潰せば終わりだっ！

			「ツッ――！」

			　オレの突進と拳圧が予想以上だったのか、ユキは顔を引きつらせ、上半身を後ろに逸らした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった――――と、同時。オレは体に痛みを感じた。左の腕と脇腹である。

			　その両方に、まるで蹴りでも食らったかのような、鈍い痺(しび)れが走ってる。

			「本当に――本当に、規格外ですね、あなたは……」

			　そしてユキは、引きつった顔で、冷や汗を垂らしてた。

			　鬼か悪魔にでも襲われて、間一髪で逃げて来たかのようだ。

			　いったいどうして、そんなふうになっているのか。まったくもってわからない。

			　しかし相手が弱っているのに、黙って見ているような手もない。

			　オレは地を蹴(け)り突っ込んだ。

			「ヒッ――」

			　ユキの顔が引きつった。口からは、首を絞められた子犬のような呻(うめ)きが漏れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが始まった。

			　オレはユキと対(たい)峙(じ)する。

			「あはは……はは、はは…………」

			　それなのにユキは、いきなりペタンと尻(しり)餅(もち)をついた。

			　足をだらりと開いては、壊れたような、乾いたような笑いを発して、じわぁ…………と。

			　

			　おもらしをした。
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			　足の付け根と地面とに、やらしい染みが広がっていく。

			「ひゃっ……！」

			　気づいたユキは、アヒル座りで足を閉じた。

			　炎のように頬を染め恥(ち)辱(じよく)の顔で、ぷるぷると震える。

			「ひくっ、うっ、うぅ…………」

			　泣きじゃくるユキと、地面に広がる水たまり。

			　まったくもって、意味がわからない。

			　オレはユキが落ち着くのを待ってから、簡単な説明を求めた。

			　ユキの力と、オレがやった対処法に、簡単な過去も聞いた。

			　ユキはもともと、赤(あか)峰(みね)有(ゆ)紀(き)という女の子であったらしい。

			　重い病気を患(わずら)っていた有(ゆ)紀(き)は、外にでて遊び回るという壮大な夢を、生きるための糧(かて)にして、週に三度は自分を襲う、激しい発作と戦っていた。

			　しかし、願いは虚しく、儚(はかな)く、有(ゆ)紀(き)は一六歳の誕生日を迎える前日に、この世を去った。

			　それを儚(はかな)んだらしい女神――正確には、神を名乗る女から――『メビウスの指紋』と名付けられた力と、高いステータスを与えられたらしい。

			　そして女神の指示のまま、この学園に在(ざい)籍(せき)し、ダンジョンを探索しているとのことだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　試験をすべて受け終わったオレは、学園長(アリシア)の部屋でカードを受け取っていた。

			　すこし大きな名刺といった感じで、オレの名前とステータスとが記載されている。

			　色は金。

			　セシリア曰(いわ)く――。

			「わたくしの魂(たましい)の色と同じ、高貴なる色ですわっ！」

			　それが理由かは知らないが、学生ランクＡに該当する、一番上のカードらしい。

			（………。）

			　リアがクイ………。と袖を引き、自分のカードを見せてきた。

			　それはオレとまったく同じ、金色のカードだ。

			　表情は、相も変わらず無表情だ。

			　しかしほっぺは、ほっこりと上気して、瞳(ひとみ)もほんのりキラキラとしていた。アホ毛みたいな触覚も、ぴこぴことゆれる。

			「おそろい………。」

			「そうだな。おそろいだ」

			　オレはリアの頭をぽふっと叩き、アホ毛みたいな触角をつまんだ。

			（んっ………。）

			　リアは気持ちよさげに瞳(ひとみ)を細め、オレの腕に腕を絡ませ頬ずりをしてきた。

			「わわわ、わたしもわたしもおそろいだぞっ！」

			　ライナがカードを両手で持って、一生懸命にアピールしてきた。

			　かわいい。

			　オレはライナの頭をぽふっと叩いた。

			「はぐうぅ…………」

			　ライナはうれしそうに瞳(ひとみ)を細め、オオカミの尻尾(しつぽ)をパタパタと振った。

			「わわっ、わたしだって、おそろいです！」

			　ロミナがグイッと前にでた。ライナと同じく両手で持って、赤いカードを見せてくる。

			「色は違いますが、カード的にはおんなじです！」

			　いや、それは苦しいだろう。

			「っていうか、色は赤なんだな」

			「ははっ、はいっ！」

			　オレはレミナのほうを見た。

			　レミナもロミナとまったく同じ、Ｃランク用の赤いカードをもらってる。

			「わたしはラクトさんたちが戦士コースの試験を受けているあいだ、鑑定士用のコースを受けていたんです！　剣とか槍(やり)の粗悪品、普通品、良品を見分ける試験とか、薬草の種類を見分ける試験とかをやったりしました！」

			「そうなのか」

			「それでわたしは、過去三年間でトップの成績だったらしいんです！　ですので今はうれしくて、気分もぽわぽわしています！　褒(ほ)めてください！　ラクトさん！　頭ナデナデしてくださいっ！」

			　オレはロミナの頭も撫でてやった。

			「んん～～～～～～～～～～～～っ♪」

			　ロミナの頭とウサミミが、ふりふりゆりゆり、小さくゆれる。

			「しかしそんなトップでも、ロミナのカードは赤止まりなんだな」

			　オレがぽつりとつぶやくと、アリシアが説明を入れた。

			「この学園の創始者――アルファズール＝フェアゲッセンさまは、戦士さまの育成のためにこの学園を作ったと言います。ですので待(たい)遇(ぐう)には、一定の差があるのです」

			「なるほどねぇ」

			　ちなみにミーアも、Ｃランクを示す赤。

			　この学園の「Ｃ」は、わりと上のほうである。偏差値六〇前後ぐらいだ。

			　オレの周りの女の子たちは、地味に優秀な子が多い。

			　しかしシャルルは――。

			「はうぅ……」

			　Ｄランク。

			　一応Ｃに近いＤで、中の上にはなるらしい。

			　しかしみんながＡやＣの中では、けっこうショックであるだろう。

		

	
		
			　

			第８話　リアと好き好き（セッ○ス）しちゃうお話。

			　

			「えーっと……ここか。七一〇号室か」

			　この学園の学生寮は、ランクによって部屋のグレードも変わる。

			　Ａランクのオレは最上階の、最上部屋だ。Ｂランク以下の生徒は、入ることもできないらしい。

			　部屋の鍵(かぎ)をガチャリとあけて、ちょっぴり重い扉を開く。

			「おお……」

			　いい部屋だ。

			　ホテルのスイートルームは言いすぎにしても、それに近いぐらいには豪華だ。

			　特にベッドはふかふかそうだ。オレはとりあえず飛び込む。

			　羽毛布団にも近い、ぼふっとした触感と、ぼむぼむ弾むすばらしい弾力。

			　子どもだったらトランポリンにしている。

			　シーツもかなりスベスベで、頬ずりだけで幸せな気分になってくる。

			　とりあえず、一眠りしようかな。

			　なんてオレが考えていると――。

			　こん、こん。

			　ドアからノックの音がした。

			　誰だろう。オレはドアに近寄って、のぞき穴から外を見る。

			（………。）

			　そこにいたのはリアだった。開かないドアを、ぽーっとした顔で見ている。

			　オレはドアをあけてやる。

			「リア？」

			（こくっ。）

			　リアは「おそろい」のカードを両手で持って、口の近くに持っていき、オレの顔を、じぃ………。と見上げた。

			「遊びにきたのか？」

			（こくっ。こくっ。）

			「そっか」

			　オレはリアを部屋に入れ、ベッドへと座らせた。窓の近くにあった、冷蔵庫のような箱をあける。

			　さすがＡランク用の部屋といったところか。魔力が利いた箱から、涼やかな空気が漏れてきた。

			　中にあるのは、黄色や青の、色鮮やかな飲み物の小瓶だ。オレはその中の一本を取って、リアに手渡してやった。

			　リアは、ビンの蓋(ふた)になっているコルクを、じぃ………。っと見つめ、超能力を使って取った。

			　

			　パァンッ！

			　

			　コルクは派手に吹っ飛んだ。壁と天井にカァン、カァンとぶち当たり、最後はリアのひたいに当たる。

			（くすん………。）

			　リアは瞳(ひとみ)に涙を浮かべて、おでこを押さえた。

			　どうもまだ、細かい加減はできないらしい。

			　そしてリアは、ジュースのビンを両手で持って、こくこくと飲んだ。

			「満足か？」

			（こくっ。）

			　オレはリアからビンを受け取り、ダストシュートへとほうった。

			　もう本当に、一生ここで過ごせそうなぐらいのいたれり尽くせりっぷりだ。

			　と――。

			（ぎゅっ………。）

			　ベッドから立ち上がったリアが、オレの腕にくっついてきた。オレの腕がリアの胸の谷間に挟まり、とてもいいことになっている。

			　顔は童顔に近いリアだけど、胸のサイズは、けっこう大人だ。

			　リアは、（じぃ………。）とオレを見てくる。

			　それは一見するならば、いつもと同じリアの瞳(ひとみ)だ。

			　だがオレは、リアのことをけっこう見ている。

			　だからいつものリアとは違う、熱っぽい感じも普通にわかる。

			　はたしてリアは、オレの腕に顔をうずめて、すりすりこすりつけてきた。

			　これは……アレか？

			　18禁の誘(いざな)いというか、『好き好きしてください』の合図か？

			（………こく。）

			　オレの考えを感じ取ってうなずいたリアが、恥ずかしそうに言った。

			（好き好き。されたい………です。）

			「そうか」

			（こくっ。）

			　そういうことならしてやろう。

			　オレはリアの肩に手を置いて、リアの口にキスをした。

			　やわらかく、温かい。

			「んっ………。」

			　リアの口から漏れる吐(と)息(いき)を味わい、リアをベッドに押し倒す。

			　キスをしながら上着をはだけさせ、生の胸に手を当てる。まずは包むようなイメージで、グニャッ……とやさしく揉(も)んでみた。

			「あっ………。」

			　リアの口から、甘い声が漏れる。

			　オレはリアのそれなりに豊満な胸の先っぽを吸いながら、舌を這わせた。

			　チロリ、チロリと羽のような舌つきで、円を描くように舐める。

			「んっ………。んっ………。」

			　オレが舌を這わせるたびに、リアはピクッ……。ピクッ……と、敏感に動いた。

			　と――。

			（甘い……？）

			　リアの胸の乳首から、甘い味がした。上質な紅茶に上質なハチミツを溶かしたかのような、品のよい甘さだ。

			　オレは顔を離し、リアの先っぽに、オレの指の腹を当てた。

			「んっ………♥」

			　先っぽからは、ほんのわずかに粘り気のある、透明の蜜(みつ)がでていた。

			「こんな特性があるのか」

			　なんとすばらしいおっぱいか。

			　オレはリアの胸を絞るように握り、もみもみしながらチュウチュウ吸った。

			　右の胸をもみもみしながら乳首をチュウチュウ吸ったあとには、左の胸ももみもみしながらチュウチュウ吸った。舌の先で、チロチロと撫でた。

			「あんっ、あっ、あっ………♥」

			　初めて乳首を吸われるリアは、かなり敏感に反応していた。

			　オレは顔をスライドさせて、脇の下も舐めた。

			「んンッ………♥」

			　リアの体は、こんなところも甘かった。

			　普通の子なら蜜(みつ)がでない場所でも、かわいいリアは蜜(みつ)をだす。

			　となると――。

			　オレはリアの下半身を見やる。

			　そこにあるのは、かわいらしいスカートと、白くてかわいいニーソックスだ。

			　オレはスカートをめくった。リアはパンツを穿(は)いてなかった。

			　ぐっちょりと濡れた秘部が、ぱかぁ……と口をあけ、オレを求めてひくひくしている。

			　しかし入り口は小さく、毛も生えていない。

			　ここに入れても大丈夫なのか。ちょっとばかり不安になった。

			　すると――。

			「んっ………。やっ………。」

			　じっと見られてしまうのは、恥ずかしかったらしい。リアがツイっと膝(ひざ)を立て、自身の足を閉じた。頬を赤く染め、オレの顔から目を逸らす。

			　たまらん。そしてたまらん。

			　オレはリアの膝(ひざ)に手をかけて、閉じられた足をグイッと開いた。

			「あっ………。」

			　リアのほっぺの赤みが増した。瞳(ひとみ)を閉じて、シーツを固く（ギュッ………。）と握った。

			　オレは右手を秘部に伸ばして、表面だけをやさしくさすった。

			「んッ………。ンッ………。」

			　単純な愛撫だが、リアは（びくっ………。びく………。）と身を震わせて、連続でイッた。秘部からの蜜(みつ)も、こぷっ、こぷっとこぼれでた。

			「ん………。」

			　それも恥ずかしいらしい。リアはまたも足を閉じ、オレの右手に両手を伸ばした。

			「どうした？　恥ずかしいのか？」

			（こくっ。）

			　オレがあえて尋ねると、リアは素直にうなずいた。

			「恥ずかしい………です。」

			　すこし泣きそうな顔と声で、そんなことも言ってくる。

			　しかし全体として、嫌がっている感じはしない。

			　オレは恥じらうリアの足を無理やりに開かせ、リアの秘部に顔をうずめた。

			　舌をくちゅりと捻じ込んで、リアの蜜(みつ)をねちょねちょ舐め取る。

			「んっ………。んうっ………！」

			　オレの舌がリアの中を刺激するたび、リアの体はピクピクと動いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「んっ………♥　んっ………♥　んっ………♥」

			　前(ぜん)哨(しよう)戦(せん)が終わった。

			　オレに愛撫を受けまくったリアは、余韻でピクッ、ピクッと動く。

			　しかしまだ、本番はやってない。

			　なにせリアは『初めて』だから、いろいろ不安だったのだ。

			　というか実際、しても大丈夫なんだろうか。

			　オレは秘部に指を入れ、ぐちゅぐちゅしながら考える。指一本なら入るけど、指二本だとキツい。そしてオレの股間の部位は、指二本よりも大きい。

			「んんっ………、ンッ………！」

			　リアはびくびくイッてるけれど、大丈夫なんだろうか。

			　なんてオレが思っていたら、ドアからノックの音がした。

			　オレはリアに一声かけて、ノゾキ穴から外を見る。そこにいたのはライナであった。

			　ちょうどいい。オレはドアをガチャッとあけた。

			「はぐっ?!」

			　オレを見た刹(せつ)那(な)、ライナの顔がボンッと燃えた。オレの全裸を見て叫ぶ。

			「なんという格好をしているのだっ?!」

			「ちょうど今、リアとしてたとこだから」

			「それでも隠せぇ！　前ぐらいは隠せぇー！」

			　小さなライナは、とっても必死になって怒った。

			　かわいい。

			　オレはライナを抱き上げた。

			「はぐっ?!」

			　戸惑うライナに有無を言わさず、ベッドにおろしてキスをする。

			「はぐっ……。んっ……。くちゅっ……んっ……んっ…………」

			　最初は抵抗していたライナであったが、すぐにキスを受け入れた。

			　とろけた瞳(ひとみ)で頬を染め、それでもオレに言ってくる。

			「わたしはわたしは、キミの所有物同然ではある。行為にしても、嫌いではない。

			　だがしかし、入っていきなりというのはだな――――」

			　ライナが説教してきたが、オレは構わず上着を脱がした。

			「わたしの話を聞――――はぐぅんっ！」

			　ライナのもっともな説教は、乳首を吸われた瞬間に止まった。

			　チュウ、チュウ、チュウ。

			　オレはライナの胸を撫で、かわいい乳首をいじめてやった。

			　まずは摘まんでもてあそび、ピコンッ、ピコンッとデコピンで弾き、唇で噛む。

			「はぐっ、はぐっ、はぐうぅぅ～～～～～～～～～」

			　ライナは歯を食い縛(しば)り、快楽に耐えていた。

			　もう本当に、ライナはいつもかわいいなぁ。

			　オレは乳首から唇を離し、ライナを仰向けに寝かせた。

			　足をだらしなく開いたライナはもう抵抗もできず、びくんっ♥　びくんっ♥　と震えてる。

			　オレはライナのズボンの中に、オレの指を挿(い)れた。

			「はぐぅんっ！」

			　猫のノドを撫でてやるような感覚で、ライナの中をくちゅくちゅいじる。

			「はぐっ……うんっ。キミのばかっ。キミのばかぁ…………」

			　八割の本能で感じつつ、二割の理性で怒ってくるライナ。

			　やはりかわいい。

			　そしていじっている限り、ライナのここも、一見すればオレのが入るほど大きくはない。

			　しかし――。

			　オレは、ライナのズボンとパンツのふたつを脱がした。自身のペニスを掴んで、ライナの秘部に押し当てる。腰を落として、ぐちゅっと挿(い)れた。

			「ひゃぐぅんっ！」

			　ライナは背筋を激しく反らす。しかしそれでも、オレのペニスを根本まで受け入れた。オレは腰を動かしていく。

			　ずぷっ、ぐちゅっ、ぐちゅっ。

			「ひゃぐっ、ふわっ、ふわあぁぁぁんっ！」

			　オレの腰が動くたび、ライナはかわいい悲鳴をあげた。

			　そう大きくはなかったライナの秘部でもこんなふうにできるなら、リアの秘部でも大丈夫だろう。

			　安(あん)堵(ど)したオレは、ライナの中にどぷっとだした。

			「ひゃぐっ、ふわっ、ふわぁぁ…………」

			　ライナは顔をとろかすと、四肢をだらりと投げだした。

			「キミのばかぁ…………」

			　そんなふうには言ってたが、顔はもう、恍(こう)惚(こつ)のとろとろだ。　

			　オレはライナの秘部からチンコを引き抜き、リアのほうを見た。

			（ん………。）

			　リアは顔を真っ赤に染めつつ、足を閉じて仰向けに倒れた。

			　オレはリアの足を開いて、チンコをあてがう。

			「んっ………！」

			　リアの体が強張った。

			「怖いか？」

			（こく………。）

			「やめるか？」

			（ブンブンブンッ！）

			　リアは首を左右に振ると、うるんだ瞳(ひとみ)で言ってきた。

			「してほしい………です。」

			「そうか」

			（こくっ。）

			　オレはぐちゅっと、先っぽだけ挿(い)れた。

			「んっ………！」

			　リアの反応を見つつ、腰を深く落としていく。

			　処女の証をぶつりと破り、奥まで入れる。リアの中はねっとりと熱く、入れただけでイキそうだった。

			「んっ………。んっ………。んっ………。」

			　リアはぎゅっと瞳(ひとみ)を閉じて、ぷるぷると震えた。リアのかわいいオンナノコの部位が、オレのチンコを、キュウゥ……っと締めつけてくる。

			「大丈夫か？」

			「中で、こすれて、あつい………です。」

			「そうか」

			　嫌悪の響きはなかったので、オレは腰を動かした。

			　ずちゅんっ、ずちゅっ、ずちゅんっ。

			「あッ。んッ。ン………ッ♥」

			　淫(いん)靡(び)なる愛液の音と、感じているリアのエロい声が響く。オレはリアの両おっぱいをぐにぐにぐにぃっ♥　と激しく揉(も)みつつ、腰の動きを強くした。リアの声も強くなる。

			「はんっ、あんっ、あんっ。あッ、あッ………！」

			　オレはチンコを根元まで挿(さ)して、リアへと言った。

			「よーし、リア。そろそろ行くぞ、中にだすぞぉ！」

			「ひあっ、んっ、ンッ――！」

			　オレが叫ぶと、リアはオレに腕を伸ばした。

			（ぎゅっ………♥）

			　とオレを抱きしめて、両の足でオレの腰を挟む。　

			　だいしゅきホールドと似ているが違う。あえて言うなら、『好き好きロック』とでも言うべき固め技だ。

			　リアからのメッセージを受け取ったオレは、リアの中にたっぷりとだした。

			　どぷっ！　どぴゅっ！　どぴゅんっ！

			　真っ白な精液が、リアの中に注がれた。

			「あっ………♥　んっ………♥　あっ………♥」

			　オレがリアの中にだすたび、リアの体はビクッ、ビクッと小さく震えた。

			　それでも足と両腕に力を込めて、体いっぱいでオレを大好きなことを表現してきた。

			　オレの分身が突き刺さっている秘密の部位も、もっとほしいと言わんばかりに、きゅうぅ……とオレを締めつけている。

			　さらにリアは言葉でも、熱い吐(と)息(いき)と共に漏らした。

			「もっと………。してほしい………です。」

			「えっ？」

			「もっと………。いっぱい、されたい………です。」

			「そうなのか？」

			（こくっ。）　

			　リアの健(けな)気(げ)なうなずきに、オレのチンコは再起動した。

			　リアの片足を持ちあげて、オレの肩に乗せる。松葉崩しと呼ばれる体位だ。リアの片足を抱きしめながら、ずちゅっ、ずちゅっと突きまくる。

			「あんっ、あっ、あっ。気持ちいい………です。おま○こ、おちんちん、気持ちいい………です。もっと………いっぱい、してください。好き好き、いっぱい。してください………♥」

			　オレはリアの要望通り、ほとんど一晩してやった。

		

	
		
			　

			第９話　女の子を泣かせたりするのは好きじゃない（ただしセシリアを除く）。

			　

			　チュン……。チュンチュン。鳥のさえずりで目が覚める。

			　両の腕がちょっぴり重い。

			　ライナとリアがふたりして、オレの腕枕ですやすや眠っているからだ。

			　美少女に挟まれての寝覚め。

			　最高である。

			　特にライナはポニーテールをほどき、サラサラとしたロングヘアーにしている。

			　いつもと違う寝姿は、ただ新鮮で愛らしい。

			「ん………。」

			　リアがパチ……と薄目をあけた。しとやかな愛情に満ちた目で、オレのことをじっと見てくる。

			　オレはおはようのキスをした。舌と舌を絡ませる。

			　リアもしっかりオレに応えて、舌を絡ませてくれた。

			　するとなんかムラムラしたので、とりあえずやった。

			「あんっ、あっ、あっ♥」

			　朝っぱらからの情事だったが、リアはしっかり感じてくれた。たった一晩やりまくっただけなのに、ずいぶん開発されたような気がする。

			　そしてライナが起きてきたので、ライナともやった。

			「キミというやつは、朝から……はぐっ、うぅんっ！」

			　素直ではないことを言うライナだが、感じまくっているのだから説得力がない。

			　そんな感じで楽しんでから、服に着替えてドアをあける。

			「っ……」

			　ユキがいた。

			　今からノックをしようとしていたという感じで手を丸め、豆鉄砲を食らったハトのような顔をしている。

			「どうした？」

			「ラクトさんとリアさんに、朝のあいさつと食堂への案内をしようと思ったのですが……」

			「そっか」

			「しかしどうして、ラクトさんのお部屋から、リアさんとライナさんが……？」

			　オレはふたりを抱き寄せて言った。

			「そういう関係だからだよ」

			（こくっ。）

			「まっ、まぁ、そうなるな」

			　オレがあっさりと言うと、リアはオレに抱きつきうなずく。

			　逆にライナは、照れてうなずく。

			「フフフッ、フケツです！　こんな小さな子たちを相手に、そういうことをするなんて！」

			「待つのだアカミネ！　なにゆえ小さな子たちと言った?!」

			「それは――」

			　ユキはライナをじっと見た。身長わずか一四〇センチ台の、ちっちゃなライナを。

			「ちっちゃくないぞ！　わたしはわたしはちっちゃくないぞ！」

			　鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳を握り、[image: kaomoji5.png]に主張するライナ。

			　でもちっちゃい。

			　オレはもちろん、ユキやリアよりもちっちゃい。

			　身長もおっぱいも、なにもかもちっちゃい。

			　オレの中にいるハードボイルドな軍人さんも、見苦しく命乞いをする相手には言っている。

			『この世界には――存在しねぇものがふたつある』

			（ガチャッと引き金を引きながら）

			『神の慈悲と、ライナの胸だ』

			「ふわあぁ―――――――――――――――んっ！」

			　そしてライナは、走って逃げた。

			　銀色のポニーテールが、かわいらしくたなびいていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ユキに案内されて食堂についた。

			　かなり広くて、けっこうたくさんの人がいて、ワイワイとしている。

			　食事を始める時間は決まっているのか、食べ始めている者はいない。

			　オレはさっと見回して、シャルルやミーアの姿を探した。

			　でもいない。人が多くて見つからない。

			　仕方ないな。

			「おーい、シャルルー」

			　声の大きさとしては、会話用のそれ。

			　ただの人間はもちろんのこと、獣人であっても聞き取るのは難しい声量だ。

			　が――。

			「ラクトさまっ?!」

			　シャルルは聞き取ってくる。

			　ガタッと立ってはオレを探してあたりを見回し、オレのことをすぐに見つける。

			「偉いぞ、シャルル」

			「はうぅぅ～～～～～～～～～～～～！」

			　オレが頭を撫でてやると、シャルルは拳のあたりで鎖(さ)骨(こつ)を握り、丸い尻尾(しつぽ)をパタパタと振った。

			「あの、ラクトさん」

			「なんだ？　ユキ」

			「言いにくいのですが、この学園では、ＡランクのラクトさまがＡランクではない方と共にお食事を取ることは、難しいかと……」

			「なんで？」

			「わたくしが説明いたしますわぁ！」

			　セシリアが、胸に手を当て現れた。

			「高貴なるわたくしの魂(たましい)と、同じ色をしたカードを持ったあなたがたは、あの専用席で食事を取ることが、義務づけられているからですわぁ！」

			　セシリアが指差したのは、食堂の中央。

			　赤いじゅうたんが敷き詰められた、すこし高い席だった。

			「高貴なる力のある者は、あの高貴なる場にあがることで、自らの位置を深く噛みしめ、逆にそれ以外の者は、自分もいずれはあの場所に――と奮(ふん)起(き)する。あそこはそういう場所なのですわぁ！」

			「まためんどうな決まりだな」

			　まぁしかし、逆らうほど悪い決まりでもない。オレは赤い絨(じゆう)毯(たん)を踏んで、高そうなテーブルの前に座った。

			　オレの隣に座ったユキが、ほっと安(あん)堵(ど)の息を吐く。

			「恥ずかしいんですよね……ここ」

			　確かに目立つもんな、ここ。

			　台の高さは六〇センチぐらいだが、中途半端な高さがゆえに、いろんな人の視界にも入る。

			「それでもここ最近は、いっしょに食べてくれる人が増えてうれしいです……！」

			　ユキは鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳を握り、小刻みに震えた。

			　シャルルやライナであれば、尻尾(しつぽ)を振っていそうな顔だ。

			　遅れてやってきたライナも席につき、食事の始まりとなる。

			　コックが丸い、銀色の蓋(ふた)を被せた皿を持ってきて、テーブルの上に置く。

			　銀色の蓋(ふた)が取られた。

			　現れたのは、白いドレッシングがかかった、色鮮やかなサラダ。

			　芳(ほう)醇(じゆん)な香りを漂わせるそれは、匂いだけで食欲をそそられる。

			「それでは皆さま。今(こん)日(にち)もまた、我々が生きる礎(いしずえ)となってくださる、高貴なる食材の方々に無上の感謝を！」

			　セシリアがまともな人間らしいことを言い、一〇秒程度の祈りが始まる。

			　祈りが終わった。

			　オレはサラダをフォークで刺して、口へと含む。爽(さわ)やかな香りが口中に広がる。

			　コイツはうまい。美味である。

			　オレが感動していると、セシリアが、テーブルとはほんのすこし離れたところにある椅子に座った。

			　小型のハープを持って言う。

			「それでは皆さま。高貴なる食事を取りながら、高貴なるわたくしの演奏を――――」

			　ゴフッ！

			　セシリアがアホなことを言ったせいで、サラダが変なところに入った。

			　思わずむせそうになるが、もったいないのでなんとか耐える。

			　死にそうなほどの苦しさを、気合いで抑え――。

			「オマエが弾くのかっ?!」

			「高貴なる場所で、高貴なる朝食を取りながら、高貴なるわたくしの、高貴なる演奏を目の前で聞く。栄華の上に栄華を重ねた、パーフェクトなほどに高貴なるエスコートですわっ！」

			「最後のが余計だろ?!　上等な料理に生ゴミをぶっかけるんじゃねぇ！」

			「聞いてもいないのにその言いぐさは、いくらなんでもあんまりですわぁ！」

			「っ……！」

			　一理ある。

			　オレの目から見たセシリアは、学園長の姉ということで好き勝手しているアホの子である。

			　しかし、ガチで演奏がうまい可能性だってある。

			「すまん。今のはオレが悪かった」

			　オレは素直に謝った。

			「オマエのことを叩くのは、オマエがヘタな演奏をしてからでも間に合うよな」

			「わたくしの演奏が終わったあとに、泣いて謝るラクトさまのお姿が目に浮かびますわっ！」

			　セシリアは、プライドたっぷりに言うと、細くしなやかな指を、小型のハープに当てた。

			　これは……。

			　

			　うまい。

			　

			　穏(おだ)やかでやさしく、爽(さわ)やかな旋(せん)律(りつ)。

			　聞いている人間に、幻想的な森の中を散歩しているかのような錯覚を与える音色。

			　セシリアの指が動くたび、美麗なる音が宙に溶け、優雅なしゃぼん玉のように弾ける。

			　座り姿の美しさも相まって、一枚の絵画のようにさえ見える。

			　これについては、認めないといけないな。

			　オレはそう思いつつ、前菜であるサラダを食べた。

			　オレたちが前菜を食べ終わり、スープが運ばれてくると、セシリアの曲も変化する。

			　今までの食事が前菜であったのと同じように、今までの曲も前奏でしたと言わんばかりに、セシリアが歌い始める。

			　しかしその歌声は――。

			　

			　ぎゃあ。

			　

			　ヘタ。

			　めっちゃヘタ。

			　感想の一番に、『まず、頭が痛くなります』って言わなくっちゃいけない。

			　歌詞のレベルも最悪だ。

			　

			『高貴～。ラララ高貴～。わたくし～。セシリア～』

			　

			　みたいな歌を、オンチな声で歌ってる。

			　聞いているみんなも――。

			『なんで歌うんだろう……』

			『歌わなければいい曲なのに……』

			『美少女がいると思ったら、中身がセシリアさんだったかのようなガッカリ感……』

			　みたいな顔でメシを食ってる。

			　オレは食堂にいる全員の代わりに言った。

			「歌はやめろぉ！（スパンッ！）」

			「みゃあっ！」

			　頭の後ろを叩かれたセシリアが、涙目で叫ぶ。

			「なにゆえですのっ?!」

			「ドのつくヘタクソだからだよっ！　つーかどうして、オレたちをもてなす席で、自分のことを称(たた)えてるんだっ?!」

			「それはわたくしの歌を、途中までしか聞かなかったからですわっ！」

			「あのアホな歌を最後まで聞けってか?!」

			「アホな歌とはあんまりですわぁ！　最後まで聞けば、最終楽章のラストパートで、『そんなわたくしに認められた～、あなたがた～』という、すばらしい一節を聞くことが――――」

			「アホかぁ――――　っ！」

			　オレはためらいもなく、セシリアのほっぺたをつねり伸ばした。

			　

			「みぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～!!」

			　

			　目尻にうっすら涙を浮かべ、両手をパタパタ動かすセシリア。

			　このアホは、やっぱこうでなくっちゃな！

			　オレは奇妙な満足感を覚えつつ、アホなセシリアのことをたっぷりと虐(いじ)めた。

			「あんまりですわぁ――――――――――っ！」

			　虐(いじ)められたセシリアは、泣きながら去って行った。

		

	
		
			　

			番外編　とても短いショートショート。～アリシアちゃんの日常一コマ～

			　

			　こんにちは。

			　学園都市――ヴァーラスキャルヴの管理をしているアリシアです。

			　今は学園長室で、書類にハンコを押しています。

			　書類を読んでは精査して。書類を読んでは精査して。ポスン、ポスンと押していきます。

			　一通り終わり、わたしは「ふぅ」と一息つきます。これで一応、朝の分はおしまいです。

			　小皿に載せていた飴(あめ)さんを、手のひらに載せます。

			　水色の飴(あめ)さんは、キラキラしていて、キレイです。

			　ミルクを入れた甘いコーヒーのほうが好きなのですが、仕事中は飲めません。

			　こぼしたら、書類さんが大変です。

			　口の中に飴(あめ)さんを入れて、舌の上でころがします。

			　ころころころ。ころころころ。

			　おいしいです。

			　と――。

			「りぃしゃあぁ――――――――――――――！」

			　おねぇさまが入ってきました。

			　わたしを「リーシャ」と愛称で呼んで、わたしを抱きしめ訴えてきます。

			「おひどいのですわぁ！　ラクトさまが、おひどいのですわぁ！」

			「なにがあったのですか……？」

			「このわたくしが、『高貴なるわたくしのついでに、ほかの皆さまも称(たた)える歌』を歌って差し上げようとしたら、邪(じや)知(ち)暴(ぼう)虐(ぎやく)な騒音のごとくあつかったのですわ！」

			「どうして人を歓迎する場で、『ついでに称(たた)える歌』を歌おうとしたのですか……？」

			　わたしはポツリとつぶやきますが、おねぇさまは聞きません。

			　涙ながらに叫びます。

		

		
		
			[image: p110.jpg]
		

	
		
			「ラクトさまは、本当におひどいのですわぁ！

			　ほかの方々にはやさしくしても、わたくしにはしてくださりません！

			　ほかの方々の頭は撫でても、わたくしの頭を撫でてはくださりませんっ！

			　ほかの方々の頬をおつねりになったりはしないのに、わたくしの頬はおつねりになります！

			　邪(じや)知(ち)暴(ぼう)虐(ぎやく)にわたくしを騙(だま)しては、奴(ど)隷(れい)メイドの格好をさせたり、わたくしのスカートをまくったり、挙句の果てには、果てには――――」

			「下着を脱がさせたり――――ですね」

			「おひどいですわぁ！　邪(じや)知(ち)暴(ぼう)虐(ぎやく)な、お鬼畜お外道さまですわぁ！　おかげでわたくし、寝ても覚めてもラクトさまですわぁ！」

			　おねぇさまはまるで、恋をしているお姫様のようなことを言いました。

			　が――。

			「おねぇさまは、本当に、ラクトさまのことが……」

			「だいっきらいですわぁ！[image: kaomoji5.png]」

			　ということらしいです。

		

	
		
			　

			第10話　ダンジョンアタック。

			　

			　朝食が終わった。

			　すばらしい味でありながら、胃にもたれることもないフルコースだった。

			　そして食事が終わったら、いよいよダンジョンに突入だ。

			　オレは広間の、銀色の扉の前に立つ。

			　Ｂランク以下だったシャルルやミーアは、いろいろな戦闘訓練を受ける。

			　しかし教官よりも強いＡランク生は、授業など受けない。

			　任意で話を聞いたり、学園の施設を使ったりはできるが、強制ではない。

			　メンバーは五人。

			　オレ、ライナ、ユキ、リア。

			　そして――。

			「では行きますわよ！　高貴なるリーダー・わたくしと共にっ！」

			　オレはほっぺたをつねった。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～！」

			　ついでに髪をわしゃわしゃのボサボサにして、ライナとユキに尋ねる。

			「コイツがリーダーでいいのか？」

			「わたしは別に気にしないぞ」

			「わたしも大丈夫です」

			　許(きよ)諾(だく)を受けたセシリアが、オレから離れた。胸に手を当てふんぞり返る。

			「わたくしはラクトさまが思っているよりもずっと、厚い信頼を受けているのですわよっ！」

			　すさまじい違和感だ。

			　健全爽(さわ)やかな高校球児の中に、汗にまみれたドスコイ力士が三人混ざっていても、これほどの違和感はない。

			　かの有名なドラ○もんで、の○太くんは一〇〇点を取ったことがある。

			　ドラ○もんはその答案を見た際に、『ついにカンニングしたか！』と叫んだ。

			　その時オレは、『なんてことを言うんだ！』と思ったりした。

			　でも今は、ドラ○もんの気持ちが痛いほどわかる。

			　信じられない。

			　信じられない。

			　この世のすべてが信じられない！

			「なにゆえ世界のすべてに裏切られたかのような、絶望的な表情をなさるのですかっ?!」

			「世界のすべてに裏切られたかのような、絶望的な気分だからだよっ！」

			「あんまりですわぁ！」

			　オレが絶望しすぎたせいか、ライナがあいだに割って入った。

			「あー、アマクサ。確かにパーティのリーダーは、セシリア＝フェアゲッセンだ。しかしダンジョンの進行方向を決めたり、進行・撤退の判断をしたり、戦闘の際に指示を出したりといった部分は、わたしがやることになっている」

			　それリーダーの役割だっ！

			「逆に『リーダー』は、どんな役割をやるんだ？」

			「パーティの最前線に立って戦陣を切り開く、剣にして盾ですわっ！」

			　剣も盾も道具じゃん！

			　人を使うのではなく、使われる道具だよっ！

			「まっ、まぁ、本人が納得しているのだ。それでよいではないか」

			　騙(だま)しているという自覚はあるらしい。ライナはちょっぴり動揺していた。

			　まぁオレとしても、セシリアに指揮は取られたくないしな。

			　セシリアの肩に手を置いて、爽(さわ)やかに言ってやる。

			「よくわかったよ。オマエは立派なリーダーだ」

			「ようやくわかっていただけたのですね……っ！」

			　オレは棒読みだったけど、セシリアの顔は、パアァァ――っと輝く。

			　頬はほんのり染まってて、バックには白いバラが咲いてる。

			　ラッパを鳴らす天使の幻覚も見えそうである。

			（かわいい……っ?!）

			　オレは一瞬、本当に一瞬であるが、心臓が跳ねあがるのを感じ、セシリアのほっぺたをつねった。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～[image: kaomoji4.png]」

			　セシリアをいつものアホ面にしていると、気分のほうも落ち着いてきた。

			　オレはほっと息を吐き、ほっぺたから手を離す。

			「なぜですのっ?!　今のわたくし、まったく悪いことはしておりませんのにっ！」

			「今のはまぁ…………すまん」

			　オレは素直に謝った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　銀色の扉を抜けた先は、古びた神殿のような空間だった。

			　左右を囲む壁は、黒ずみのような染みが混ざった、灰色の石だ。

			　そこにツルやコケが生えたり絡んだりしている。

			「お試しで入ったところとは、かなり違うな……」

			「階層的にはランクＢ――三十四層目だからな」

			「けっこう深いんだな」

			　話していると、ブゥン――と、耳障りな音がした。蚊の羽の音を、もっと小うるさくした音だ。

			　音のほうを見る。

			　羽を生やした、体長三〇センチほどのクモ――フライング・スパイダーの群れが来ていた。

			　その数、九体。

			「わたくしの出番ですわねっ！」

			　セシリアが叫び、右手をシュバッと横へと伸ばす。

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は、我に等しき高貴なる栄光――――エーデルグラス！」

			　すると空間が割れ、セシリア愛用の巨大な斧(おの)が現れた。

			「一撃で決めて差しあげますわっ！」

			　だがセシリアが突っ込もうとした刹(せつ)那(な)――。

			　ドンドンドンッ！

			　ライナさんの銃弾が、一瞬でやってくれました。

			　瞬きの合間に三匹を落とし、ため息の合間に六匹を落とす。

			　空を飛ぶクモはどしゃりと落ちて、煙になって消えた。

			　敵の命と味方の出番を、一瞬で奪うライナさんでした。

			「…………」

			　セシリアがとてもしょんぼりとしたが、気にせずに歩く。

			　別れ道にでた。

			　ライナはしゃがんで気配を探り、オレやユキに聞いてくる。

			「なにか気配は感じるか？」

			「オレは特に感じないかな」

			「わたしも特には……」

			「ならば右に行くとしようか」

			　ライナはすっと立ちあがり、服の中に手を入れた。素肌に直接触れていたと思われる布で、壁をゴシゴシと拭く。

			「なにやってんの？」

			「わたしのにおいをつけている」

			　シルバーウルフの獣人でもあるライナは、とても犬っぽいことを言った。

			　それを見て、オレは思わずつぶやいた。

			「おしっこでやるんじゃないのか……」

			「なにを言っているのだっ！　キミはっ！」

			「ごめんごめん」

			　ライナが真っ赤になって怒ったので、オレは笑ってごまかした。

			　ライナが匂いづけをした、右の通路へと進む。

			　フライング・スパイダーのほか、凶悪な顔つきをした巨大な芋虫や、鱗(りん)粉(ぷん)をまき散らす蛾(ガ)のようなモンスターが定期的に現れるものの、ライナが一瞬で倒す。

			　オレやユキはのんびり見ている。リアも気にする様子はない。

			　だがセシリアは、やたらしょんぼりとしている。

			　

			　敵がでる。セシリア張り切る。ライナが瞬殺。セシリアしょんぼり[image: kaomoji6.png]

			　敵がでる。セシリア張り切る。ライナが瞬殺。セシリアしょんぼり[image: kaomoji6.png] 

			　敵がでる。セシリア張り切る。ライナが以下略[image: kaomoji6.png] 

			　

			　このくり返しである。

			　ライナの疲労が溜まれば交代もあるのだろうか……？　と思ったりするが――。

			（もぞもぞ）

			「うむ」

			（ぱくっ）

			　ライナは懐から出した丸砂糖をころころと舐めるだけで、ギュイーンと回復してしまう。

			「それだけで大丈夫なの？」

			「好物だからな。この丸砂糖さえあれば、三日ぐらいは戦える」

			　ライナさん、すごい。

			　そして探索していると、宙に浮かぶ銀色の扉を見つけた。

			「それでは次の階層に行くとしようか」

			「ああ」

			　オレたちは手を触れて、次の階層に移動する。

			　ちなみに扉が銀色なのは、階層の危険度がそうなっているからだ。

			　この次元迷宮は、一部の固定エリアを除いた場所は、入るたびに形を変える。

			　しかし基本的な構造は、階層によって決まっているらしい。

			　一層から三層は洞窟のエリア。

			　四層から六層は、明るい森のエリア。

			　七層は固定エリアで、八層から一〇層は――といった具合だ。

			　エリアの大まかな危険度は、ワープ用の扉の色でわかる。ランクＣなら赤い扉で、ランクＡなら金色の扉だ。

			　そしてランクＢのここは、銀色になるわけだ。

			　これは、事前にもらったカードの色と一致している。

			　それはカードを扉に合わせて作ったからだ。

			『カードの色と同じ色の扉が出てくる階層で、五、六人のパーティを組んで戦っていれば、基本的には大丈夫』

			　そんなぐらいを目安に、ランクが決まっているらしい。

			　もっとも、何事にも例外はあるらしいのだが。

		

	
		
			　

			第11話　vsユニークモンスター。

			　

			　第三十五層は、壁が半分ほど崩れ、土と壁が入り交ざった階層だった。

			『森の神殿の地下通路』などと言われたら、わりとしっくりくるかもしれない。

			　そして普通に歩いていると、銀色をした巨大なカマキリ――メタルマンティスが現れた。

			　背丈はオレと同じくらいで、表面の皮(ひ)膚(ふ)が銀色の金属で覆(おお)われている。

			　それを見た刹(せつ)那(な)、ライナが叫んだ。

			「ユニークモンスターかっ！」

			「ユニークモンスター？」

			「低確率で現れる特殊個体だ！　その階層に現れる平均的なモンスターよりも圧倒的に強く、迂(う)闊(かつ)にかかると全滅の危機もあるっ！」

			　ドンドンドンッ！

			　叫んだライナが、拳銃をぶっ放す。

			　ダメージは通らない。チュイン、チュインと表面をかすり、赤い火花が飛び散るだけだ。

			　メタルマンティスが、オレに向かってカマを振る。

			　オレはバックステップで回避する。

			　ズォンッ！

			　オレの立っていた地面が、風圧で抉(えぐ)れた。

			「もしもまともに食らったら、ただでは済みそうにありませんねっ！」

			　ユキが声を荒らげた。

			「んっ………！」

			　そしてオレが攻撃を受けたせいか、リアが力を発揮する。華(きや)奢(しや)な右の手のひらから、空圧の矢を放つっ！

			　グオンと放たれたそれは、空(くう)を切り裂き地面を抉(えぐ)り、メタルマンティスへ向かう！

			　が――。

			「ＫＩＳＨＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡッッ！」

			　奇声をあげたメタルマンティスは、カマをＸにクロスさせ、真空の刃を飛ばした！

			　リアの放った空圧の矢は、メタルマンティスの刃に裂かれるっ！

			　そして刃が、オレたちにっ！

			「喝ッ！」

			　オレは刃に一喝入れた。衝撃で、メタルマンティスの刃は弾ける。しかし衝撃の余波が、天井や地面の一部を裂いた。

			「これはいよいよ、わたくしの出番ですわねぇ！」

			　セシリアが、巨大な斧(おの)を振りあげた。

			　相手のカマの威力を知って、なおも怯(ひる)まない姿。それはまさしく先刻に言った、剣となり、盾となる姿であった。

			　自意識過剰で目立ちたがり屋なコイツだけど、それに伴う行動ってのも、ちゃんとしようとするんだな。

			　オレはちょっぴり、セシリアを見直した。

			　

			でもセシリアが突っ込むより早く、オレがメタルマンティスを倒した。

			　

			　タンと地を蹴(け)り近づいて、物理という名のパンチで殴り、一撃で肉片にした。

			　肉片になったメタルマンティスは、ボシュッと白い煙になって、チャリンチャリィンと銀貨を落とした。

			「みっ……」

			「はぐっ……」

			「えっ…………？」

			　空気を読まない瞬殺っぷりに、セシリア、ライナ、ユキの三人が言葉を失う。

			（………。）

			　ただリアは、とてとてオレに寄ってきた。オレの手のひらをにぎにぎと揉(も)んで、メタルマンティスを殴った右手が大丈夫かどうか確認している。

			「大丈夫だよ、リア」

			　オレが一声かけてやると、（ん………♥）とオレに抱きついて、顔をすりすりこすらせてきた。

			「さすがはキミ…………としか言えんな」

			　ライナが頬を染めてうなずくと、落ちた銀貨を拾い集めた。

			　まずは自分が四分の一を取り、オレとユキとリアにも、同じだけ分ける。

			　セシリアの分はない。

			　ただこれは、虐(いじ)めているわけではない。

			　セシリアは学園側の人間であり、オレたちは、学園側の依頼で潜っている。

			　そして事前の取り決めで、『ダンジョン内での稼ぎは、オレたちのモノ』となっている。

			　だから四人で分けている。

			「けっこう落としたな」

			「それだけ強いモンスターであった――ということでしょう」

			「それをひとりで倒すのだから、キミというやつは、まったく……」

			　そう言いつつも、ライナはぽうっと頬を染め、尻尾(しつぽ)をパタパタ振っていた。

			　かわいい。

			　それからリアが、（くい………。）とオレの袖を引き、（ん………。）と銀貨を見せてきた。

			「おそろい………。」

			「あはは、そうだな」

			　オレはリアの頭をポンポン叩いてくしくし撫でた。リアの頭についてるアホ毛みたいな触角が、ぴこぴことゆれる。

			（んっ………♥）

			　リアの顔は、とっても幸せそうだった。

			　和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)と山分けて、じゃあ行くか――と、ひとり立ち尽くしているはずのセシリアに声をかけようとした。

			　しかしセシリアはいなかった。

			　どこだ？　と思って、チラリとあたりを見渡すと――。

			　

			　通路の隅(すみ)でしゃがみこみ、いじいじ地面をいじってた。

			　

			「なにやってんだよ」

			「…………」

			「なにやってんだって言ってるだろ」

			　オレはセシリアの髪の毛を引っ張る。

			「みいっ！」

			　セシリアは、微妙にかわいい声を発した。

			　オレたちを見ては、みいぃ～～～っとうなり、涙目で言ってくる。

			「どうして皆さま、最善の働きをなさるのですのっ?!」

			「それが不満なのっ?!」

			「そうですわっ！　このわたくしが皆さまの剣となり、盾となろうとしておりますのに、どうして最善の働きをなさるのですのっ！」

			　なにそれ、理不尽。

			　店でドーナッツをだしたら、『穴があいてるじゃないかっ！』って怒られたみたいな気分だ。

			「いったいなにを言っているのだ……？」

			　ライナも、『わけがわからぬ』といった顔で首をかしげた。

			　セシリアは、鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳を丸め、[image: kaomoji4.png]顔で言ってきた。

			「構ってもらえなくって、『さびしい』と言っているのですわぁ！」

			「そこまでスパリと言い切られますと、逆になにも言えなくなってしまいますね……」

			「ああ……」

			「そうだな……」

			　ユキが唖(あ)然(ぜん)とつぶやくと、オレとライナもうなずいた。

			　ただリアだけはオレに抱きつき、ぎゅっ………[image: kaomoji3.png]　ぎゅっ………[image: kaomoji3.png]　と力を込めた。

			　オレに構ってもらえなくなる想像をしたら、それだけでさびしくなってしまったらしい。

			「まっ、まぁ、そういうことなら次の敵は、セシリア＝フェアゲッセンに任せるとしよう」

			　リーダーのライナが、アホの子に気を使った。

			　アホの子でも戦力である以上、うまく使うのが管理職(リーダー)の役割だ。

			「がんばりますわぁ！」

			　単純なアホの子は、満面の笑みでやる気をだした。

			　そして歩くこと数分。モンスターが現れた。

			　直径六〇センチぐらいの大きさをした球根型の体に、細い触手を生やした植物系のモンスターだ。

			　ライナが反射で拳銃を構え、しかしすぐに引っ込める。

			「わたしは相手を一瞬で倒せるが、あえて倒さず様子を見よう」

			「わたしの焼却砲も有効と思いますが、あえて焼却いたしません」

			　ドドドドドンッ。

			　植物の触手の先から、種マシンガンが放たれた。

			　オレはするりと回避して、棒読みで言った。

			「オレも殴れば一発だけど、あえて黙って見ていくぞ！」

			（こくっ！）

			　そしてオレたち三人は、声を揃えて言った。

			　

			「「「やっつけれるのは、セシリアさんだけだー」」」

			　

			　セシリアは斧(おの)を持ち、植物をやっつけた。

			　基(き)礎(そ)の報酬である銀貨と、ドロップアイテムと思われる蜜(みつ)の入った小瓶が落ちる。

			　パチパチパチ。

			　中途半端な雨だれのような、締まりの悪い拍手が沸(わ)いた。

			「違いますわぁ！」

			　セシリアが、涙目で訴えた。

			「高貴なるわたくしが求めているのは、このようなお情けではなく、もっと皆さんが苦戦する、

			本物を相手に――――」

			「うぜえぇぇぇぇぇぇぇ！」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～！」

			　論外レベルでウザすぎたので、オレはセシリアのほっぺたをつねった。

			「いったいなにをなさるのですのぉ！」

			　セシリアが、オレの手を振りほどく。

			「乱暴ですわぁ！　ラクトさまは、いつもいつも乱暴ですわぁ！

			　高貴なるわたくしの顔は、それ単体で至高とも言える芸術品でありますのにっ！

			　ふれるなら、繊細なガラス細工にふれるかのような、羽の手つきで――みいぃ～～～～！」

			　オレはセシリアのほっぺたを両手でつねり、聞こえよがしなため息をついた。

			「わかったわかった」

			「わかっていただけたなら、このお手を――――みゃあっ！」

			　オレはセシリアの腰を掴んで、四つん這いに近い格好をさせた。

			「いったいなにをなさるのですのっ?!　いったいなにをなさるのですのぉ?!」

			「顔がダメならここしかないだろ」

			　オレはセシリアのスカートをまくった。ピンクのパンツに包まれた、形はかわいいお尻がでてくる。オレは手を振りあげて、セシリアの尻を引っぱたいた。

			「みいぃっ！」

			　セシリアが、ビクッと背筋を仰け反らし、微妙にかわいい悲鳴をあげた。

			　オレは力をゆるめずに、一発、二発、三発と叩いた。

			「みいっ！　みいっ！　みいぃ～～～～～～～～～っ！」

		

		
		
			[image: p131.jpg]
		

	
		
			　尻を叩かれているセシリアはすこし可愛く、オレは変な趣味(セシリア)に目覚めそうになった。

			　だから目覚めてしまう前に、セシリアを離した。

			「あんまりですわ。あんまりですわぁ……」

			　セシリアは、くすん、くすんと鼻をすすって、めくられたスカートを直した。

			「キミは……。セシリア＝フェアゲッセンにだけは容(よう)赦(しや)がないな……」

			　叩かれていないライナが自分の尻を押さえながら、そんなことをつぶやいた。

		

	
		
			　

			第12話　次元間を渡(と)航(こう)する者。

			　

			　セシリアにお仕置きをしながら三十八層、三十九層目もあっさりと越えて、四十層目。

			　今までの、古びた神殿のようなエリアは終わり、新しいエリアへと入った。

			「暗闇の草原……ですね」

			　ユキがつぶやく。

			　確かに説明の余地がないほどに、『暗闇の草原』だ。

			　広大な草原に、薄明りを灯す月がひとつ。そして暗い草原は、夜の海のように黒い。

			「ボスマップか……」

			　ライナがぽつりとつぶやいて、『ボス』に対して身構えた。

			　シュル――と、細い音が響く。薄暗い草原に、灰色の糸が生える。

			　生えた糸は一ヵ所に固まって、亡者がひしめき合うかのごとき、不気味な動きを見せて――。

			　

			　一匹の大グモになった。

			　

			　オレの身長ふたつ分はあるような、見上げるほどの大グモだ。

			　尻はドクロを彷(ほう)彿(ふつ)とさせる禍々しい紋様で、鋭いキバを持つ口からは、毒々しい瘴(しよう)気(き)がもれている。

			「ＧＩＧＩ、ＧＡ、唖……」

			　クモはキバをカチカチと鳴らし、奇妙な声を発する。

			　それが威(い)嚇(かく)の音であることは、直感的にわかった。

			「これは少々、骨が折れそうな個体だな」

			　そう言って、ライナが銃を構えると――。

			　ズドン！

			　クモの体の真下から、巨大な大剣が生えた。

			　剣は狂気めいた輝きを放ち、クモの体を爆散させる。

			　苦戦を予感させた大グモは、跡形もなく消え去った。

			　地面の下からクモを貫いた剣が、地面へと戻る。

			　代わりにズォ……っと、漆(しつ)黒(こく)の、邪悪そのものの瘴(しよう)気(き)を放った骨の手が現れた。

			　激しいうなりと地響きを立てながら、そいつは地の底より現れる。

			「この階層まで来たかっ！」

			「知っているのかっ?!」

			　ライナは拳銃を構えながら解説を始めた。

			「この次元迷宮は、断絶された異次元空間の集合体だ！　次元間の移動は、扉をくぐるか転移結晶を砕くことでしか行えず、双方ともに、モンスターが使うことはできんっ！」

			「しかしそれでも、例外的にいらっしゃるのですわっ！」

			「次元の壁を破り、地上へ進出してくる可能性を持った怪物――次元空間の渡(と)航(こう)者が！」

			　空間が割れて、渡(と)航(こう)者は現れた。

			　眼(がん)窩(こう)に鮮(せん)血(けつ)のような赤い光りを宿した、漆(しつ)黒(こく)の骨。存在そのものが死を思わせる躯。

			　頭部だけでオレの身長ほどもありそうなそいつは、一〇メートル以上はあるような大剣を振り上げ――。

			　

			　下ろす！

			　

			　迫りくる巨大なる死を、オレらは左右に散ってかわした。

			　凄まじい音が響き、地面が抉(えぐ)れる。

			　まるで干上がった川のような窪(くぼ)みが、なんの変哲もなかった地面に生まれた。

			「苛(か)烈(れつ)に食らえ！　ヴァイズドラゴン！」

			「焼却しますっ！　カロル・クラスタ！」

			　ライナとユキが、特技を放った。苛(か)烈(れつ)な黒竜と朱色の光りが、漆(しつ)黒(こく)の骸(がい)骨(こつ)へと向かう。

			　並の人間であれば、かすっただけでも蒸発し得る脅(きよう)威(い)だが――。

			　ドォンッ！

			　放たれたそれは、骸(がい)骨(こつ)に当たる直前で爆散した。

			「やはり効かんかっ！」

			　ライナがチッと舌を打った。

			「やつには特殊な結界があり、魔法攻撃は防がれるのだっ！」

			「物理攻撃は当たるのかっ?!」

			「わたしが確認した限りではなっ！」

			　そう言って、ライナは拳銃をだした。ドンドンドンッとぶっ放す。

			　放たれた銃弾は渡(と)航(こう)者に当たり、渡(と)航(こう)者の体に小さな穴をあけた。

			　だが無意味。

			　渡(と)航(こう)者の体はじゅくじゅくと再生し、わずかについた傷を塞いだ。

			　渡(と)航(こう)者が、眼(がん)窩(こう)に沈んだ赤い光りでこちらを見てきた。

			　剣を持っていない左手を開き、グンと押す。

			「ぐっ――！」

			「きゃあっ！」

			「うわぁ！」

			　オレは耐えたが、ライナとユキは吹っ飛んだ。

			　特にライナはボールのように何度も弾み、大きな岩に激突までした。

			　岩は一部が激しく砕け、クレーターができあがっていた。

			「ぐっ…………」

			「ユキッ！　ライナっ！」

			　オレは咄(とつ)嗟(さ)に駆け寄ろうとしたが、渡(と)航(こう)者の双(そう)眸(ぼう)はオレを見ている。

			　ここで迂(う)闊(かつ)に駆け寄ったりしたら、背中を刺されておしまいだ。

			「わたくしが押さえておきますわっ！」

			（こくっ！）

			　セシリアが前にでた。

			　さらにリアもセシリアの後ろで、サポートする意思を見せる。

			「わかった！」

			　オレはその場をセシリアたちに任せ、ふたりの下へ駆け寄った。

			「大丈夫かっ?!」

			「はっ……はい」

			　ユキはすぐさま力を使い、自身の状態をリセット。戦闘前の状態に戻った。

			　しかしライナは――。

			「大丈夫では……ないな」

			　ライナはゴホッと赤い血を吐き、胸に手を当てて言った。

			「右腕の肘(ひじ)と……、アバラが三本、へし折れている…………」

			「治せないか？」

			　オレはユキに問いかけた。

			「わたしの力で傷をリセットできるのは、わたしだけです」

			「そうか……」

			　オレはライナへと言った。

			「離脱はできるか？」

			「転移結晶を、使えば…………」

			「だったら今すぐ離脱しろ」

			「すまん…………」

			　ライナは無念そうに謝ると、転移結晶を取りだした。小ビンほどのサイズのそれを、ライナは指でパキと割る。ライナの体が光りに包まれ、姿が薄くなっていく。

			　こういう時に感情論を廃(はい)棄(き)して冷静に動いてくれるのが、ライナの優秀なところだ。

			「渡(と)航(こう)者は、階層をあがってくる敵だ……。必ず、どこかで、倒さなくてはならん……」

			「そうか」

			「しかし……次元を越えた移動については、時間もかかる……。あと二、三回であれば、再戦も…………げほっ」

			　そこまで言って、ライナは再び血を吐いた。

			『だから無理はするな』というメッセージを込めて、離脱していく。

			「お話は、お聞きになられましたかっ?!」

			「ああっ！」

			　セシリアとリアが、オレのところまで下がってきた。

			　渡(と)航(こう)者が、グゥ……とくぐもった音を発してオレたちを見つめる。

			　間合いのほうは、一五メートル近くある。

			　左手から放たれる衝撃波は別として、大剣は当たらない位置だ。

			　それでも渡(と)航(こう)者は、剣を横薙ぎに振るった。

			　毒紫色の炎をまとった、一八体の不気味な頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)の形をした怨(おん)霊(りよう)が飛んでくるっ！

			「焼却します！」

			　ユキが朱色の閃(せん)光(こう)をぶっ放し、一七体を消し去った。

			　しかし残った一体が、大口をあけてユキへと迫る！

			「ッ！」

			　オレは素早く前にでて、ユキに噛みつこうとした怨(おん)霊(りよう)を殴った。

			　鈍い触感がして、そいつの頭部がぐしゃりと砕けた。そいつはボシュッと煙になって消える。

			「申し訳ありません……」

			「仲間同士で気にすんな」

			　オレはユキの頭をポンと叩いた。

			　するとユキはなぜかうつむき、顔をほんのり赤くした。

			「あの……。その……」

			　なにか言いかけるユキであった――が。

			「追(つい)撃(げき)がきますわよっ！」

			　セシリアが叫んだ。オレは渡(と)航(こう)者のほうを見る。

			　一五メートル先の渡(と)航(こう)者は、剣を高々と振りあげていた。

			　突撃の指示をだす騎兵隊長のように、剣をブオンと前に振る。

			　特になにも起こらない。

			　だがしかし、そう思ったのはほんの一瞬。

			　渡(と)航(こう)者の背後から、直径三メートル級の隕(いん)石(せき)が現れた！

			　すさまじい魔法だ。

			　オレは戦(せん)慄(りつ)しながらも、真正面から突っ込んだ。

			　気合いと力を込めながら、隕(いん)石(せき)に向かって拳を突きだす。

			「岩が落ちてきてんじゃねぇ！」

			　ずしりと重い触感がきて、巨大な隕(いん)石(せき)は粉々に砕けた。

			「んっ………！」

			　破片が後ろに飛んでしまうが、リアがうまく力を使って、無数の破片を後ろにいなした。

			　地面にぶつかった隕(いん)石(せき)の破片が、地面を抉(えぐ)って土を飛ばす。

			「なんとか前にでていかねーと、ジリジリやられるだけになっちまいそうだな」

			「では、高貴なるわたくしが行きますわ！」

			「だったら援護してやるよ」

			　オレは拳をパキリと鳴らし、セシリアの前にでた。

			　こういう場合の『援護』ってのは、相手の攻撃をすべて受けるか流すかする役のことだ。

			　迂(う)闊(かつ)な回避ができなくなる分、決め役よりも危険と言える。

			　だったらオレがやるべきだろう。

			　このアホの子も、一応は女だしな。

			「じゃあ行くぞっ！」

			「はいっ！」

			　オレは地を蹴(け)り突っ込んだ。渡(と)航(こう)者が腕を振りあげ、大剣を振り下ろす。

			　オレはタトンと小さく跳ねて、剣の横っ面を蹴(け)った。

			　横から蹴(け)られた大剣は、無人のところにズドンと落ちる。

			　渡(と)航(こう)者が、左手を押してきた。

			　つい先刻に、オレのライナを吹き飛ばしやがった衝撃の波が飛んでくる。

			　オレはタイミングを見計らい――。

			「オラアッ！」

			　ぶん殴った。

			　拳に重い衝撃がきて、衝撃の波が立った。

			「一撃で決めてさしあげますわぁ！」

			　セシリアが、オレの後ろから跳んだ。巨大な斧(おの)を両手で持って、渡(と)航(こう)者の頭上へと振り下ろす！

			　が――。

			　

			　斧(おの)は渡(と)航(こう)者の頭部に当たる直前、無残にへし折れてしまった。

			　

			「なっ――」

			　驚(きよう)愕(がく)のセシリアに、渡(と)航(こう)者は口を向けた。赤紫色をした、閃(せん)光(こう)のようなブレスが放たれる。

			「みっ――！」

			　セシリアの動きが完全に止まった。

			　防御行動を取れなくなったセシリアに、渡(と)航(こう)者の拳が叩き込まれる。

			　セシリアは、ボロ布(きれ)のように吹っ飛んだ。オレの後方三メートルに落ちる。

			　激しい音と衝撃が響き、地面にはクレーターができた。

			「大丈夫か？」

			「わたくしは……高貴なるフェアゲッセンの家に生まれた、セシリア＝フェアゲッセンですわ…………！」

			　強がるセシリアであるが、クレーターの底で仰向けになったままだ。

			　起きあがろうとはしているようだが、指や足をピクピクと動かすのがやっとといった感じだ。

			「さっきのブレスにゃ、体を麻(ま)痺(ひ)させる効果でもあった――ってことか」

			　渡(と)航(こう)者が、追(つい)撃(げき)を入れてきた。剣を横薙ぎに振って、怨(おん)霊(りよう)たちを飛ばしてくる。

			　数は七体。

			　オレは素早くバックして、倒れているセシリアに腕を伸ばした。

			　いわゆるお姫さま抱っこで、リアとユキの後ろに下がる。

			「…………」

			　ユキがオレとセシリアを見つめ、なぜか一瞬ジト目になった。

			　しかしすぐさま敵を見つめて――。

			「焼却しますっ！」

			　焼き払った。

			　セシリアが、遠い地面に突き刺さってる斧(おの)の破片を見つめてつぶやく。

			「高貴なるわたくしのエーデルグラスが、なぜ……」

			「多分……そもそもの前提が間違っていたんだろうな」

			「前提が……？」

			「相手の結界は、『魔法攻撃を無効化する』んじゃなくて、『大きなダメージを無効化する』んじゃ？　っていうことだ」

			「つまり……どういうことですの？」

			「ライナやユキの魔法は、『魔法だから』弾かれたんじゃなくって、『威力の高い攻撃だから』弾かれた。

			　逆にライナの銃弾は、『物理だから』当たったんじゃなくって、『威力の低い攻撃だから』当たってくれたっていうわけだ」

			「そのような結界があっては、倒すことなどできないのでは……？」

			　攻撃を食らったせいか、セシリアは弱っていた。

			　無理もない。

			　威力の低い攻撃であれば瞬時に再生する能力を持った敵が、威力の高い攻撃を無効化する結

			界を張っている。しかも自分は、自慢の斧(おの)をへし折られてしまったのだから。

			　

			「でも一個だけ、使えそうな手がある」

			　

			　オレはセシリアを降ろし、渡(と)航(こう)者へと突っ込んだ。

			　渡(と)航(こう)者が振りおろす大剣を、横に跳んで回避する。右手から放たれる衝撃を、強引に突破する。ダンと地を蹴(け)り高く跳ぶ。渡(と)航(こう)者の顔面近くまで跳んで――。

			「オラァっ！」

			　渡(と)航(こう)者の頬を目がけて、拳を放った。

			　だがしかし、オレの拳は届かない。黒い波紋がブオンと浮かび、それっきりでおしまいだ。

			　さすがの結界である。

			　それでもオレの一撃だからか、衝撃の余波は届いた。

			　渡(と)航(こう)者の体が、ほんのわずかにグラとゆらいだ。

			「オラオラオラオラオラオラァ！」

			　オレは渡(と)航(こう)者の肩に乗り、拳のラッシュを放ちまくった。

			　ゼリーの塊(かたまり)を殴りまくっているかのような半端な感触が拳に伝わり、魔力の煙のようなものが沸(わ)き立った。

			　オレは拳をツイと引き、フゥ――っと息を整える。

			　かなりぶち込んだはずなのに、渡(と)航(こう)者の体には傷ひとつついていなかった。

			　仰け反っていた渡(と)航(こう)者が体勢を直し、眼(がん)窩(こう)に窪(くぼ)んだ赤い光りを、オレへと向けた。

			　これで終わりか……？　と言わんばかりの、邪悪な光だ。

			　そして口をパカリと開けて、赤紫色のブレスを放った。つい先刻に、セシリアを麻(ま)痺(ひ)させた技だ。さすがのオレも、ピリッと手足が痺(しび)れるが――。

			「喝ッ！」

			　気合いで吹っ飛ばしてやった。

			　そのままニヤリと口角をゆがめ、拳を渡(と)航(こう)者のこめかみに当てた。

			　渡(と)航(こう)者の結界は、大きいダメージのみを弾く。ゆえに当てるだけならば、弾かれることはない。

			　そして渡(と)航(こう)者の結界は、体から離れたところで発動していた。

			　ならばどうなる？

			　密着し切ったこのゼロ距離で撃てばどうなる？

			　オレは拳を当てたまま、両の足に力を込めた。

			「発(はつ)勁(けい)！」

			　地面からエネルギーの塊(かたまり)が、足首から腰へと流れ、腰から腕へ、腕から拳へと奔(はし)る。

			　鋭く重い手応えが、渡(と)航(こう)者のこめかみから伝わってきた。

			　今までとは違う、確かなる手応えだ。

			　衝撃の音と波紋が広がった。渡(と)航(こう)者の黒い頭部に、クモの巣状の亀(き)裂(れつ)が走った。黒い頭蓋が砕けてく。頭蓋を砕かれた渡(と)航(こう)者の体は、グラ……とゆれて――。

			　

			　倒れた。

			　

			　倒れ伏した渡(と)航(こう)者は、冥府の底に引きずり込まれる亡者のようなうめき声をあげた。

			　黒い煙と、毒紫色の怨(おん)霊(りよう)を吐き散らしながら、苦し紛れに大剣を振り回す。

			　ブオン、ブオンと一振りごとに、漆(しつ)黒(こく)の躯はボロボロと崩れていく。

			　それが二十八秒も続き、渡(と)航(こう)者の体は完全に消えた。

			　そして後には、透明感のあるヒスイのような、美しい鉱石が残った。

			　人間の赤ん坊ぐらいの大きさをした、かなり大きな鉱石だ。

			「エメラルドクリスタル――――」

			　ユキの肩を借りて立っていたセシリアが、ぽつりと言った。

			「オリハルコンや虹のカケラ石(いし)には劣るものの、ピュアミスリルにも並ぶ、ダブルＡクラス級のレアメタルですわ！」

			　それはすごいな。

			「ちなみにこういうレアアイテムは、どうなるんだっけ」

			「パーティ内での話し合いが原則ですわね」

			「例外もあるのか」

			「パーティ内に死者がでていた場合、学園側で強制的に買い取り――となりますわ」

			「仲間を殺してアイテムの一人占め……ってのを防ぐための決まりか」

			「死亡者が増えていくほど、買い取り価格も安くなっていきますわ」

			「つまりひとりも死んでいない今回の場合、このアイテムをどうするのかは、相談で決まるんだな」

			「原則的には、そうなりますが――」

			　セシリアは、ユキのほうをチラと見た。

			　ユキは淡々と答える。

			「今回の戦いを踏まえた上で、ラクトさん以外にクリスタルの所有権を主張できる人はいないと思います」

			「そっか」

			「そうです」

			「そうなのですわ」

			（こく。）

			　みんなが言うならいいだろう。

			　オレはクリスタルをもらい、白いトビラを抜けてダンジョンをでた。

			　広間へとでる。

			　立っていた衛兵ふたりに声をかけ、ライナの行方について聞く。

			「ライナさまなら、学院内の、医務棟に運ばれました」

			「ありがとう」

			　迷宮の調査を続けたいと言うユキや、今回のことを報告しにいきたいと言うセシリアと別れ、リアとふたりで医務棟に向かった。

		

	
		
			　

			第13話　アバラの骨が三本砕け、右の肘(ひじ)がありえない方向に曲がっただけだ。

			　

			　ライナがいたのは最上階。ｖｉｐルームと呼ばれる部屋だった。

			　それほど豪華なわけではないが、上品な個室ではあった。

			「やあ」

			「アマクサか……」

			「うん」

			　オレはベッドの近くにあった椅子に座った。

			　リアがじぃ………。っとオレを見つめてきたので、膝(ひざ)の上に乗せてやる。

			「勝利したのか？」

			「もちろん」

			「さすがだな……」

			　ライナは頬を赤く染め、噛みしめるようにつぶやいた。

			　オレに対する好感度が、さらにアップしているようだった。

			　オレはライナの様子を見つめる。

			　ライナは頬にバンソウコウを張られ、頭と右腕と左足に包帯が巻かれていた。

			「痛そうだね……」

			「そう見えるかもしれないが、別に大したことはない。アバラの骨が三本砕け、右の肘(ひじ)がありえない方向に曲がっただけだ」

			「重傷じゃねっ?!」

			「戦闘するには厳しいが、安静にしている分にはかすり傷と大差ないと思うのであるが……」

			　ライナは薄い胸をさすり、戸惑いの表情を浮かべた。

			　その表情で理解した。

			　ライナは別に、無理してない。心の底から、骨折を軽傷と考えている。

			「まっ、元気そうならよかったよ」

			　オレがにこやかに言うと、ライナは頬を染めたまま、しみじみとつぶやいた。

			「わたしが元気そうなのは、キミがそばにいてくれるからでもあるがな…………」

			「っ……！」

			　心臓が跳ねた。

			　ライナはこういう恥ずかしいことも、真顔で言ってくることがあるからかわいい。

			　そんなふうに話していると、ドアからノックの音がした。桶(おけ)を持った看護婦が入ってくる。

			「体を拭く時間ですので、男性の方は――」

			「いや、よい」

			「えっ？」

			「アマクサは恋人だ。体を拭かれる姿を見られる程度、なんでもない。むしろアマクサの手で拭いてもらいたいぐらいだ」

			「ええっと……」

			　看護婦さんは戸惑った。

			　しかしオレは看護婦さんから桶(おけ)を受け取り、看護婦さんに出て行ってもらった。

			　桶(おけ)を椅子の上に置き、ライナの服をはだけさせていく。

		

	
		
			　

			第14話　ゲスいラクトさんが、ライナと無理やりえっちするお話。

			　

			「いやっ、待てっ、アマクサ！」

			「ん？」

			「本当にキミが拭くのかっ?!」

			「そのつもりで言ったんじゃないの？」

			「アレは言葉のアヤであるというか、キミに離れてほしくなかったがゆえに言ったというか、見られる程度なら構わんが、直接拭かれてしまうのは恥ずかしいというか、自分で拭くつもりであったというか…………」

			　真っ赤になったライナは、しどろもどろと言い訳をした。

			　かわいい。

			「でもライナ」

			「なんだ……？」

			「オレがさぁ、こういう場面で自重するような男だと思う？」

			「はぐっ……！」

			　ライナの顔が絶望に染まった。

			　悪いライオンに食べられてしまう寸前のハムスターみたいな顔で、ぷるぷると震えた。

			　必死になって言ってくる。

			「思っている！　思っているぅ！　わたしはわたしはキミがこういう場面でも自重してくれる男だと、心の底から信じているぅ！」

			　しかしライナの言い方は、どう聞いたって苦し紛れでしかない。

			　頭の中では、オレが自重なんてするはずないと信じ切ってる。

			　オレはちょっぴりうれしくなった。

			　ライナはちゃんと、オレのことを理解している。

			　オレはライナの服を脱がして、こちらに背中を向けさせる。キレイな背中や色っぽいうなじを目で楽しんで、なめらかな肩に布を当て、くしくしやさしく拭いていく。

			「はぐっ、くんっ、クゥンッ…………！」

			　気持ちよいのだろう。オレの手が動くたび、ライナの体はビク……と動いた。

			　かわいい。

			　あまりにもかわいくて、いじめたくなる。

			　オレはライナを背後から抱いて、胸の上に布を当てた。かわいいピンクの乳首に、すりぃ……、すりぃ……とこすらせる。オレが布を動かすたびに、小さくかわいいライナの乳首の、くにくにとした触感が、薄い布越しに伝わってきた。

			「ふわぁん……、はぐっ……、ふわあぁんっ…………！」

			　ライナがエロい声をだす。

			　これはたまらん。

			　オレは、ライナの前に回り込んだ。するとリアがライナの後ろへと回り、ライナが変な体勢にならないように、ライナの背中を静かに押さえる。

			　オレはライナにキスをした。

			　くちゅっ……、ぐちゅっ、くちゅっ。

			　舌を淫(いん)靡(び)に絡ませる、かなりエロいタイプのキスだ。

			「はぐ……、クゥン…………」

			　唇を離す。ライナの愛らしい顔は、ふわふわにとろけていた。

			　そしてオレは、ライナの平たい胸についてる、かわいい乳首に吸いついた。チロチロ、ぺろぉりと舐める。舌の先でたっぷりいじめてやってから、唇で噛む。

			「ふわあぁんっっ！」

			　ライナに悲鳴をあげさせて、下半身も脱がす。ズボンはもちろん、パンツもだ。

		

		
		
			[image: p154.jpg]
		

	
		
			　かわいいライナは毛も生えていないクセに、ぐっちょぐっちょに濡れていた。

			　オレは濡れてるライナの秘部に、二本の指をグチュッと入れた。

			「はぐうぅっっ！」

			　オレはくちゅくちゅかき乱しながら尋ねる。

			「ねぇライナ。ここがすっごい濡れてるんだけど、これっていったいどういうこと？」

			「それは……、はぐっ、クうンッ、クゥンン……っ！」

			「もしかして、汗？」

			（こくこくこくっ！[image: kaomoji3.png]）

			　ライナは一生懸命に、ワラにもすがりつく勢いでうなずいた。

			　そんなライナに、オレは言った。

			「汗ならきっちり拭かないとなっ♪」

			「はぐうぅ～～～～～～～～～」

			　ライナの顔が絶望に染まった。

			　それでもオレはゲスらしく、ライナの股間に布を伸ばした。敏感な部位を刺激しながらゴシゴシと拭いた。

			「ふわぁんっ！　ふわぁんっ！　ふわあぁぁんっ!!」

			　ライナは何度も何回も、泣きそうな声で喘(あえ)いだ。

			　ケガをしても気丈だったライナなのに、ここを攻められると喘(あえ)ぐ。

			　それのギャップが、とてもかわいい。

			　オレは『汗だから拭く』という大義名分を忘れ、ライナの中に指を挿(い)れた。ぐちゅぐちゅといじりまくって、チュポッ♥　と引き抜く。

			「はぐぅ……。クウゥン…………」

			　ライナは瞳(ひとみ)をうつろにさせて、絶え絶えな息を吐く。18禁への入り口が、淫(いん)靡(び)なよだれをだらだら垂らす。

			　しかしオレがズボンをおろすと、ライナは足をパタンと閉じた。

			「する気なのかっ?!」

			「うん」

			「わたしはわたしはケガ人なのだぞっ?!」

			「ライナが本気でイヤだって言うなら、すぐにでもやめるけど？」

			「それは……」

			　ライナはギュッ……と縮こまり、顔を逸らした。端整な顔が、すこしずつ赤くなる。

			　だがしかし、最後には――。

			「はぐぅ…………」

			　と瞳(ひとみ)を閉じながら、足を開いた。

			　オレはライナにずちゅっと挿(い)れる。

			「ひゃぐうぅんっ！」

			　その一撃で、ライナはビクッと仰け反った。

			　オレはライナを激しく攻め立て、やらしい声をあげさせる。

			「ひゃわぁんっ！　はぐぅんっ！　クゥンッ、クウゥンッ！」

			　前戯をたっぷりしていたせいか、ライナの中はとても熱くて、ねちょねちょしていた。オレが腰を動かすたびに、ずりゅっ、ずりゅっといやらしくこすれ、激しい快楽をオレに伝える。

			　ライナの全身が汗ばんで、官能の汗が発情したニオイを発する。オレはチンコを、根元までねじ込んだ。ライナにねじ込まれたオレのそれが、ライナの中で触手のようにビクビクと動いた。白い粘液がでる。

			「ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			　ライナは電流でも流し込まれたかのように背筋を反らし、官能の悲鳴をあげた。びくぅん♥　びくぅんっ♥　と痙(けい)攣(れん)し、糸の切れたマリオネットのように四肢を投げだす。しかしオレのチンコを咥(くわ)え込んでいる部位は、キュウゥ――っとオレを締めつけた。

			　オレはズポッと引き抜いた。ライナの無防備な秘部から精液がこぼれる。

			　ライナは、足をだらしなく開いたまま言った。

			「キミの…………ばかぁ」

			「ごめん」

			　責めるような言葉だが、声音のほうは激甘だった。

			　なのでオレも笑顔で謝る。

			　すると――。

			（くい。くい。）

			　ライナを抱き支えていたリアが、オレの袖を引いてきた。

			　ほんのりと頬を染め、オレのことを、じっ………。と見てくる。

			「してほしいのか？」

			（こくっ。）

			　素直ではないライナもかわいいが、素直にされたがるリアもかわいい。

			　オレはリアにも挿(い)れてやった。

		

	
		
			　

			第15話　家や指輪をもらうお話。

			　

			　リアとの『一回戦目』が終わった。オレはリアにたっぷりだして、リアからチンコを引き抜いた。リアは顔をほんのりと赤くして、（ん………。）とかわいい声をもらした。

			　しかしそれでも、寝息のように儚(はかな)げな声で言う。

			「もっと………。してほしい………です。」

			　されたいんなら仕方ない。オレはリアを抱っこして、二回戦目に入った。

			「あんっ………！」

			　オレのそれが入っただけで、リアは軽い絶頂に達した。ピクッと震え、オレの体に、

			（ぎゅうぅ～～～～～～～～～っ。）

			　と抱きついてくる。

			　オレは腰を動かしていく。

			　ずちゅんっ、ずちゅんっ、ずちゅんっ。

			　リアの股間のやらしい部位と、オレの股間のやらしい部位がこすれあった。

			　そしてリアとしていると、シャルルたちのことが気になった。

			　ライナとリアのふたりとやるのは、これで二日連続だ。

			　だから今度は、シャルルたちともしてあげないと不公平になる。

			　オレはリアとやりながら、ライナへと尋ねた。

			「ねぇ、ライナ」

			「なんだ？」

			「ライナが苦戦していたモンスターって、オレが倒したやつだよね？」

			「うむ、そうだ」

			「つまりもう、オレは帰ってもいいってこと？」

			「キミがそうしたいなら構わんが…………わたしが受けた依頼は、ダンジョンの探索だ」

			「つまりライナは、まだしばらくはいないといけないってわけか」

			　ライナは「うむ」とうなずいて、オレの顔をじっと見た。

			　瞳(ひとみ)はわずかにうるんでた。

			『だから行かないでくれ……』と言いたいのだが、自分の都合でオレを束(そく)縛(ばく)するのも悪い。

			　そんな気持ちが如実にでていた。

			　しかしそれも一瞬のこと、ライナはすぐにハッとして、わたわたと慌てた。

			「そそっ、それにこの学園都市は、本来であれば部外者が出入りすることはできん！　幼きころからこの学園で育った者であろうと、城壁を越えれば二度と戻れん！　わたしのように依頼を受けるか、管理者であるフェアゲッセンの者たちとのコネクションがなければ入れん！」

			「なんでそんなに厳重なの……？」

			「迷宮特有の食品や鉱石の価値を保持するためと、言われてはいる」

			「言われてはいる…………か」

			「ああ。言われてはいる」

			　微妙に引っかかる物言いだけど……まぁいいか。

			　地球のダイヤモンドも、取れすぎたせいで価値が激減。なので強い会社が独占し、流通を制限することでその価値を保つ――とかやってるしな。

			「要はそうそう入れるところじゃないから、できることはやっておいたほうがいいってことね」

			「ここは学園『都市』というだけあって、十三地区まであるからな。娯楽施設はそれなりにあるし、商業地区も充実している」

			「なるほどなぁ」

			「ちなみに長くいるつもりなら、家を買ったり借りたりもできるぞ？」

			　家。

			　家か。

			　家ならシャルルやミーア、ロミナたちともいっしょに暮らすことができるな。

			　そんなふうに考えながら、リアの中に射精する。

			「んっ………♥　んっ………♥」

			　リアはピクピク身を震わせて、愛らしくイッた。

			　すると同時に、ドアからノックの音がした。オレはリアに服を着せ、ドアをあける。

			「…………」

			　金色の髪にかわいいネコミミ。小柄な体に天然でジト目なセシリアの妹、アリシアがいた。

			「どうしたの？」

			「それはわたしが聞きたいのですが…………」

			　アリシアは、事後なせいで汗ばんでいるオレたちを意味深に見た。

			「まぁ、いいです」

			　それでも簡単に流し、白い袋をだしてきた。

			「次元の渡(と)航(こう)者を退治してくださった分の、ボーナスです」

			「わざわざ？」

			「人を挟むと、持ち逃げなどのトラブルの可能性がありますから」

			　ドライな子だな。小さいのに。

			「そういうわけで、ご確認ください。全部で二〇〇万ジルあります」

			「ジル？」

			「この学園都市で使われている通貨です。二〇〇万ジルは、平均的な探索者の稼ぎの二年分になります」

			「二年分?!」

			「渡(と)航(こう)者は、それだけ危険なモンスターですから」

			「なるほどねぇ」

			　オレがうなずき受け取ると、アリシアは、リアとライナにも袋を渡した。

			　オレたちは、ジルをベッドの上に広げ、枚数を数えた。

			（ん………。ん………？）

			　オレとライナは順調に数えていたが、リアは途中で突っかかる。一枚一枚指差して数え、どのジルを数えたのかわからなくなって、おろおろとする。

			（ん………。）

			　終いには、瞳(ひとみ)に涙をにじませてオレを見つめた。

			「数える時は、グループにすればいいんだよ」

			　オレはリアの隣に身を寄せて、五枚の列をふたつ作った。それを重ねて山にする。

			「こうすれば、『ひとつの山で一〇枚』ってわかるだろ？」

			（!!）

			　とってもびっくりしたらしい。リアは晴天の霹(へき)靂(れき)でも浴びたみたいに目を見開いた。

			「ん………。んっ………！」

			『秘伝』を知ったリアは順調に数え、一〇枚の山を二〇個作った。

			「ん………！」

			　両手をギュッと固く握って、いわゆるドヤ顔をオレへと向ける。まゆ毛がキリッと逆八の字になり、頭の両脇のぴょこハネがふよふよとゆれる。

			「ちゃんと数えれて偉いな」

			（んっ………♥）

			　オレが頭を撫でてやると、リアはオレの胸板に顔をうずめた。

			（すりすり。すりすり。）

			　愛情いっぱいといった感じで、すりすりこすらせたりもしてきた。

			　かわいい。

			「わわっ、わたしもわたしも、コインはしっかり数えたぞっ！」

			　ライナがリアに対抗してきた。

			　小さな子ども相手に……?!　と思ったりするが、それはそれ、これはこれであるのだろう。そもそもライナも小さいしな。

			　オレはライナの頭も撫でた。

			「クウゥン……♥」

			　ライナはとても、幸せそうに尻尾(しつぽ)を振った。

			　オレはふたりを抱きしめて、アリシアに言った。

			「そういうわけで、ひとり二〇〇枚ずつ、確かにあったよ」

			「……ありがとうございます」

			　目の前でイチャついたせいだろう。アリシアは、ちょっと引きつつ頭をさげた。

			「ところでアリシア」

			「はい」

			「長く滞在する場合、家とか借りれるって聞いたんだけど」

			「中級のところで一ヶ月四万ジル。上級のところですと、一ヶ月七万ジルが相場ですね」

			「なるほど」

			「場所のほうは――わたしがご案内しましょう」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「わたしがラクトさまにお勧めするとなれば、ここが一番になります」

			　アリシアが案内したのは、小川沿いの一軒家だった。

			　つややかなフローリング風の床が綺(き)麗(れい)な居間から、広い庭が見える家だ。

			　二階から見える景色も、なかなかのものである。

			「いかがでしょうか」

			「悪くないけど、いくらぐらいだ？」

			「本来は、一ヶ月で一〇万ジルになりますが……無料でも構いません」

			「マジで?!」

			「その代わり、お願いがあるのです」

			「なんだ？」

			「ラクトさまがこの都市を去ったあとも、定期的にやってきてほしいのです」

			「この学園って、一度でたらそれっ切りなんじゃないの？」

			「本来は、その通りなのですが……」

			　静かに言ったアリシアは、小さな指輪と小ビンを差しだしてきた。

			　指輪はひとつしかないが、小ビンのほうはみっつある。

			「ラクトさまには、これを差しあげます」

			「これは？」

			「転移の指輪と、ゲートポーションです」

			　アリシアは歩きだし、部屋の奥の小部屋に入った。

			　小さなビンの蓋(ふた)をあけ、中にあった青色の液体で、魔法陣を作っていく。

			「こちらへ」

			　手を差しだしてきた。

			　オレがギュッと握り締めると、体が光りに包まれワープしていく。

			　ワープの先は、綺(き)麗(れい)に片付けられた部屋だった。

			　どこだここ？　と思いながら窓を見ると、中世風の美しい街並みが、眼下に広がっていたりした。

			　見える街並みの小ささからして、かなり高い位置にある建物ということがわかった。

			　そして街は、学園都市――ヴァーラスキャルヴではない。

			　どちらかと言えば――。

			「ラクトさまが拠点にしていらっしゃる、キムレスの街になりますね」

			「指輪と魔法陣の効果か……」

			「偉大なる錬金術師で、わたしたちの祖とも言われる、アルファズール＝フェアゲッセンさまがお作りになったらしい秘宝です。魔法陣に乗って念じるだけで、一度乗ったことのある魔法陣のところに転移できます」

			　アリシアは簡単に説明すると、元いた家のほうに戻った。

			「『ウォーダンの土地』と呼ばれる大陸間でしか使えないらしいですが、この都市とキムレスを行き来するだけであれば、なんの問題もありません」

			「ウォーダンの土地？」

			「わたしもよくは知りません。始(し)祖(そ)さまが残した用法の書に、そう記されていただけです」

			「魔法陣を描くのに使ったゲートポーションってのは、個数制限とかあるの？」

			「製法が残されていますので、作ることは可能です。しかし値が張る素材を使いますので……」

			「新しくほしいなら、自分で素材を取ってこいってことか」

			「そうしていただけたなら、わたしのほうで作らせていただきます」

			「アリシアもできるんだ」

			「アルファズールさまには及びませんが、心得はございます」

			　なるほど。

			「ちなみに………………理由は？」

			「…………？」

			「そんな貴重なアイテムを、オレに渡す理由だよ」

			　オレは端的に尋ねたが、アリシアはなにも言わなかった。

			　哀しそうに目を伏せて、バルコニーの白い柵(さく)に手をかける。

			「ラクトさまは、おねぇさまのことを、どのように感じていらっしゃいますか？」

			「おねぇさまって言うと……セシリアか」

			「はい」

			　オレはちょっと考えた。答えはマッハで現れた。

			　アホの子。そしてアホの子。

			　それで一〇割語れてしまう。

			　しかしセシリアを慕(した)っているらしいアリシアの前で、その結論はいかがなものか。

			　悩んだ末に、オレは言った。

			「頭がちょっとユニークで、知能が気の毒な子かな……」

			「お気遣いはありがたいのですが、率直に言うよりもおひどい気がいたします」

			　うん、ごめん。

			　オレも言ってから思った。

			　っていうかそれを言われても淡々としているってことは、アリシアも、セシリアを『そっち系』と思っているってことなんだろうか。

			「おねぇさまは、他人への興味が薄い方でした」

			　アリシアが語り始めた。

			「生まれた日から、フェアゲッセンの家の役割を果たすための存在として、教育を受けました。他者を鑑(かんが)みることも、省みることもなく、わたし以外の存在を、チェスの駒のように考えていらっしゃるところがありました」

			「…………」

			「しかしラクトさまと出会ってからのおねぇさまは、わたし以外の人間――特にラクトさまのことを気にかけて、お話しするようになられています」

			「そうなのか……」

			「ラクトさまにほっぺたをつねられた。ラクトさまに髪をぐちゃぐちゃにされた。

			　ラクトさまが、わたくしの名前を呼んでくださらない。

			　おひどい。おひどい。ラクトさまは、おひどい――と、毎日のようにおっしゃっております」

			「そのエピソードはどうなんだ……？」

			「敬遠されがちな怒りですが、人には必要な感情です。なぜなら怒りは、期待するから湧きあがる感情でもあるからです。それを抑制され続けてしまった人は、あらゆることに期待や希望を抱(いだ)かないことで、怒りも抱(いだ)かないようになります。誰かに愛されたいと思うあまりの『ワガママ』を、愛されたいと思う気持ちを埋め殺すことで消して、偽りの平穏を得ます。いい子という名の家具になり、抑圧者からの攻撃を避けるようになるのです」

			　淡々と語るアリシア。

			　しかしその声音には、氷の柱に閉じ込められた花びらのような、奇妙な哀しさがあった。

			  それはおそらく、アリシア自身がそれに近いことを示していて――。

			　オレはアリシアの頭を、くしくしと撫でた。

			「こういうことは、おねぇさまにしていただきたいのですが……」

			　そうつぶやいたアリシアであるが、かわいいネコミミはピクピクと動き、尻尾(しつぽ)のほうも、気持ちよさげにゆれていた。ほっぺたも、ほんのり赤く染まってる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それでは、本日のわたしはこれから仕事がございますので」

			　アリシアが、頭をさげて帰って行った。

			　オレは家の外にでて、簡単に見送った。

			（じっ………。）

			　リアが玄関の隙間から、オレのことをじっと見てくる。

			「どうしたんだ？」

			（とてててて。くいっ。）

			　リア、小走りで寄ってきた。オレの手を引き、転移の指輪をじぃ………っと見つめる。

			　自身がはめている、奴(ど)隷(れい)の指輪をチラと見て――。

			（がーんっ！）

			『おそろい』ではないことにショックを受けた。

			「うんうん」

			　オレはリアの頭をぽんぽん叩き、家の中へと戻った。

			　広い居間で開放感を味わって、居間の奥の寝室に向かう。

			　用意されていたベッドに頭からダイヴして、フゥ……っと息を吐く。

			　奇妙な含みを持ったアリシアの話だったが、ベッドの広さとフカフカ具合、弾む感じも完(かん)璧(ぺき)だ。瞳(ひとみ)を閉じてじんわり浸れば、雲の上で寝ているような気分になれる。

			　なんてオレが味わっていると、リアが（ぎし………。）と乗ってきた。

			（ぎし。ぎしぎし。）

			　ベッドの上で四つんばいになって、ベッドを軽く弾ませている。

			　デパートの屋上で遊具に乗っている子どもみたいだ。

			　実際、楽しんでいるらしい。頭の両脇のぴょこハネが、ぴこぴことゆれている。

			　オレは温かな気持ちで、リアを見つめる。

			　遊んでいたリアが、オレの視線に気がついた。ほっぺたが、ほんのりと赤くなる。

			（いそいそ。）

			　リアは遊ぶのをやめて、オレの横にぽふんと寝転ぶ。

			　ほっぺたの赤みを強くして、『求める瞳(ひとみ)』でオレを見てくる。

			「さっきしたばかりだろ？」

			（こくっ。）

			　リアはうなずいたものの、オレのほっぺに、チュッ………。とかわいいキスをしてくる。

			　ベッドが違えば、別腹になるということか。

			　仕方ない。オレはリアを抱き返す。

			　リアのふくらんでいる胸が、オレの胸板でムニッ……♡　と潰れた。

			　オレはやわらかな胸の触感を味わいながら、リアのお尻に手を伸ばす。

			「あっ………♡」

			　尻を揉(も)みながらキスをした。舌をくちゅりとねじ込んで、お互いに絡ませる。蜜(みつ)のような甘みが、舌の上に広がった。下着を脱がして、ズプッと挿(い)れる。

			「あんっ、あんっ、あんっ。」

			　リアはリアで、オレが動くとかわいく喘(あえ)いだ。

		

	
		
			　

			第16話　ロミナちゃん、よわい。

			　

			　リアを相手に三発ぐらいやったオレは、リアを連れて学園に出向いた。シャルルたちの部屋番号を、寮の管理人に尋ねる。部屋の話を聞く限り、レミナとロミナは同室で、ミーアの部屋はふたりの隣だ。

			　唯一ランクＤだったシャルルは、グレードの落ちる寮にいるらしかった。

			　オレは人数の多い、レミナとロミナの部屋に向かった。

			　安いホテルのようなドアが立ち並ぶ廊下を進み、とあるドアの前に立つ。

			　コンコン。

			「オレだけど」

			「ラクトさん？」

			　したのはミーアの声だった。

			　あれ？　と思う間もなくドアが開く。

			「やっぱりラクトさんだぁ♡」

			　現れたのは、ミーアであった。

			　スポーツブラのようなタンクトップと、黒いスパッツみたいなズボンを穿(は)いてる。

			「ん～～～～～～～～～♡♡♡」

			　でてきたミーアはツイと背伸びし、オレの口にキスをしてきた。

			　背中についてる小悪魔の羽が、パタパタと動く。

			「えへぇー♡」

			　ミーアが唇を離し、八重歯の見える笑みを浮かべた。

			「いきなりなにやってるんですか！」

			　ロミナが小さな声で怒った。オレとミーアを部屋に引き入れ、ドアに鍵(かぎ)をかける。

			　部屋は小部屋で、二段ベッドがあった。

			「ちょーど遊びにきてたんだよねぇ～。ボク」

			「はい……。遊びです」

			　ミーアが和(なご)やかに言うと、ロミナは気重につぶやいた。

			　ベッドの上には遊びの証拠と思われる、トランプ的なカードが散らばっていた。

			「ロミちゃんの勉強の休憩ってことでドラゴンやってたんだけど、ロミちゃん負けず嫌いでさぁ」

			「一流の商人を目指すなら、ポーカーフェイスも必要ですので……」

			「あはははは」

			　ロミナが重い声で言うと、ミーアは面倒見のいいおねぇさんみたいに笑い、ロミナの頭をよしよしと撫でた。

			　ちなみにドラゴンってのは、この世界でのババ抜きだ。

			　この世界のトランプは、ジョーカーに値するのはドラゴンで、スペードやハートに値するのが、火、水、風、土になる。

			「どうするぅ？　ラクトさん。やるぅ？」

			「そうだな……」

			　やってもいいし、やらなくてもいいんだが……。

			（じぃ………。）

			　リアはとってもやりたそうにオレを見ていた。

			　それならやらない理由はないか。

			「いいよ。やろう」

			「それではわたしが配りますね！　ドラゴンは、四人か五人でやるのが一番楽しいゲームですもんね！　ふたりでやった分なんて、ゼロとかゼロとおんなじですもんね！」

			　本当に、ロミナは負けず嫌いらしかった。

			　ドラゴンという名のババヌキが始まった。

			　しかしカードが配られた直後――。

			「あうっ……！」

			　ロミナが露骨な反応を見せた。

			「あれぇ～。ロミちゃん。ドラゴンさん引いた？」

			「そそそっ、そんなことはな――――（ぶちっ！）」

			　ミーアの指摘をかわそうとしたロミナが、舌をぶちっと噛んでしまった。

			　口を押さえてうずくまり、「あうぅ～～～～～～～～～」っと悶える。

			　開始五分と経ってないのに、こんなダメージ負うなんて……。

			　ロミナちゃん。別の意味で恐ろしい子……っ！

			　そんなロミナであったから、案の定に弱かった。

			　並びの都合で、ミーアがロミナから取る格好になっていたのだが――。

			　ロミナ、緊張の眼差しでカードを見つめる。

			　ミーア、数字のカードを取りにいく。

			「あうぅ……」

			　ロミナ、緊張の眼差しでカードを見つめる。

			　ミーア、数字のカードを取りにいく。

			「あうぅぅ……！」

			　ロミナ、緊張の眼差しでカードを見つめる。

			　ミーアの指がドラゴンにかかる。

			「！」→うれしそう。

			　これでは取ってもらえるはずもなくって、ロミナはあっさり最下位になった。

			　ちなみに一位はオレであり、二位はリアで三位がミーアだ。

			「もう一回！　もう一回やりましょう！」

			（こくっ！）

			　最下位のロミナと、純粋に楽しかったらしいリアが再戦をうながす。

			　ロミナがカードを集めて配り――。

			　

			　滅茶苦茶うれしそうな顔。

			　

			（がーんっ！）

			　

			　逆にリアはショックを受けてた。

			　このふたり、わかりやすい。

			　しかし結果は――。

			「あうぅ～～～～～～～～～～～～～！」

			　ロミナの惨敗。

			　ロミナが中盤でリアからドラゴンを引いてしまい、そのままリアと一騎打ち。

			　しかし、リアはテレパシーを持っているのでドラゴンを引かずに、ロミナを最下位に沈める。

			　ちなみに一位はオレである。

			「次！　次は並び順変えてやりましょう！　ねっ！　ねっ！」

			　ロミナが必死に言ってきた。

			　仕方ない。オレたちは並び順を変えて、三戦目に入った。

			　ロミナのカードはオレが取る。

			　が――。

			　

			「あうぅ～～～～～～～～～～～～！」

			　

			　四連敗。

			　それも通算で四連敗ではなく、席順が変わってから四連敗である。総合すると六連敗だ。

			　弱い。

			　圧倒的に弱い。

			「っていうかさぁ。ラクトさん、強すぎるよねぇ♡　六回やって、全部一位ってさぁ♡」

			（こくっ。）

			　ミーアが言って、リアがうなずく。

			　特にリアは、オレが強くてうれしいらしい。オレの腕に腕を絡ませ、顔をすりすりこすらせてきた。

			「もう一回！　もう一回おねがいします！」

			　そしてロミナが半泣きで、カードを集めて配り始めた。

		

	
		
			　

			第17話　その花の名は、友情という。

			　

			「あうぅ～～～…………」

			　一〇戦目が終わり、ロミナの連敗数が一〇にまで伸びた。

			　弱い。

			　本当に、壊滅的に弱い。

			　ロミナは心も折れたらしくて、頭を抱えてうずくまってる。

			「っていうかラクトさん。本当に強いね……」

			（こく………。）

			　ミーアが言って、リアがうなずく。

			　その感想は無理もない。なにしろオレは一〇連勝だ。

			「っていうか、どうしてそんなに勝てるんですかっ?!」

			「わりと簡単な話だよ」

			　オレはカードをパーッと配った。

			「まずこうやって、カード配られてスタートするじゃん？」

			「はいっ！」

			「うん」

			（こくっ。）

			「そんでそのあと、ペアのカードを全部捨ててく」

			　みんなそろってペアを探して、カードをぱさりと捨てていく。

			「あとは順に、カードを引いていくことになる」

			「はいっ！」

			「けどさ……」

			　オレはロミナの手首を掴み、グイッと前に引きだした。

			　扇(おうぎ)状に開かれていたカードが、全員に見える。

			「大概の人はこうやって、カードを数字が小さい順から並べるんだよ」

			「はい……」

			「そっちのほうが見やすいしね……」

			（こくっ。）

			　リアはいつもの調子でうなずくも、ロミナとミーアは、『一足す一は二なんだよ』と言われたかのような、きょとん顔で聞いていた。

			　オレはロミナのカードを戻し、ロミナ以外には見えないようにする。

			「だけど相手がそうしていたら……」

			　オレは右から二番目のカードを取った。

			　はたしてそれは、クイーンであった。

			「どんなカードがどこにあるのか、だいたいわかっちゃうんだよ」

			　オレはクイーンを場に捨てる。

			「しかも右から二番目でクイーンってことは、一番右はキングだなって推測が立つ。

			　それでオレがキングを持ってりゃ……」

			　オレはカードに手を伸ばし、一番右からキングを取って場にやった。

			「こうやって、サクサク枚数減らせるってわけ」

			「ドラゴンさんはどうするの？　順番とかナシに並べるよ？　ボク」

			「それは誰の手にドラゴンがあるのかチェックしつつ、数字をメインに引いていくっていう感じかな」

			「えっ？？？」

			「数字のカードを引いた時はさ、自分の手札に同じのがないかチェックするだろ？」

			「うん」

			「はい」

			（こくっ。）

			「だから引いたカードが数字だと、引いたカードに近いゾーンを探すんだよ。引いたカードが七とか八なら、まず真ん中を見るし、クイーンやキングなら、数字の高いとこを見る」

			「それは確かに……そうなるね」

			「だけどドラゴンを引いたやつは、大概一瞬固まって、次に目線がちょっとだけ迷う。

			　ちょっと迷って、『どこにドラゴンを入れればいいのか』って考えてからカードを入れる」

			「そっ……そうなるね」

			「それを意識していけば、『今誰の手にドラゴンがあるのか』ってことは簡単にわかるし、わからない時でも『迷わず手札に入れられたカード』を中心に引けば、ドラゴンを引くことはなくなる」

			「ラクトさん。そんなことまで考えてプレイしているんだぁ……」

			　ミーアがオレを、尊敬の眼差しで見つめた。

			「フフフフ、フ……。つまりラクトさんは、わたしがカードを整理しなかったりすると、とっても困るわけですね……？」

			　逆にロミナは、黒魔術の本を見つけたいじめられっ子のような笑みを浮かべた。

			　カードをかき混ぜ、配り始める。

			　もう完(かん)璧(ぺき)に、暗黒面(ダークサイド)に落ちていた。

			「この勝負で最下位になった人は、なにか罰ゲームをするっていうのはどうですかっ?!」

			「罰ゲーム？」

			「そうです！　罰ゲームです！　なにかこう……、ひどくない範囲でひどいことです！」

			「負けたら一枚服を脱ぐとかー？」

			「ふく……ですか」

			「うん。ふくー」

			　ロミナが怖気づくものの、ミーアは軽やかにうなずく。

			「それいじょーになると、ボクはちょっとイヤだしさぁ」

			「わっ……わかりました！　それでは最下位になった人は、服を一枚脱ぐことにしましょう！」

			「まぁオレは構わないけど……」

			　オレはリアをチラと見た。リアもオレをじっと見ていて、見つめあう格好になる。

			　リアは、ぽっ………。と頬を染めつつ――。

			（こく………。）

			　とうなずいた。

			　カードが配り終わられた。みんなそれぞれカードを捨てて、罰ゲームつきのゲームが始まる。

			「さぁー、ラクトさん。引いてください！　今のわたしはカードを整理してませんので、バラバラにバラバラですよ！」

			　自信満々なロミナ。頭のかわいいウサミミも、ピコンと元気に立っている。

			　オレは適当に取った。それはキングで、オレの手札にキングはない。

			　たったそれだけのことで、ロミナは、とても晴れやかな笑顔を見せた。

			　だがオレは、別にどうとも思わなかった。

			　確かにロミナがバラバラにした以上、カードの位置を推測することは難しくなった。

			　しかしロミナは、自分がしている致命的なミスに気がついていない。

			　ドラゴンは、相手の手札を取ったあと、相手に手札を取らせるゲームだ。

			　そこで熱中していると、カードを取る際、体を相手に向けてしまう。

			　それを一部の初心者は、カードを広げたままでやる。

			　そうすると、どうなるか。

			　試しに文庫本でも広げ、体を右手側に向けてほしい。

			　正面を向いて本を広げているなら、隣の人間に中を見られることはない。

			　しかし体を、右手側に向けたりしてたら――。

			　

			　簡単に見える。

			　

			　そうなんですよ。ロミナちゃん。

			　キミのカードは、丸見えなんです。

			　オレはサクッ、サクッとカードを抜いて、また一着であがった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ひくっ、うっ、うぅ……」

			　四試合が終わり、五試合目。

			　案の定というべきか。ロミナが悲惨なことになってた。

			　服はない。パンツが一枚だけである。白とピンクのしましまで、ロミナらしくて愛らしい。

			「うっ、うっ、ううぅ～～～…………」

			　瞳(ひとみ)に涙をにじませながら、ミーアのカードをスッと抜く。

			　左の腕で胸を隠しながら、とても辛そうにゲームをしている。
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			　けれど揃わず、憐(あわ)れな顔がまた一歩絶望に近づく。

			　そうこうとしているうちにミーアがあがり、リアとの一騎打ちになった。

			　ロミナが一枚でリアが二枚。ここでロミナが数字を引けば、カードを捨てて初三位。

			「おねがいします、おねがいします、おねがいします……」

			　ロミナが祈る。カードを持っているリアは、困った顔でオレを見つめた。

			　今のロミナを負かすことが、精神的に辛いらしい。

			（とりあえずカードを引かせてやれ）

			（こくっ。）

			　オレが心の声で言うと、テレパシーを使えるリアはうなずいた。

			　数字のカードを、引きやすいよう上にだす。

			　しかしロミナは――。

			「こっちだと思いますっ！」

			　

			　ドラゴンを引いた。

			　

			「あうぅ……っ！」

			　ロミナの顔が絶望にゆがみ、リアがオレのほうを見る。

			（どうしてもって思うなら、数字を取らずにドラゴンを引けばいいだろ）

			（！）

			　リアはとってもびっくりしていた。そんな方法が！　と驚いていた。

			　早速カードに指を伸ばす。

			　リアのテレパシーは、相手にべったりと触れるか、相手が強い感情をだしていないとキャッチできない。（ただしオレの感情については、近づくだけでわかるらしい）

			　だからまずは指を伸ばして、ロミナの反応を見なければ難しいのだ。

			　しかしロミナは、リアのカードが指に触れようとした刹(せつ)那(な)――。

			「あ――――――――――――――――っ！」

			　と、叫んだ。

			「待ってください！　待ってくださいぃ！　かき混ぜますから！　かき混ぜますからあぁ！」

			　カードを地面へと伏せて、右手一本でシャカシャカとかき混ぜた。

			「さあっ、どうぞ！」

			　そしてカードを伏せたまま、リアに引くよう、うながした。

			　さらにペタンと土下座して――。

			「おねがいします、おねがいします、おねがいしますっ……！」

			　見事な土下座だ。

			　これに負けたら魚のエサにされてしまう、零細企業の社長みたいだ。

			（………。）

			　リアはとっても困った顔で、カルタを探す子どものように手をふらつかせた。

			　ふら………。ふら………。ふら………。右手をふらつかせては、オレを見て――。

			（こしょこしょこしょ。）

			　と耳打ちしてきた。

			「それでいいのか？」

			（こくっ[image: kaomoji3.png]　こくっ[image: kaomoji3.png]）

			　リアがいいならいいだろう。オレはリアに許可をだした。

			　リアはゆっくり上着を脱いで、脇で畳んだ。ロミナの肩をちょんちょんと突つき――。

			（こしょこしょこしょ。）

			「いいんですか……？　わたしの勝ちで、いいんですか……？」

			（こくっ。）

			「あっ……」

			　ロミナは瞳(ひとみ)に、じわ……と温かな涙を浮かばせ――。

			「ありがとうございますぅぅぅぅぅぅぅぅ！」

			　リアの体に抱きついた。

			「ありがとうございますっ！　ありがとうございますっ！　やさしいリアさんっ！　やさしいリアさぁぁぁんっっ！」

			　

			　友情が芽生えた瞬間だった。

		

	
		
			　

			第18話　シャルルの気持ちとレミナの独白。

			　

			　ババ抜き――ではなくドラゴンが終わり一段落ついたころ、オレはロミナへと尋ねた。

			「なぁロミナ。レミナはどこにいるんだ？」

			「おねぇちゃんなら、シャルルさんと戦っています！」

			「えっ?!」

			「こっちです！」

			　ロミナが窓の近くに寄った。すこし遠目に大きな川原と、ふたつの人影が見える。

			　自分の身長ほどもある大剣を構えたレミナ。

			　そんなレミナに棒一本で対(たい)峙(じ)しているシャルルだ。

			　ミーアがつぶやく。

			「川原のほうにも結界あって、ケガはしても死んじゃったりはしないみたいだからねぇ」

			「ケガはするのか」

			「ケガまでしないようにしちゃったら、危険に対する感覚が鈍くなっちゃうらしいからね」

			「そうなると不安だな」

			「でもふたりっ切りにしてほしいってのは、リーダーからの頼みだからねぇ」

			「それでもやっぱり不安だな」

			　オレは傷薬を持って、川原へ向かうことにした。

			　薬はシャルルも持ってるらしいが、念のためだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　川原へとついた。

			　レミナとシャルルは、オレに気づかず対(たい)峙(じ)している。

			　レミナの武器は大剣だ。

			　長さはレミナの背丈ほど、太さも二〇センチほどはある。

			　この世界での大剣は、モンスター狩りで生計を立てている冒険者の武器であることが多い。

			　オークやトロール、巨大イノシシのような、デカくてタフなモンスターに奇襲をかけて、一刀で切り伏せるために使われるのだ。

			　だから対人戦になると、膠(こう)着(ちやく)戦になりがちだ。

			　レミナが大剣を振りかぶったまま、ジリ……、ジリ……と間合いを詰める。

			　逆にシャルルは、ジリ……、ジリ……と下がってく。

			　けれど瞳(ひとみ)は死んでない。射(い)貫(ぬ)くような眼差しをレミナへ向けて、レミナの隙をうかがっている。

			「ハアッ！」

			　レミナが動いた。ダンと地を蹴(け)り突っ込んで、銀色の大剣を真上から振り下ろす。

			「はうっ！」

			　シャルルは真横に跳んでかわした。さらに地を蹴(け)り、隙だらけになったレミナの側頭部へと棒を振る。

			　レミナの剣、いまだ虚(こ)空(くう)。

			「やった?!」

			　ミーアが小声で歓声をあげた。

			　しかしレミナは、ためらうことなく剣を放した。シャルルの棒を手(てつ)甲(こう)で受ける。ギィンッと高い音が鳴る。レミナは棒の衝撃をいなしながら、シャルルの棒を逆に掴んで――。

			　背負い投げ。

			　大剣を楽々と振るえる膂(りよ)力(りよく)で、シャルルの体を地面へと叩きつけた。

			「はぅわぁんっ！」

			　シャルルの悲鳴と土埃。レミナはシャルルの棒を奪って、自身の肩にポンッと置いた。

			「これでアタシの、六戦六勝になるじゃんね」

			「もう一度、お願いするであります……っ！」

			「さすがに休めよ」

			「しかしシャルルは、強くなりたいのであります…………っ！」

			　シャルルは健(けな)気(げ)に立ちあがった。

			　しかし足は震えてて、膝(ひざ)はガクガク笑ってる。

			　レミナがハアッとため息をついて、シャルルの足をコツンと打った。

			「はわっ……」

			　シャルルの体がガクリと崩れる。

			「そんな体で訓練したって、意味ねーケガして終わりだろ」

			「はうぅ…………」

			　シャルルは女の子座りで、しょんぼりとうなだれた。

			「つーかよぉ、なんでそんなに、強くなろうとしてるんだ？」

			「ラクトさまのお役に立ちたいからであります……」

			「ラクトのお役に……か」

			「シャルルにとって、ラクトさまは恩人で、神さまで、初めての人であります……。ですからシャルルは、ラクトさまが危地におもむく際は、ラクトさまの手助けができるところに立っていたいのであります……！」

			「そっか……」

			　レミナはうっすら瞳(ひとみ)を細めた。

			　慈愛に満ちたその眼差しは、作業をしている時のロミナを見つめる時のような――妹を見つめる姉の眼差しに近かった。シャルルの隣へと座り、ジュースのような液体が入った小瓶をだした。

			「飲めよ」

			　シャルルは遠慮がちに受け取って、チビチビと飲んだ。

			「前にもチラって言ったけどよぉ。アタシがラクトに惚(ほ)れた理由って、本当に浅いんだ」

			「…………」

			「ロミと街を歩いてたら、知らないばーさんが引ったくりに遭ってたじゃんよ。けどその引ったくりは、つええ感じで、アタシはちょっと『ヤバイ』とか思っちまった」

			　レミナはうっすら瞳(ひとみ)を細め、淡々と語る。

			　しかしほんのりと赤いほっぺたは、まさに『初恋を語る乙女』といった感じであった。

			「その引ったくりをぶっ飛ばしたのがラクトで、その瞬間に一目惚れじゃんね」

			「…………」

			「そういう浅いきっかけだったけど、その日からはもう、寝ても覚めてもラクトでよぉ」

			「あうぅ……！」

			　レミナが淡々と語っていると、なぜかロミナが赤くなってた。

			「ラクトさんを好きになったきっかけ、レミさんと同じだったりするのぉ～？」

			「はい…………」

			　ミーアがニヤニヤと笑って尋ねると、ロミナは静かにうなずいた。

			　顔の赤みは濃さを増し、セクハラを受けた女の子のようになっていた。

			　レミナの独白は続く。

			「メシ食ってても顔が浮かぶは、ゴロゴロしてても声が浮かぶは、夜に眠れば夢にでるわ、街で黒い髪のやつ見ただけで、一瞬ドキッとしちまうわで、もう…………っ！」

			　レミナはまるで、夢を語るかのような瞳(ひとみ)で、オレへの気持ちを語る。

			　ヤバイ。

			　恥ずい。

			　くすぐったい。

			　うれしいけれど恥ずかしい。頭を抱えて転がってしまいそうになる。

			　レミナがオレを好きなのは知っていた。

			　だけどこんなに、陰で好き好き言いまくるほどだとは思わなかった。

			　つかどうすんだ。こんなん言われちゃ出て行きにくいぞ。

			　レミナだって、恥ずかしくって死んじゃうぞ。

			　なんてオレが思っていると――。

			　

			「くちゅんっ！」

			　

			　リアがくしゃみをしてしまった。

			　口を手に当て、すまなそうにオレを見つめる。

			　本当に悪いと思っているのだろう。瞳(ひとみ)はほんのりとうるみ、体はぷるぷる震えてた。

			　しかし無意味だ。

			　レミナとシャルルは同時に振り向き、見ていたところをバッチリと見られた。

			「はうっ、はうっ……！」

			「うあっ、うあっ……！」

			　シャルルとレミナが顔を赤くし、ぶるぶると震えた。

			　特にレミナは、見ていて可哀想になるほど涙目だった。
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			「どっから見てた……？」

			　オレは目を伏せ、正直に答えた。

			「シャルルが六戦六敗したあたりからかな……」

			「じゃあよ、そのあとの話も……」

			「聞いてたよ」

			「うあぁ～～～～～～～～～～～～～～～！」

			　

			　平和な川原に、レミナの悲鳴が響き渡った。

		

	
		
			　

			第19話　合法的に人を脅(おど)すお話。

			　

			「すっげ……」

			「すごいねぇ」

			「すごいであります……」

			　オレが家にレミナたちを連れてくと、みんなが口を揃えて言った。

			　評価が上々なようでうれしい。

			　ただひとり、ロミナだけは青ざめていた。

			「どうした？」

			「このおうち、おいくらしたんですか……？」

			　そういう心配か。

			「無料だったよ」

			「へあっ?!」

			「学園長から受けた、ちょっと難しい依頼の報酬みたいなもん」

			「えっ、えっ、えぇ～～～～～～～～～？？？」

			「だから大丈夫。家賃のことは気にすんな」

			「ラクトさん。本当にすごい人なんですね……」

			「さすがアタシの旦那さまじゃんね……」

			　ロミナが尊敬と放心の中間ぐらいの顔をして、レミナは思い切りデレた。

			　家の中に入る。

			「広いねぇ♪　あははー♪」

			　ミーアが駆け出し、笑顔ですべり、ごろごろと転がる。

			「庭や小川もあるじゃんね」

			「小川でありますか……」

			「入りたいのか？」

			　オレが普通に尋ねると、シャルルは小さくビクッと動いた。

			「レミナさまとの訓練で、少々汗をかきましたので……」

			　シャルルは豊満な胸を、両の腕で押さえてつぶやく。

			　身長差のせいで、自然な上目遣いにもなる。

			　しかし恥じらうシャルルを見てると、オレは逆にムラムラしてきた。

			　シャルルが水浴びしている姿も、鮮明に想像してしまう。

			　水浴び。グッド。

			　でもオレは、もっといいものを知っている。

			　風呂である。

			　英語ならバス。フランス語ならバン。数字で言えば二十六。

			　

			　諸君、わたしはお風呂が好きだ。

			　諸君、わたしはお風呂が好きだ。

			　諸君、わたしはお風呂が大好きだ。

			　殲(せん)滅(めつ)風呂が好きだ。電撃風呂が好きだ。

			　打撃風呂が好きだ。防衛風呂が好きだ。

			　

			　なにを言っているかわからない？　奇(き)遇(ぐう)だな。オレもわからん。

			　名状しがたい大いなるナニカが、オレの意識をトランスさせてる。

			　

			『細かい理屈はどうでもいい。たったひとつの真実を見ろ。かわいい女の子との風呂。それはなんだ？』

			　

			　夢です、少佐！

			　夢です、少佐！　

			　

			　そんな気分でいっぱいなのだ。

			　そんなオレに、どこかの誰かは言うかもしれない。

			『あたま、おかしい』

			　しかし言おう。あえて言おう。

			　オレの頭をおかしいと思うキミの正気は、いったい誰が保証してくれるのかね？

			　湯船がない。バスタブがない。けれども、それは問題にならない。

			　湯船がなければ買えばいい。誰かに作ってもらえばいい。

			　どちらにしても、必要なのは買い物か。

			「ラクトさん、どーしてそんなに真剣でシリアスでカッコイイ顔で、鼻血を垂れ流してるのっ?!」

			　ミーアの声が聞こえてきたが、オレにはなにも聞こえなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　この学園都市――ヴァーラスキャリヴは、人が住むための居住区や、武具などが作られる鍛(か)冶(じ)区(く)といった、十三の地区に分かれている。

			　オレはその中のひとつ――商業区にやってきていた。

			　鍛(か)冶(じ)区(く)で作られた武具などを売っている金物屋のほかに、塗り薬や飲み薬、虫よけの液体が詰まった霧吹きなどを売っている雑貨屋などが立ち並んでいる。

			　特に多いのは武器屋だ。

			　いろんな武器を店頭に並べている総合店のような武器屋があれば、短剣専門、長剣専門、槍(やり)専門といった店もある。

			「見ていかないのでありますか……？」

			「今は、生活の物を優先して見て回りたいからな」

			「了解であります！」

			　オレは歩みを進めていった。メンバーは、シャルルとリアとロミナだ。

			　ロミナは目利きを頼りにしていて、シャルルは犬っ娘なので鼻が利くかもと思って連れてきている。

			　リアについては、単にオレと離れたがらないのが理由だ。

			　体勢としては、リアがオレの脇腹にくっついて、ロミナが腕にくっついている。

			「はうぅ……」

			　シャルルはふたりを羨(うらや)ましそうに見つめつつ、オレの後ろを歩いてる。

			　すれ違う男の半分以上が、三人を見つめて羨(せん)望(ぼう)の眼差しをオレに向けた。

			「うわっ、うわっ、うわぁ……」

			　ロミナが瞳(ひとみ)を輝かせ、店頭に置いてある武具やアイテムをチラ見している。

			　オレの腕にくっついてなければ、夢遊病患者のごとくフラフラと行ってしまうに違いない。

			　そんなこんなで徘徊しつつ、オレは水回り関係の雑貨店に入った。

			　衣服を洗うためのタライとか、水を溜めておくためのカメなどがある。

			「よぉ、いらっしゃい」

			　若い女が現れた。黒い髪を後ろで束ね、つまようじを咥(くわ)えている。

			　おそらく職人なのだろう。タンクトップのようなラフな着衣を着ている。

			「ちょっと商品見せてもらうぞ」

			「おぅ、いいぜ」

			　オレは、手近にあった桶(おけ)を手に取った。軽く眺めてひっくり返し、底を叩いて品質を確かめる。

			　けっこういいな。

			　腕のほうもそこそこで、木材の品質もいい。

			　英語でグッド。フランス語でボン。オランダ語ならアーンヒゥナームっていう感じだ。

			「ロミナから見たらどうだ？」

			「はい！」

			　ロミナはオレから桶(おけ)を受け取り、触ったり眺めたり、ひっくり返して叩いたりした。

			「いい桶(おけ)に思います！」

			「やっぱりそうか」

			「はっ、はい！」

			　意見の一致がうれしかったらしい。ロミナはほわっと頬を染め、瞳(ひとみ)をキラっと輝かせた。

			「それでも一応、ほかの店も見るか」

			　オレたちは、そんな感じでいろんな店を回ったが――。

			「けっきょく一番最初の店が、一番まともでいい感じだったな」

			「はいっ！」

			　ロミナはやはり、満面の笑みでうなずいた。

			「おぅ、また来たか」

			　店員の女が出迎えてきた。

			「いろいろ回ってみたが、ここのが一番いい感じなんでな」

			「うれしいこと言ってくれるじゃないの」

			　女はニヤリと笑った。

			「ついでにちょっと質問なんだが、特注品も作れるか？」

			「どんな品だ？」

			「一〇人ぐらいが同時に入れるぐらいの、四角いタライだ」

			「風呂か？」

			「作り慣れてるのか？」

			「大きさはともかく、風呂自体は定期的にな」

			「そんなら頼む」

			　オレは金貨が詰まった白い袋を、カウンターの上に置いた。

			「予算はここから、必要なだけ取れ。早く仕上げることよりも、クオリティを優先してくれ。人を使ってもいいし、素材も最高品質のものを使ってくれ。ただしひとつ言っとくが――」

			　オレは瞳(ひとみ)の温度を下げた。

			　短く、鋭く、冷徹に、声で刺すかのように言う。

			「オレはこのカネを、一日で稼いだ」

			「っ…………！」

			　女は、心臓が凍ったかのように固まった。咥(くわ)えられていたつまようじが、ポロリと落ちる。

			「わかったか？」

			（こくこくこくっ！）

			　女は何度も何回も、必死になってうなずいた。

			　力があることは示しても、具体的なことは言わない。人を脅(おど)す際のテクニックである。

			　初対面な以上、詐(さ)欺(ぎ)とかぼったくりは警戒しておかないといけないもんな。

			　逆にグッドな仕事をやってくれたら、その分ボーナスとしていくらか弾もう。

			「ラクトさま……。お芝居にでてくる悪い人みたいでありますぅ…………」

			　シャルルがちょっぴり引きつつも、「はうぅ……」と悶えてもじもじとした。

		

	
		
			　

			第20話　いろいろとお買いものする話。

			　

			　風呂桶(おけ)のメドを立てたオレは、草屋へと向かった。

			　薬になってくれる草や、特殊効果のある花を売っている店だ。

			　どうせ風呂に入るなら、入浴剤も作りたい。

			　地球にもユズやバラの風呂があったように、ただの植物であっても、一定の効果は期待できる。

			　というか、風呂の完成には時間がかかると言われてしまった。なので待ってるあいだにも、いろいろしないと間が持たない。

			「いらっしゃいませぇ～」

			　エプロン姿の、おっとりとしたおねぇさんが出迎えてくる。

			　オレは軽く会釈して、店内を見た。

			　店頭は八百屋のように、短いニラのような草が束になって並べられている。

			　しかし店の奥には温室のように、プランターとか植木鉢が複数あって、個性的な色や形の花や葉っぱが並んでいた。

			　植物園に来たような感じで、ちょっとワクワクとする。

			　しかも――。

			「魚……？」

			　エンゼルフィッシュや、ちょっと大きな金魚みたいな魚が、ゆらゆらふわふわ漂っている。

			　赤や青、緑や朱色と、色鮮やかで幻想的だ。

			「おさかな………。」

			　特にリアは、かなり楽しそうに見ていた。

			「迷宮の十三層に現れる、エアーフィッシュを捕獲し、養殖したものです」

			「っ?!」

			「どうしてそんなに驚くのですか？」

			　そこにいたのは、赤い髪に鋭い目つきが特徴的な、ショートポニーの女の子――赤(あか)峰(みね)ユキだ。

			　驚かれたことに怒りがあるのか、鋭いジト目で言ってくる。

			「わたしの顔は災害ですか？　災(さい)厄(やく)ですか？　焼却しますか？」

			「いきなり背後に立たれていたら、普通はビックリするだろ」

			「すいません…………」

			　ユキは静かに顔を伏せた。

			「実は先ほど、目が合っただけの女の子に、意味もなく泣かれたばかりでしたので…………」

			「そうなのか……」

			「そうなのです……」

			　そうらしいのであった。

			「ユキちゃんは、顔が怖いからなぁ～」

			　店員のおねぇさんが、気の抜けた関西弁みたいなイントネーションでひどいことを言った。

			「焼却しますよ」

			　ユキがギロッとおねぇさんを睨む。

			「あうっ……」

			　関係のないロミナがビクッとすくみ――。

			「あのっ、あのっ、その――」

			　挙動不審にわたわたすると――。

			「ごめんなさいっ！」

			　すさまじい勢いで頭をさげた。靴を舐めろよファッキン野郎！　なんて言われたりしたら、土下座で舐めまくりそうな勢いだ。

			「ラクトさん…………」

			「…………なんだ？」

			「わたしの顔は、それほどまでにホラーでしょうか……？」

			　そう語るユキの瞳(ひとみ)は、とても遠い世界を見ていた。

			　オレはその横顔を見つつ、しみじみとつぶやいた。

			「オレはけっこう、かわいいと思うけどなぁ」

			　確かに目つきは悪いけど、目つき以外は整ってるし。

			「なっ…………！」

			　その一言で、ユキの顔は真っ赤になった。

			「くっ、うっ……。くうぅ～～～～～～～～～～～～～～～！」

			　うっすい胸元を握り締め、歯を食い縛(しば)ったりもした。

			「どうした？」

			「ひぁんっ！」

			　オレが声をかけてやると、耳をふさいで悲鳴をあげた。

			　真っ赤な顔でブルブルと震え、口をパクパク動かした。

			「本当にどうしたんだ……？」

			「話しかけないでくださいっ……！」

			「えっ？」

			「今のわたしは、あなたに『かわいい』と言われてしまったことで、体温と心拍数を不自然に上昇させてしまっている状態ですのでっ…………！」

			「マジかい」

			　ユキは唇を引き結んでうなずく。

			「現在のわたしは、心臓とは、こんなにも簡単に高鳴るものであったのかと驚いていますっ……！」

			「なにを言ってるでありますかぁ！」

			「そうですよ！　いったいなにを言ってるんですかぁ！」

			　シャルルとロミナが、オレは渡さまいと言わんばかりに、オレの腕にくっついてきた。

			（おさかな………。）

			　リアはひとりのんびりと、宙に浮かぶ魚を見ている。

			「ラクトさまはお強くてお素敵な方でありますが、えっちな方でありますよっ?!」

			「一週間に一六回は、えっちなことをされますよっ?!」

			「一週間の容量を越えてはおりませんか……？」

			「一回や二回では終わらない日が、週に何回もあるんです！」

			　必死になってるシャルルとロミナ。声にも腕にも力がこもる。

			　おかげで胸がムニュムニュあたり、やらしい気分になってくる。

			「申し訳ありません……」

			　ユキは絶え絶えな吐(と)息(いき)を吐きながら言うと、深呼吸をした。

			「男性の方からそのように言われたことは、一度もありませんでしたので…………」

			「そういうことなら、仕方がないでありますね……」

			「そうですね。初めてでしたら、仕方がないです……」

			　シャルルとロミナは警戒しつつ、ユキへの理解を示した。

			（おさかな………。）

			　リアはひとりで手を伸ばし、空飛ぶ魚を追いかけていた。

			　オレは、店員のおねぇさんに聞いた。

			「あのお魚って、買えたりはするんですか？」

			「魚はちょっちきびしいが、タマゴやったら売っとるでぇ～」

			　おねぇさんは店の奥へ行き、木が植えられた植木鉢を持ってきた。

			「この葉の後ろにタマゴがついているやろぉ～？　これが孵(ふ)化(か)しておっきくなったら、飛んでる魚と、おんなじになるんやぁ～」

			「エサは？」

			「伸びすぎた草や、草にくっついた虫とか食うでぇ～」

			「だからこの店に置いてあるのか」

			「察しがええなぁ～」

			　オレは魚のタマゴがくっついている木と、それ以外の花や草をいくつか買った。

			（じぃ………。）

			　リアは家に向かう途中、魚のタマゴを太陽の日に透かすようにして、ずっと眺め続けていた。

			　こういう姿を見ていると、買ってあげてよかったなぁ、と思う。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　入浴剤のメドも立てたオレは、大量の油を買った。

			　オリーブオイルのような油を始め、赤いのや青いのに、白いのや緑色のも買った。

			「そんなに大量に買って、いったいなにをするのでありますか……？」

			「まぁ、ちょっとな」

			　ある意味もっとも重要かもしれないアイテムを作るのに必要な一品だ。

			　さらに雑貨屋を回り、乾燥している海藻の束やレンガなども買って、新居へと戻る。

			「おっかえりぃ♡　ラクトさんっ♪」

			　家についたのと同時、ミーアが甘えた声を出し、お約束のようにキスをしてきた。

			「んっ……♡　んっ……♡♡」

			　舌もくちゅくちゅ絡ませてくる。

			　あいさつのキスで舌を絡ませてくるのは、ミーアにしては珍しい。

			　それでもオレは、かわいいミーアの色気たっぷりな愛情の表現を、全力で受け取った。

			「なにやってるんだよっ！」

			　するとミーアの後ろから、怒ったような声がした。

			　金色の髪に青い瞳(ひとみ)。そしてキツネの耳を持った女の子――カミーユ＝フィリックスであった。

			　カミーユは、怒りと恥じらいを足して二で割ったように赤くなり、オレとミーアを指差していた。

			　そういうことか。

			　あまり面識のない子と長くいた不安とかの分、オレに甘える気持ちが強くなっているんだな。

			　オレはミーアを抱き締めて答えた。

			「お帰りのキスに決まってるだろ」

			「お帰りの……って…………」

			　オレがストレートに言ったせいか、カミーユは、絶句して固まった。

			「ててっ、ていうかそれはダメなんだぜな！　ケケケッ、ケッコンもしていないのに、キスとかそんなのダメなんだぜなっ！」

			　さらに聞き覚えのある声がした。

			　紫色のロングヘアーに、紺色の水兵(セーラー)服を着込んだ巨乳の少女。

			　海鬼団という、海賊的な組織を率いていたリーダーのリンディスだ。

			「ボクのボディガードだよ」

			　カミーユは、ジト目で言った。

			「っていうか、よく入れたな。普通のやつが入るのは難しいんだろ。この都市」

			「ボクはもともと貴族だし、フェアゲッセンの家には献金もしていたからな。ひとりのボディガードを連れて入るぐらいはできるんだよ」

			「なるほど」

			「ボクはオマエが思っているよりも、ずっとすごいやつなんだからな！」

			　カミーユは、オレをビシッと指差して言った。

			　なんかよくわからんが、無駄に一生懸命である。

		

	
		
			　

			第21話　カミーユちゃんがいろいろ作ってくれるお話。

			　

			「そんで今日はなにしにきたんだ？」

			　オレがカミーユに尋ねると、カミーユは、腕を組んでそっぽを向いた。

			「なんでイチイチ、言わなくっちゃいけないんだよ！」

			「『オマエに会いにきたんだよ。そんくらい言わなくってもわかれ……』ってことか」

			「なんでそうなるんだよっ！　ボクがそんなさびしがりゃ――！」

			　舌を噛んでしまったらしい。カミーユの口から、ブチッと嫌な音がした。

			　カミーユは口を押さえてうずくまり、小さな体とキツネの尻尾(しつぽ)を、ぷるぷると震わせた。

			「ユイッ?!」

			　リンディスもカミーユを愛称で呼んで、カミーユを気遣った。

			「大丈夫か？」

			　オレはカミーユの頬をつかみ、口を無理やり開かせた。

			　うん。大丈夫そうだ。白い八重歯もバッチリかわいい。

			「ふああっ、あっ、ああっ……」

			　むしろ本体がヤバそうだ。

			　涙を溜めてオレを見て、口から変な声をだしてる、その顔は、火を投げ込まれたかのように赤い。

			　フニ、フニ、フニ。

			　オレはちょっといじわるな気持ちで、カミーユのほっぺたをもてあそんだ。

			「さひゃんなよぉ！」

			　カミーユが怒り、オレの手を振りほどいた。

			「ボボボ、ボクはオトコなんだからな！　そんなボクにベタベタするのは、気持ちの悪いホモ野郎なんだからな！」

			　カミーユは、一度地球で死んだあと、生まれ変わってこの世界にやってきている。

			　そして今は女だが、前世を基準に自分はオトコと主張している。

			「まっ、適当にくつろいでくれ。オレは庭で作業してくるから」

			　オレは庭にでた。

			「リゼルト！」

			　魔法を唱え、魔法で収納していたレンガや海藻をだす。

			　庭の隅(すみ)っこでレンガを組み立て、箱のような形を作る。

			　即席のカマドだ。　

			　そこに海藻を入れて、火炎石の粉と、安い油を軽くまぶした。指をパッチンと鳴らす。

			　バチバチバチ。

			　指についていた火炎石の粉が、火花を散らして海藻に落ちた。

			　ぶおっと激しい火柱も立つ。

			　オレは鉄の棒で海藻を潰し、海藻を燃やした。

			「なにをしているのでありますか……？」

			「まぁ、ちょっとな」

			　シャルルの問いも曖(あい)昧(まい)に濁(にご)し、パチパチバチバチ燃やしてく。

			　顔が暑い。汗もかく。

			　それでもなんとか燃やし尽くした。海藻が燃え尽きたカマドには、真っ白な灰が残った。

			　この世界の海藻は成分が特殊なのか、粉雪のように美しい灰だ。

			　オレはその灰を、ハケとチリトリで集めて箱に入れた。

			　重さで言うとおよそ一キロ。量で言うと、二リットルサイズのビンにいっぱいぐらいだ。

			　オレはベランダに座った。用意していたナベに適量を入れて、残った分は蓋(ふた)をする。

			　そしてナベに水を入れ、簡単に混ぜる。

			　魔力を込めると発熱する金属――ヒートメタルで作られたナベに魔力を流し、コトコト沸(ふつ)騰(とう)させていく。

			　プカプカ浮かんだ白い泡みたいな灰汁(アク)を、淡々と取り除く。

			　作業が終わった。

			　オレはナベを横に置き、買っておいた油をだした。

			「セッケンか…………」

			　カミーユがつぶやいた。

			「よくわかったな」

			　科学的なイメージの強いセッケンであるが、原理はかなり単純だ。

			　アルカリ性の強い液体に、油を混ぜればそれでいい。

			　そして物を燃やした時にできる灰は、アルカリ性の強い素材だ。

			　そもそも『アルカリ』の語源が、アラビア語での『灰』である。

			　だから油に灰を溶かした水を混ぜると、セッケンの完成になる。

			　もっともこれは、理論上のお話だ。実際に作ったことはない。

			　地球よりも簡単にできる可能性があれば、もっと難しい可能性もある。

			　だからトライ＆エラーをくり返す予定だ。

			　風呂桶(おけ)ができるまでにはけっこう時間がかかるそうだし、のんびりとやろう。

			「どんなセッケン作るつもりなんだ？」

			「やわらかくって、泡立ちがいいようなやつかな」

			「ふぅん……」

			　カミーユは、小さなスプーンで灰の汁をすくった。軽く冷まして、指先をつける。

			　汁の触感を確かめた上で、赤い油が入ったビンを手に取った。

			「だったらコレがいいと思うぞ」

			　オレが黙って見ていると、目盛りがついた計量カップに油を入れる。

			「この汁だったら、油が三で、灰(はい)汁(じる)が一ってとこだよな……」

			　カミーユは、丁寧に計った。空っぽのナベに油と灰(はい)汁(じる)を入れていき、カシャカシャと混ぜる。

			「慣れてるんだな」

			「こういう小物作るのは、前世の時から好きだったからな」

			「なるほどなぁ」

			　オレはしみじみつぶやいて、しみじみと言った。

			「オマエってさぁ、何気に女子力高いよな」

			「なんでだよっ?!　ボクはオトコだぞっ！」

			「設定的にはそうだったな」

			「設定って言うなぁ！」

			「ごめん」

			　オレは笑顔で謝った。

			「全然悪いと思ってないだろ！　オマエ！」

			　怒るカミーユ。

			　しかし律儀な性格なのか。油と灰(はい)汁(じる)を混ぜる手を止めることはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「まぁ、こんな感じかな……」

			　空が薄暗くなり始めた時分。

			　油と灰の汁を混ぜ終わったカミーユが、金属製の箱に化合物を入れた。

			　クリィムのようにとろけたそれが、箱の中に入ってく。淡いピンク色をした、とてもかわいい色合いだ。

			　カミーユは箱に蓋(ふた)をして、分厚い布で包みこんだ。

			「これでしばらくほっとけば、うまく固まってくれると思うぞ」

			「『しばらく』ってどんくらいだ？」

			「今の油と海藻で作ったセッケンだったら、丸一日ぐらいだな」

			「そっか」

			　オレはカミーユの頭をぽふっと叩いて、よしよしと撫でた。

			　カミーユのお尻についてるキツネの尻尾(しつぽ)が、ピクンと跳ねる。

			　しかしカミーユは、オレの手を振りほどいた。

			「撫でんなよっ！　ばかっ！」

			　真っ赤な顔でオレを指差し、八重歯を見せて言ってくる。

			「ボクはオマエにナデナデされても、一ミクロンもうれしくなんかないんだからな！

			　手伝ってやったのも、恩とか義理があるからなんだからな！」

			　カミーユは、とても怒った顔をしていた。

			　しかしお尻についてるふわふわの尻尾(しつぽ)は、ふりふりパタパタ振られてた。

			　口や態度は悪くとも、体のほうは正直である。

			　かわいい。

			　しかし、あんまりからかって怒らせるのも悪い。話を逸らすことにしよう。

			「そろそろメシにでもしないか？」

			「なんだよいきなりっ！」

			「空腹ってのは、いきなりやってくるもんだろ？」

			「それはそうだけど……」

			　やっぱ強引すぎたかな？

			　オレがそんなふうに考えていると――。

			　くぅ～～～。きゅるるぅ、くぅーん…………。

			　リンディスの腹が鳴った。

			「ごめんぜな……。ユイ」

			　リンディスは、決まり悪げに腹を押さえた。

			「オマエな……」

			　ジト目でリンディスをにらむカミーユであるが――。

			　くるるぅ、きゅうぅ…………。

			　おなかの虫は、カミーユの腹部にも住んでいた。

			「クウッ……」

			　カミーユは、真っ赤になって腹部を押さえ、オレを睨みつけてきた。

			　怒っているというよりも、込みあげる恥じらいを誤(ご)魔(ま)化(か)そうとしている感じだ。

			「まぁなんか作ってやるよ」

			　オレは軽やかに言って、キッチンのそばにある冷蔵庫をあけた。

			　冷える原理は氷冷石だ。氷のように冷たくて、雪のように白い石だ。

			　それを冷蔵庫の壁や床、天井などの素材にしている。

			　ダンジョン内の雪山マップに現れるアイスゴーレムが、低い確率で落とすらしい。

			　かなり高いものらしいのだが、家のオマケとしてついていた。

			　いつの間にか冷蔵庫を覗き込んでいたカミーユがつぶやく。

			「ランドサーモンにレンシアリーフ、グリーンチーズもあるんだな」

			「ん、まぁな」

			「そんならカルパッチョ作ってやるよ」

			　カミーユは食材を取りだすと、キッチンに向かった。

			　エプロンに三角巾を身に着けて、マイ包丁で手際よく切っていく。

			　料理を作っているのが楽しいのだろう。お尻の尻尾(しつぽ)はふりふりとゆれている。

			「この食材の風味なら、塩とオイルの配分は…………ぐらいだよな」

			　独りつぶやく確認の声も、かなり夢中といった感じだ。

			　かわいい。

			「できたぞ」

			　カミーユが、大きい円形の皿を持ってくる。鮮やかな朱色のランドサーモンと、やはり鮮やかな黄緑色のグリーンチーズが、円盤状に盛られてた。

			　透明のソースもかけられていて、全体的に輝いている。

			　色のついたフグ刺しみたいだ。

			「なんか食べるの、もったいないねぇ～～～」

			「もったいないです……」

			「じゃんね…………」

			「はうぅ……」

			　ミーアたちが、オレの気持ちを代わりに言った。

			「ユイの料理は、世界で一番最高だぜなっ！」

			　部下のリンディスも絶賛だ。

			「ななっ、なにバカなこと言ってるんだよ！」

			　カミーユは、腕組みをしてそっぽを向いた。

			　けれど尻尾(しつぽ)はお約束のように、パタパタパタッ♪　と振られてた。

			　料理の味も最高だった。

		

	
		
			　

			第22話　シャルル狂乱発情編。　

			　

			　カミーユの手料理はおいしかった。

			　やわらかなサーモンが舌の上でとろけ、濃厚なうま味が口中に広がった。

			　調味料の絶妙な加減が舌を刺激し、唾液を溢れさせた。

			　それがチーズと絡んで溶けて、綺(き)羅(ら)星(ぼし)のようなうま味を舌の上にバラまいた。

			　カルパッチョ以外にもいろいろと作っていたが、どれも絶品であった。

			「おいしいねぇ」

			「おいしいなぁ」

			「おいしいであります……」

			「おいしいです」

			「ボボボ、ボキャブラリーなさすぎだな！　オマエラ！　そんなテキトーな褒(ほ)め方じゃ、一ミクロンもうれしくないぞ！」

			　カミーユは、とてもうれしそうに言った。

			　腕を組んでそっぽを向いたりはしているが、頬はテレテレ赤くなってる。

			「にしてもずいぶんうまくなってるな。すこし前は、調味料の味に頼り切ってる感じだったのに」

			「わざとだったしな、それ」

			「えっ？」

			「下のやつらに裏切られてレシピ盗まれたりしても、カウンターで潰せるように、大事なところは隠してたんだよ」

			「どんだけやさぐれてたんだよ」

			「だから、そんだけ……だよ」

			　カミーユは、心の底からすまなそうに言った。

			「でも今は、そんなことしなくてもよくなったから……」

			　カミーユは、しんみりとつぶやいた。その表情と声音には、深い安(あん)堵(ど)と優しさが漂っていた。

			「だからな……、その。ヘンなこともされたけど、トータルすれば、オマエにひゃ――」

			　噛んでしまったカミーユは、そのままどもった。

			「オマエには、すごく感っ、しゃっ、かしゃっ――」

			　真っ赤になって、ハグハグどもり、懸命に言葉を紡(つむ)ごうとする。

			　言わんとすることは聞くまでもなくわかった。

			　それでもオレは、カミーユを待った。

			　が――。

			「ラクトさま…………♥」

			　シャルルが遮(さえぎ)ってきた。

			「お慕(した)いしているであります…………♥」

			　オレのほっぺにキスをして、きゅっ……と可(か)憐(れん)に抱きついてくる。

			　豊満な胸がオレの胸板に当たり、ぐにゅぅぅぅ…………っと潰れた。

			「はうぅ…………♥♥」

			　誘(いざな)いと恥じらいを混ぜた赤みが、シャルルの頬に走った。

		

		
		
			[image: p233.jpg]
		

	
		
			「はウッ……♥　んッ♥　ちゅるっっ…………♥♥」

			　シャルルがオレの肩に手を添えて、オレの口にキスをしてきた。

			　淡く閉じられた瞳(ひとみ)や、かわいく振れる丸い尻尾(しつぽ)が、奇妙なまでに扇(せん)情(じよう)的(てき)だ。

			「なにやってんだよ！　オマエ！」

			　カミーユがキレた。

			　シャルルにではなく、オレにキレた。

			「ボクがせっかく、素直にお礼を言おうとしたのにっ！」

			　手近にあった皿を持ってはオレにぶつけようとして、しかし思い留まって、それでも怒りは堪(こら)えきれずに、寝室のほうから枕を持ってきてはオレにぶつける。

			「死ねよっ！　ばかっ！　ばかあぁ――――――　っ！」

			　涙目で叫び、家の外にでる。

			「あっ、えっ、ええっと……」

			「追ってやれ！」

			　リンディスは戸惑うが、オレが叫ぶとカミーユを追った。

			「らくとさまぁ～～～～～～っ♥♥♥」

			　シャルルがオレを押し倒し、今度は頬に頬ずりをしてきた。

			　すりすりこすれるなめらかなほっぺは、キスとは違う快楽をオレに伝える。

			　シャルルには珍しい嬌(きよう)態(たい)に、ミーアもレミナもロミナもポカンとしていた。

			　ただリアはいそいそと動き、オレのほっぺにキスをしてきた。

			（ちゅっ………。）

			　オレの手を取りやわらかく抱いて、哺乳瓶を咥(くわ)えた赤ん坊みたいに、チュッチュとしゃぶる。

			　吸われる指も、肘(ひじ)に当たる胸も、最高に気持ちいい。

			　オレの股間も、銀河鉄道スリーナインだ。

			「はうぅぅん♥　みゅうぅん♥　はうぅぅ～～～ん♥」

			　そしてシャルルは、オレに被さり、甘ったるい声をだす。体をすりすりこすらせてくる。

			　豊満な胸がオレの胸板でぐにゅぐにゅ潰れ、ずりゅずりゅこすれる。胸とは違うやわらかさを持った股間も、太もものあたりにクニクニと当たる。

			「お慕(した)いしているでありますぅ♡　お慕(した)いしているでありますぅ～～～～～♡♡♡」

			　その勢いは尋常ではない。

			　マタタビに酔った猫のように、オレにベタベタ懐いてる。

			　おそらくカミーユが作った手料理の中に、猫のマタタビに該当する食べ物が入っていたのだろう。

			　オレの頭は冷静に、そんな分析を入れていた。

			　しかし体は騒いでた。心の悪魔も言ってきた。ゲスな笑顔で言ってきた。

			〈こまけぇことはいいんだよ！　相手が誘(いざな)ってるんだから、なんも考えずにやっちまいな！〉

			　しかし酔って不覚になっている子をやってしまうのはどうなんだろう。

			　エロくてゲスいオレだけど、相手の許可なくすることはないぞ。

			　思っていたら、オレの天使が現れた。

			　天使のほうは、キラリと光る爽(さわ)やかな笑みで言ってくる。

			〈据え膳食わぬは男の恥だぜっ?!〉

			　天使――――――――――――――――――――　っ！

			　くそうっ、いったいどうなってやがる。

			　まさかオレには、一片の理性も存在していないってのか?!

			　それはけっこう感じていたけど、ここまで直球で突きつけられると、一ミクロンだけショックだぜっ?!

			　けれども、シャルルは気持ちいい。

			「ハぅう♥　うンッ♥　ラクトさま♥　ラクトさまぁ♥♥♥」

			　

			　えっちな、からだ。

			　おおきな、おっぱい。

			　とても。

			　さいこう。

			　

			　ああ。もう。いいや。オレは男なんだから、男らしく行こう。

			　オレはシャルルの尻に手を伸ばし、ぐにゅぐにゅと揉(も)んだ。

			「ハゥんッ！」

			　シャルルの体がビクッ♥　と仰け反り、大きなおっぱいがぷるんとゆれた。

			　すばらしい。

			　オレはシャルルの上着をまくり、白い乳房を露出させた。勢いに任せて乳首を吸って、シャルルを逆に押し倒す。つぼみのようなかわいい唇に唇を重ね、首や鎖(さ)骨(こつ)にキスをする。

			「ハうぅぅぅぅぅぅんッ！！！」

			　簡単な愛撫だが、トランスしているシャルルは簡単にイッた。

			「はふぅンッ…………♥♥」

			　深い陶(とう)酔(すい)がこもった万感の表情で、ぐったりと仰向けになる。

			　しかしオレは満足してない。

			　ズボンとパンツをずるりと脱がし、ずぷっ！　と挿(い)れる。

			「ハうッ……！」

			　シャルルの中はじっとりと熱く、それだけで達しそうになった。

			　オレは腰を動かしながら、シャルルの胸を激しく揉(も)んだ。

			　シャルルの乳房はオレが手のひらで押すと、跳ね返るような弾力を伝えてくるが、指に力を込める分には指をズブズブと受け入れるほどにやわらかい。

			「はゥンッ♥　わんっ♥　わぁんっ♥♥♥」

			　シャルルはオレが動くたび、あどけなくって愛らしい声をあげた。えっちなサイズのえっちな胸が、ぷるんっ、ぷるんとかわいくゆれる。

			　秘部の具合も最高だ。

			　いつもの三倍近い温度と粘度で、ずちゅんっ、ずちゅんと絡みついてくる。

			「よくわかんないけどぉ、えっちするんならボクもぉ♥♥」

			　開き直ったミーアが、リアといっしょにキスをしてきた。ふたりのやわらかな唇が、オレのほっぺたに当たる。

			　オレはふたりを、背中から抱いた。シャルルを激しく突きながら、ふたりの美乳をむにっ♥　むにぃ～～～♥　と、掴むように揉(も)んだ。人差し指の腹で、乳首をくにくにといじったりもした。　

			　ずちゅっ、ずちゅっ、ずちゅっ。

			　むにっ、むにっ、むにっ。

			　高ぶる情欲のまま、ふたりの胸を手荒く握る。

			　シャルルの中には根本までねじ込んで、どぴゅうっ！　とだした。

			「はぅわあぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			　オレのシャルルが、絶頂に達する。びくっ♥　びくっ♥　と痙(けい)攣(れん)し、はうぅ……と恍(こう)惚(こつ)にとろける。

			「お慕(した)いしているであります……♥　らくとさまぁ……♥♥♥♥」

			「オレもだよ。シャルル」

			　オレはシャルルに覆(おお)い被さり、口やほっぺにキスをした。そしてシャルルのすばらしい巨乳に顔をうずめてパフパフを味わい、腰を動かす。

			「はうっ、はうぅぅんっ…………！」

			　二回目の射精をすると、シャルルは切ない声をあげ、ピクピクとイッた。

			　かわいい。

			「ねぇー、ラクトさぁん。次はボクにしてぇ♥」

			　ミーアが四つん這いになって、お尻をふりふりと振った。

			　小悪魔な尻尾(しつぽ)も、誘(いざな)うようにふりふりゆれる。

			「よしわかった」

			　オレはシャルルから引き抜いたチンコを、ミーアへと入れた。

			「ハぁ―――ンッ!!」

			　するとミーアはそれだけで、絶頂に達した。

			　オレはバックからミーアの胸をぐにゅぐにゅと握り、ミーアの秘部を突きまくった。

			「ハぁーんッ♥　あんっ♥　ハぁーんッ!!　ラクトさんっ、もっとぉ♥　もっとおぉ♥♥♥えっち大好きなボクのこと、もっとえっち大好きにしてえぇぇ――――　っ！！！」

			　どぷうっ！　どぷどぷうぅっ！

			　喘(あえ)ぎ騒ぐミーアの中に、オレはたっぷり射精した。

			「あああ……、あんっ♥　いっぱい……でてるうぅ…………♥♥♥」

			　それからオレは、リアをたっぷりかわいがった。

			「んっ、んっ、んっ、」

			　嬌(きよう)声(せい)をあげることはあまりしないリアだが、唇を噛み締めてオレを受け入れる姿には、かなりそそるものがあった。

			　キスをしながら胸を揉(も)み、乳首をいじって絶頂に導く。当然のごとく中にだす。

			　リアのあとには、レミナとロミナのほうを見た。

			　ふたりは体育座りでじっと耐えたり、あひる座りで股を押さえてもじもじとしたりしていた。

			　仕草が愛らしかったので、オレはふたりをまとめて襲った。

			「きゃあっ！」

			「ああんっ！」

			　レミナとロミナは、ともすれば拒絶にも聞こえる悲鳴をあげた。それでも下着の中に手を入れてみれば、ふたりそろってトロリと濡れていた。オレはくちゅくちゅかき乱し、愛液でぬれた指をふたりに見せた。

			「こんなにぐちゅぐちゅになっておいて、なんで恥ずかしいって顔してるんだ？」

			「それは……」

			「あうぅ……」

			　ふたりはさらに赤くなり、ただもじもじとした。

			　たまらんぜ。

			　オレはふたりを押し倒し、容(よう)赦(しや)なくやった。

			　ふたりは恥じらいはしたが、やられてしまうと喘(あえ)ぎまくった。

			　特にレミナは、やたら恥じらったクセに、オレがバックから攻めると――。

			「はあっ！　あっ、あんっ！　ラクトっ！　ラクトぉぉ!!」

			　と喘(あえ)いだ。

			　素直ではない罰として、三回連続で中にだしてやった。

			　

			　追伸。

			　シャルル狂乱の原因は、チーズであるとのちにわかった。

			　それもただのチーズではなく、グリーンチーズであるとわかった。

		

	
		
			　

			第23話　イチャラブ終わって夜が明けて。

			　

			　朝がきた。至福に包まれ目が覚める。

			　レミナとミーアがオレの左右にくっついて、ロミナとリアが、オレの上に乗って寝ている。

			　みんな裸だ。おっぱいなんかは当たりまくりだ。

			　オレはオレの左右にくっついている、レミナとミーアのお尻に手を伸ばす。

			　ミーアのほうはお尻を揉(も)んで、レミナのほうはふわふわのウサギ尻尾(しつぽ)を揉(も)んだ。

			「んうっ……♥」

			「ハぁンッ……♥」

			　ふたり揃って体が動き、やわらかなおっぱいが当たった。

			　すばらしい。ここがこの世の天国だ。

			　いい匂いがするし、むにゅむにゅとやわらかいし、すばらしくエクセレント！　すばらしくエクセレントだ！

			　しかしパーフェクトなはずの空間に、大きな穴が開いていた。

			　イチゴのないショートケーキ。

			　ポケットのないドラ○もん。

			　おっぱいのない世界。

			　そんな感じの穴が開いてた。

			　原因はすぐにわかった。

			　シャルルがいない。犬の獣人なこともあって、犬のようにオレに懐いているはずのシャルルが、オレを囲むメンバーの中にいない。

			　おかしいな……。

			　なんてふうに思っていると、カチャ……とドアの開く音がした。

			　シャルルであった。

			　戦闘用の黒い服に手(てつ)甲(こう)。さらに黒い棒まで持って、家をでようとしている。

			　オレはみんなをやさしくどかし、毛布をかけた。

			　ドアがパタンと閉まってしまう。

			　オレは急いで服を着て、シャルルのことを追いかけた。

			「シャルル！」

			「ラクトさまっ?!」

			　家の前でシャルルを捕まえ、黒いドアに押しつけた。

			「はうっ……」

			　シャルルは怯(ひる)み、持っていた棒をカランと落とした。

			「どこ行こうとしてんだよ」

			「おさんぽであります……」

			「戦闘用の格好してか？」

			　もしもガチならあまりにも変質者すぎて、別の意味で外にだせんぞ。

			「はうぅ……」

			　ウソがヘタクソなシャルルは、絶望を擬人化したような顔をして、哀れなほどにうつむいた。

			「つよくなるために……。ダンジョンに……。おさんぽという名の、たんれんであります…………」

			「そうか」

			「はぅ……」

			　シャルルはしょんぼりとうなずいた。

			「ここにいるシャルルは、様々なものをラクトさまからいただいたシャルルであります……。お命を始め、おいしいご飯や住む家も、いただいているシャルルであります……」

			「うん」

			「昨夜も……。不覚を取ってしまったシャルルを、たっぷりとかわいがってくださったり……」

			「それもプラスに入るのかっ?!」

			「はうっ！」

			　シャルルは画(が)鋲(びよう)でも踏んでしまったかのように背筋を伸ばし、オレの目をじっと見た。

			「はううぅ…………！」

			　言葉の意味を反(はん)芻(すう)し、顔を赤くしてうつむく。胸の前でもじもじと、指と指を絡ませる。

			「それは……」

			「それは？」

			「当然……」

			「当然？」

			「入るであります…………わん」

			　死ぬほど恥ずかしいのだろう。シャルルは顔を両手で覆(おお)った。

			　それがあまりにかわいくて、オレは思わず言ってしまった。

			「すまん。聞こえなかった」

			「はうぅ……！」

			　シャルルは哀れにうめきつつ、消え入りそうな声で言った。

			「ラクトさまのシャルルは、ラクトさまにいやらしいことをされるのが、だいすきであります……わん」

			「もう一回言ってくれ」

			「いやらしいこと、だいすきであります…………わん」

			　顔を覆(おお)ってくり返すシャルルは、恥ずかしさで泣きそうというか、死にそうになっていた。

			　それでもオレの命令ならば、どんな恥ずかしくっても言ってくれる。

			　もう本当にかわいいな。

			　オレはシャルルの頭をポンと叩いて、くしくしと撫でた。

			「はうぅ……」

			　シャルルは顔を手で覆(おお)っていたが、丸い尻尾(しつぽ)は小さく振られた。

			　同時にオレは、シャルルの気持ちを理解した。

			　オレのことを好きになればなっていくほど、弱い自分がイヤなのだろう。

			　オレは軽く想像してみる。もしもオレが逆の立場で、危険な場所に行くシャルルを見ていることしかできなかったら、どう思うか。

			　今日の夜。

			　明日(あす)の朝。

			　あるいは今のこの瞬間。

			　愛しい相手が土にまみれてしまっているかもしれないと思ったら――。

			　そうしてそれが、自分次第で回避できるかもしれないと思ったら――。

			　耐え切れない。

			「わかった。オレがいろいろめんどう見てやる」

			「はうっ?!」

			「シャルルが強くなれるよう、協力してやるって言ってるんだよ」

			「しかしそれでは、ラクトさまに余計な負担が…………」

			「細かいことは気にすんな」

			「はうぅ…………」

			　シャルルは、申し訳なさそうにうなだれた。丸い尻尾(しつぽ)もしょんぼり垂れる。

			　けれど尻尾(しつぽ)はしょんぼりしつつ、小さく左右に振られてた。

			　申し訳ないと思う反面、喜んでもいる証拠だ。

			　そしてシャルルが喜んでいる姿は、オレの心をうれしくさせる。

			　シャルルはオレのことを大好きで仕方ない子だが、オレもシャルルを大好きで仕方ないんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それじゃあ、早速だが――」

			　オレはシャルルが落とした棒を拾った。親指でこすり、材質を簡単に確かめる。

			「ラークツリーに、ブラックペックをコーティングしたものか」

			　ラークツリーという硬い木に、ブラックペックという、粘度の強いペンキのような素材を塗って折れにくくした棒だ。

			　武器としては下級。

			　スケルトンやゴブリンを相手にするなら問題ないが、それ以上になると厳しい。

			　しかし手入れはきっちりされてて、シャルルの性格というか、人柄がよく表れている。

			「触っただけでわかるのでありますか……？」

			「まぁな」

			「さすがであります……！」

			　シャルルがキラキラとした瞳(ひとみ)で、オレを見上げた。悪い気はしないものの、くすぐったい。

			　オレは和(なご)やかな気持ちで――。

			　シャルルの棒をパキッと折った。

			「はぅわぁんっ！」

			　シャルルの悲鳴が木(こ)霊(だま)する。

			「なにをするでありますかっ?!　なにをするでありますかぁ?!」

			「棒術は捨てろ」

			「はうっ?!」

			「そもそもこの世界の棒ってさ、騎士とか兵士が、生け捕りにしたい相手と対(たい)峙(じ)した時に使う、

			補助的な武器だろ」

			「それは承知でありますが……」

			「が？」

			「シャルルが持っている心得は、竜の国へと旅にでた祖母さまの教えなのであります……」

			「なるほどな」

			　竜の国とは、一部地域に伝承として伝わっている存在だ。

			『天使さまとお空に登った』ぐらいのニュアンスと思えば、だいたい合ってる。

			　オレはドアにドンと手をつく。シャルルの瞳(ひとみ)をまっすぐに見つめて、鼻先が触れ合いそうなほどに近づく。シャルルの唇から漏れた吐(と)息(いき)が、オレの唇にかかった。

			「生きているオレと死んだばーさん。どっちが大事だ？」

			「それは……」

			「それは？」

			「それは…………」

			　さすがに答えにくいのだろう。シャルルは、「はうぅ…………」っと声をもらした。

			　そんなシャルルは、震えがくるほど愛らしい。

			　オレはシャルルのアゴに手をかけ、唇を奪った。

			「はうっ…………！」

			　舌を入れ、シャルルのほっぺたや口を、中から存分にもてあそぶ。

			　唇を離し、質問をくり返す。

			「生きているオレと死んだばーさん。どっちが大事だ？」

			「ラクトさまで……あります…………」

			「わかってんならいい」

			　すこし強引な気もしたが、無理のある武器を使ってシャルルがケガをしたら元も子もない。

			　死んだシャルルのばーさんだって、それを望んじゃいないだろう。

			　オレはシャルルの手を握り、グイッと引っ張り歩きだす。

			　すると――。

			（くい。くい。）

			　不意に袖を引かれてしまった。

			　リアである。

			　家の陰からリアがこちらを、じぃ………。と見つめ、なにもない虚(こ)空(くう)を、（くい。くい。）と引いている。

			　それでもオレの袖が引っ張られるのは、超能力のせいだろう。

			　リアはオレが近づいてやると、ぎゅっ………。と抱きついてきた。

			　オレの胸板に頬ずりをして、テレパシーで言ってくる。

			（おいてかれるの、さびしい………です。）

			「そうか」

			　そういうことなら仕方ない。

			　オレはリアの手を引き、商業地区の武器屋へ向かった。

		

	
		
			　

			第24話　のじゃーはドウォーフさんなのじゃー。

			　

			　オレとシャルルとリアは、街の武器屋でもっとも大きな店に入った。

			　複数の専門店が、広いフロアに集まっている店だ。

			　剣の店に槍(やり)の店。斧(おの)の店に棒の店。盾にカブトにヨロイといった、防具の店も少なくない。

			　いろんな武器が並ぶ空間は、ホームセンターのようでちょっと楽しい。

			「どのような武器を選ぶのでありますか……？」

			「剣だな」

			「剣でありますか……」

			　シャルルがなぜか、浅くうつむきつぶやいた。

			「嫌なのか？」

			「けけけ、けっして！　そのようなことは、けっして！　けっして！」

			「そっか」

			「ただ……その…………」

			「なんだ？」

			「その……。その…………」

			「その？」

			「はうぅ…………」

			　かわいいシャルルは、両手で顔を覆(おお)ってしゃがみ込んだ。

			　よくわからないシャルルだが、嫌でないならまぁいいや。

			　オレは解説を入れる。

			「対人戦を考えるなら、リーチの長い槍(やり)がいい。けど強いモンスターは、突かれたぐらいじゃ死なないからな。だから激しく斬撃できる、剣や斧(おの)のほうがいいけど斧(おの)は――」

			「わ……？」

			「イメージが悪い」

			「イメージでありますかっ?!」

			「ああ、イメージだ」

			　オレは真顔でうなずいた。

			「オレの中で斧(おの)って言うと、金髪の縦ロールドリルをしたアホの子で、ちょっとかわいいところもあるけど、やっぱりアホの子っていうイメージしかない」

			「はうぅ……」

			「それ抜きにしても、斧(おの)は振り回すのには力がいるしな」

			「ちゃんとした理由も、存在していたでありますね……」

			「ああ」

			　オレはフロアを一通り回り、とりあえず目についた剣の店に入った。

			「いらっしゃいなのじゃー」

			　ちっこいのがでてきた。

			　女の子にもショタの子にも見える童顔で、オレのヘソぐらいの背丈しかない。

			　着ている服は、緑色のサンタクロースのような、妖精っぽい服と帽子。

			　そして小さなお尻には、小さくかわいい子犬の尻尾(しつぽ)だ。

			（………。）

			　リアがオレの後ろに隠れ、ちっこいやつをこそっと見つめる。

			　ちょっと怖いが、興味自体はあるらしい。アホ毛みたいな触角が、ぴこぴこと動く。

			「のじゃーの剣を、買いにきてくれたのじゃー？」

			「買うかどうかは決まっていない。実際に手に取って見て、それからだ」

			「それでもうれしいのじゃー」

			　のじゃーのお尻の丸い尻尾(しつぽ)が、パタパタと振られた。

			「のじゃーたちドウォーフは、自分の作った武器や防具を人に見てもらうのが大好きなのじゃー」

			「そうなのか」

			「のじゃあ♪」

			　のじゃーがにっこり笑顔を見せた。

			　ほっぺが赤く上気して、白い八重歯がチラリと見える。

			　オレは並べられていた剣を手に取る。鞘(さや)から抜いて、輝きを確かめる。

			　指でコンコン叩いては、ヒュオンと軽く振ってみる。

			「どうなのじゃー？」

			　のじゃーはオレに、期待に満ちた眼差しを向けた。

			　それには答えたいところだが――。

			「イマイチだな」

			　自分にウソはつけなかった。

			「重心はちゃんとしてるし、仕上げもいい。かなり丁寧に作られた剣だ」

			「そうなのじゃ！　のじゃーは剣を、ていねいにつくってるのじゃー！　たましいを込めているのじゃー！」

			「ただ肝心の刀身が弱い。腕前が八〇。作鉄法が六〇で七〇点といったところだ」

			「のじゃーの剣は、素材もきっちりしてるのじゃー！　してるのじゃー！[image: kaomoji4.png]」

			　のじゃーは心外だったらしい。両手を振りあげ、愛らしく怒ってくる。

			　ここまで言われては仕方ない。

			「ちょっと離れてろ」

			　オレはのじゃーを体から離し、持っていた剣を片手で振った。

			　パキイィィン――っ！

			　のじゃーの剣は、根元から折れた。

			「のじゃあぁ――――――――――――――――――――　！」

			　のじゃーが哀れな悲鳴をあげて、飛びゆく破片を目で追った。

			「のじゃあぁ…………」

			　自分が死んだことにも気づかない浮遊霊のような足取りで、落ちた剣のところへと向かう。

			　両の手足を地について、澄んだ涙をぽろぽろこぼす。

			「完成までに一ヶ月もかかった剣が、三秒で折られたのじゃあぁ…………」

			　やっておいてアレだが、ちょっと憐(あわ)れになる光景だ。

			　オレはのじゃーの肩をポンと叩いた。

			「オマエの工房に案内しろ」

			「のじゃ……？」

			「オマエらの剣を、もっといいモンに変えてやる」

		

	
		
			　

			第25話　のじゃーさんの鍛冶風景なのじゃー。

			　

			「のじゃっ！」「のじゃっ！」

			「のじゃっ！」「のじゃっ！」

			「のじゃのじゃ、のじゃー！」

			「のじゃっ?!」「のじゃのじゃ！」「のじゃー！」

			　工房はうるさかった。

			　赤や黄色の服を着たのじゃーたちが、のじゃのじゃ言って動いてた。

			　かまどのような炉(ろ)に火をつけるのじゃーや、炉(ろ)の中に空気を入れるのじゃー。

			　四角く赤い金属塊(インゴツト)を叩き、剣の形を作っているのじゃーなどもいる。

			　のじゃーはみんなちっちゃくて――。

			「かわいらしいであります……」

			　シャルルなんかはうっとりしてた。

			「なにものなのじゃー?!」

			　赤い服を着たのじゃーが、ぷんぷん怒って言ってきた。

			「ここはのじゃーの工房なのじゃー！　のじゃーではない者は、立ち入り禁止なのじゃー！」

			「この人は、のじゃーの剣にクレェムをつけた人なのじゃー」

			「のじゃ?!」

			「しかもそれだけではないのじゃー。この人が振っただけで、のじゃーの剣は、『のじゃあぁ……』にされてしまったのじゃー。かなしいのじゃー」

			　のじゃーがのじゃーに、オレに折られた剣を見せた。

			　それを見たのじゃーは――。

			『のじゃあぁ……』

			　と、ひしがれた。

			「のじゃーの剣が負けた以上、この人の言うことを聞かないわけにはいかないのじゃー」

			　緑の服ののじゃーが言うと、赤服のじゃーはひしがれたまま言った。

			「いったいなにがお望みなのじゃあ……？」

			「まずは見学させてくれ。そんでもって途中から、オレの言う通りに剣を作ってくれ」

			「わかったのじゃー……」

			　赤服のじゃーは、オレの見学を許した。

			「のじゃっ」、「のじゃっ」、「のじゃっ」、「のじゃっ」

			　のじゃーたちの集団が、銀色の貝を持ってやってきた。

			　大きさはバレーボールほどで、形はアコヤ貝のそれに近い。

			「剣の材料はいろいろとあるのじゃが、のじゃーは二十八層の深(しん)森(りん)林(しん)マップに生息している、深い森の金属貝(フオレスト・メタルシエル)を使うのじゃー」

			「そんな貝もいるのか」

			「この都市のダンジョンにはいるのじゃー。工房の裏で養殖していたりもするのじゃー」

			　すごいな、ここのダンジョン。

			　まぁ地球の貝が貝殻に使っているカルシウムなんかも、分類すると金属だしな。

			　のじゃーらが、銀色のメタルシェルを台座に載せた。

			「それではのじゃーが叩くのじゃー！」

			「それではのじゃーが見てるのじゃー！」

			　黄色い服を着たのじゃーがハンマーを持って言うと、赤い服ののじゃーが合いの手を入れた。

			　黄色いのじゃーが、ハンマーを振り下ろす。

			　流れるような、美しい殴打。

			　

			「のじゃっ！」

			「「「「のじゃー！」」」」

			「のじゃっ！」

			「「「「のじゃー！」」」」　

			「のじゃっ！　のじゃっ！　のじゃっ！　のじゃっ！」

			「「「「のじゃー！　のじゃー！　のじゃー！　のじゃー！」」」」

			　

			　祭りのようにやかましく騒ぎ、黄色いのじゃーは銀色のメタルシェルを砕いた。

			　赤服のじゃーがいそいそと、硬そうな土でできたひしゃくにメタルシェルを詰める。

			　それは先っぽがバケツぐらいの大きさをした、非常に大きなサイズのひしゃくだ。

			　ひしゃくにシェルを詰め終わり、赤服のじゃーが雄々しく叫ぶ。

			「それでは炎をつけるのじゃー！　燃えるファイアーを輝かせるのじゃー！」

			「「のじゃー！」」

			　のじゃーが炉(ろ)の中に火を入れた。

			　そして炉(ろ)のサイドにあった、長い筒に口をつけ、すぅーっと大きく息を吸い――。

			　ぷぅーっ！

			　空気を注ぎ、炎の勢いを強くする。

			　のじゃーの火力は、まさかの人力であった。

			　ひしゃくを持っていた赤服のじゃーが、炉(ろ)の中にひしゃくを入れる。

			　ぷぅーっ！　ぷぅーっ！　ぷぅーっ！

			　横ののじゃーが、必死になって空気を送る。

			　最初は威勢よく送っていたが、徐々に青い顔をし始めた。

			「そろそろ変わるのじゃー！」

			「すまんのじゃあぁ……」

			　違うのじゃーに声をかけられ、空気を入れていたのじゃーが筒から離れた。

			　よろよろ離れ、ばたんきゅーと倒れる。かわいらしいが、けっこうハードだ。

			　そんな感じで待つことしばらく。

			　熱い炉(ろ)からひしゃくが出され、台座の上に載せられた。

			　ひしゃくの中では、溶けたカタマリがぐつぐつ言ってる。

			　

			「シェルどのが溶けたのじゃー！」

			「「「「溶けたのじゃー！」」」」

			「祈るのじゃー！」

			「「「「祈るのじゃー！」」」」

			　

			　のじゃーたちが台座の周辺に集まって、祈りを始めた。

			　さっきも見た光景であるが、のじゃーたちにとって、祈りの時間は大切なものらしい。

			　祈りの時間に比例して、ひしゃくの中の金属が冷める。のじゃーはひしゃくをひっくり返し、ヘラの上にそれをだす。台形に近い形の金属塊(インゴツト)が、ヘラの上に置かれた。

			「それでは再び火をつけるのじゃー！」

			「のじゃー！」

			　赤服のじゃーが炉(ろ)に火をつけた。ヘラを持っていたのじゃーが、炉(ろ)の中に金属塊(インゴツト)を入れる。ほどよく熱して、金床に載せた。

			「叩くのじゃー！」

			　黄色い服ののじゃーふたりが、金属塊(インゴツト)を叩き始める。

			「のじゃっ！　のじゃっ！　のじゃっ！」

			　カンッ、カンッ、カンッ。

			　赤く輝く金属塊(インゴツト)が、すこしずつ伸びる。

			　工房の温度があがり、のじゃーやオレのひたいや頬に、玉のような汗が浮かんだ。

			「リア。シャルル。大丈夫か？」

			（こく………。）

			「はい……」

			　リアとシャルルは、辛そうにうなずいた。

			　特にリアはオレの体にギュッとしがみついているため、とても暑そうである。

			　離れればいいのに……と思うのであるが――。

			（ぎゅっ………！）

			　それは絶対に嫌らしい。オレにしがみつく腕の力が強くなった。

			「あついなら、おみずさまを飲むとよいのじゃー」

			　緑服のじゃーが工房の奥にあるカメから水を汲み、オレたちのところに持ってきた。

			　そんな感じで待つことしばらく。のじゃーが剣を高々とあげた。

			「できたのじゃー！」

			「「「「できたのじゃー！」」」」

			　その剣はいまだ熱が残っているらしく、刀身が赤いままだった。

			「祈るのじゃー！」

			「「「「祈るのじゃー！」」」」

			　のじゃーたちは剣を囲んで、今までと同じく祈りを始めた。

			　オレは近くに立っていた、案内役に尋ねる。

			「これで終わりなのか？」

			「あとは研(と)ぎ師さまに研(と)いでもらって、魔法でコーティングをかければ完成になるのじゃー」

			「それだとダメな気がするな」

			　オレは歩を進め、台座から剣を取る。水が溜まっていたカメに寄り、いまだ熱い剣を入れ込む。

			　ジュワアァ――っと、白い湯気が巻きあがった。

			「「「「いったいなにをしているのじゃ――――――！」」」」

			　のじゃーらが、一糸乱れぬ悲鳴をあげた。

			「ダメなのじゃ！」

			「ダメなのじゃー！」

			「「「「お祈りのジャマはダメなのじゃー！」」」」

			「水を粗末にするのも」

			「ダメなのじゃー！」

			　非(ひ)難(なん)囂(ごう)々(ごう)である。

			　オレは先頭ののじゃーに、水につけられた剣を渡す。

			「さわってみろ」

			「のじゃっ?!」

			「いいから、さわってみろ」

			「のじゃー……」

			　のじゃーは、剣に触れた。

			「のじゃ……？」

			　指でコツコツ叩いてみたり、地面にコンコン当てたりしている。

			「のじゃー！」

			　そして瞳(ひとみ)を、キラキラと輝かせた。

			「いつもの剣より、八倍は硬くなっているのじゃー！」

			「八倍じゃとっ?!」

			「ほんとーなのけっ?!」

			「ほんとーなのじゃー！」

			「すごいのじゃっ！」

			「硬いのじゃー！」

			　のじゃーたちが剣を持ち合い渡し合い、剣の硬さを確かめる。

			　オレがしたのは、『焼き入れ』と呼ばれる加工技術だ。

			　金属には焼けた状態で急速に冷やすと、硬くなるという性質がある。

			　オレはそれを使わせてもらったわけだ。

			　でも八倍は、硬くなりすぎだと思う。

			　地球とは違う物質だから、焼いた直後の剣を水につけて固くする『焼き入れ』の効果も違うっていうことだろうか。

			「なにをさわいでいるのじゃー?!」

			　部屋の奥から声がした。のじゃーたちが静まり返り、声のほうを見る。

			　ひとりののじゃーがつぶやいた。

			「お師匠さま……！」

		

	
		
			　

			第26話　焼き入れの欠点と、それに対抗するラクトのお話。

			　

			　お師匠と呼ばれたのじゃーは、のじゃーの中でただひとり、銀色めいた灰色の服を着ていた。

			　それ以外はほかののじゃーと同様で、小さな体にかわいい顔をしている。

			「そこのヌシどのがやった技法は、サギの『てぐち』なのじゃー！」

			「「「「のじゃっ?!」」」」

			　のじゃーたちが驚いた。

			　剣を持っていたのじゃーが、お師匠のじゃーへと近づく。

			「でもお師匠。そこのヌシどのが水に浸した剣は、とってもカタカタしてるのじゃー！」

			「それが『てぐち』の、巧妙なところなのじゃー！」

			　お師匠のじゃーは剣を受け取り、剣の腹で横の柱を打った。

			　柱を打った剣は、パキィィン――――！と、音を立てて折れる。

			「「「「のじゃ――――――――――――　?!」」」」

			　のじゃーたちの悲鳴があがった。

			　お師匠のじゃーが、折れた剣をオレへと向ける。

			「わかったのじゃ?!　水で硬くした剣は、硬くなっても折れやすくなってしまうのじゃー！

			　むかし、のじゃーのおじぃちゃんは、のじゃーの家に伝わるひほうと、この方法をこうかんして、ひどい目にあったのじゃー！　そこにいるヌシどのも、ひほうを取るに決まっているのじゃー！」

			「ひどいのじゃー！」

			「ひどいのじゃー！」

			「ひどいのじゃー！」

			　のじゃーらが、涙を浮かべて抗議してきた。

			　楽しみに取っておいたプリンを食べられてしまった子どもみたいな悲しみが、一面に満ち溢れていた。

			　もしもこの世に『のじゃー新聞』があれば、三面記事は間違いなしだ。

			「ラクトさまは、詐(さ)欺(ぎ)などなさる方ではございませんっ！」

			（こくっ！　こくっ！）

			　シャルルがオレの前に立ち、リアがオレの胴体にひっついた。

			　ふたりそろって、必死にオレを守ろうとしている。

			「ラクトさまは、高(こう)潔(けつ)で！　誠実で！　崇(すう)高(こう)なお方であります！　女性にはいやらしいでありますが、おカネにはいやらしくないであります！　女性にはいやらしいでありますが！」

			（こくっ！　こくっ！）

			「女の人にはいやらしいのじゃっ?!」

			「はいっ！」

			　さすがシャルルだ。

			　オレのことを完(かん)璧(ぺき)に理解している。

			　でもシャルル。世間一般の基準で言うとね――。

			「「「「女の人にいやらしい段階で、信用なんぞできないのじゃー！」」」」

			「はぅわぁんっ！」

			　ってなるんだよ？

			「はうぅ…………」

			　シャルルはぷるぷると震え、オレのほうを見た。自分の弁護は間違っていたのか。それを視線で尋ねてた。

			　オレはコクリとうなずいた。

			「はぅぅぅん…………」

			　シャルルはとってもショックを受けた。

			　叩かれるのを恐れている子どものように、頭に手を当て背中を丸め、上目遣いでオレを見てくる。

			　丸くてかわいいお尻の尻尾(しつぽ)も、足のあいだにペコンと隠れる。

			「怒ってないから普通にしろ」

			「わん……」

			　シャルルは小さくうなずいた。

			　言うことを聞いて偉いので、オレは頭を撫でてやる。

			「はうぅ……」

			　たったそれだけのことで、シャルルはうっとりととろけ、かわいい尻尾(しつぽ)をパタパタと振った。

			　このシャルル、オレのことを好きすぎである。

			「「「「むしをしないでほしいのじゃー！」」」」

			　のじゃーたちが怒った。

			　仕方ない。構ってやるか。

			「さっきのメタルシェルってのは、一匹あたりいくらぐらいするんだ？」

			「そだてるおカネ殿も入れると、へいきん一万ジルなのじゃー。おたかいのじゃー」

			「金貨一枚か」

			　それで剣を作るのには、五匹分の貝殻を使っていたから――。

			　オレは金貨をピィン、ピィン――っと指で弾いて、のじゃーたちに渡した。

			「五枚ある。五匹分寄越せ」

			「のじゃ……」

			　受け取ったのじゃーが、後ろのお師匠のじゃーを見つめた。

			　お師匠のじゃーは、コクリと小さくうなずいた。

			「好きにやらせてやるのじゃー。変なことをあえてやらせて、現場を取り押さえるのじゃー」

			「さすがお師匠どのなのじゃー。わるぢえ様で、かしこいのじゃー」

			　オレを工房に連れてきた緑色の服を着たのじゃーが、オレを裏口へと案内した。

			「のじゃーたちは、ここでシェルどのを養殖しているのじゃー」

			　そこはまさに牧場だった。

			　空の下。白い柵(さく)に囲まれた緑の芝生の上で、銀色の二枚貝がぽっかり口をあけている。

			　さらに青い服を着たのじゃーが、銀色の粉をまいていた。

			　その光沢に見覚えがあったオレは、自分の銀貨を取りだした。

			「まいてるのって、もしかして……」

			「銀貨なのじゃー」

			「ずいぶんと豪勢だな」

			「よい剣を作るためには、必要な犠牲なのじゃぁ……」

			　やはり心苦しいのだろう。のじゃーの声には覇(は)気(き)がなかった。

			「なにをしにきたのじゃ？」

			　青服のじゃーが聞いてきた。案内役の緑服のじゃーがそれに答える。

			「シェルどのを狩りにきたのじゃー」

			「わかったのじゃー」

			　青服のじゃーは一度建物に戻り、細くて長い槍(やり)を持ってきた。

			「ありがとうなのじゃー」

			　緑服のじゃーは槍(やり)を受け取り、口をあけているメタルシェルに穂先を伸ばした。

			　バクンッ！

			　メタルシェルが槍(やり)に噛みつく。

			「素手でふれたら、腕を丸ごと持っていかれるのじゃー」

			　さりげに恐ろしいことを言って、のじゃーは槍(やり)を軽くねじった。槍(やり)の先からボウッと火がでて、メタルシェルが暴れる。しかしすぐに動かなくなった。口がパッカリ開かれる。焼いた直後のホタテのような、香ばしい香りが漂った。

			「中身さまは、あとでおいしくいただくのじゃー」

			「ほぅ」

			　その後ものじゃーは、二体、三体とメタルシェルを狩った。

			「五体になるのじゃね……」

			　青い服を着たのじゃーが確認を取り、建物の中に入る。虫かごを持ってやってきた。

			　中には厚さ二センチほどの土と芝生と、小さな木のようなものが植えられていた。

			　さらに近寄って見ると、ビー玉ぐらいの大きさをしたメタルシェルたちが、口をぽっかりあけている。

			「これは稚貝か？」

			「そのとおりなのじゃー」

			「ずいぶんと小さいんだな」

			「生まれてしばらくは、こんな感じなのじゃー」

			　オレはちょっと驚いた。

			　しかしよくよく考えてみれば、地球のマンボウもそんな感じだ。

			　マンボウは、成長すると体長三メートル。重さ二トンに育つこともある。しかし生まれた直後では、一ミリとか二ミリしかない。魚介類の成長率は、想像以上に半端ないのだ。

			　ちなみにまったくの余談だが、マンボウは英語でいうと、オーシャン・サンフィッシュ。海の太陽とか、そんな感じの意味になる。イギリス人の目には、海面にぷかーっと浮かぶマンボウの姿が、太陽のように見えるらしい。

			　それはさておき。

			　青服のじゃーはとてとて歩き、地面の上に虫かごを置いた。

			　銀色のピンセットでメタルシェルを摘まみ、地面の上にぽとりと置いた。

			　とてとて歩き、摘まんでぽとり。

			　とてとて歩き、摘まんでぽとり。

			　そんな感じで、メタルシェルの稚貝を放す。

			「シェルどのは、はいちを考えなければケンカをしてしまうのじゃー」

			「なるほどな」

			　オレたちは、メタルシェルの貝殻を工房へと運んだ。

			　のじゃーたちにとっては意味のあるお祈りに付き合ってから、シェルの貝殻を割って、ひしゃくへと詰める。火で溶かしてはインゴットに変えて、オレ自らがヘラに載せては炉(ろ)に入れる。

			　間近で見る火はやたら熱い。頬をじりじりと焼く。

			　汗がこめかみに浮かび、頬を伝って地面に落ちた。

			　オレは火とインゴットの色を見ながらヘラを動かし、白と朱色が混ざりあったあたりでだした。

			　赤というか、オレンジに近いインゴットがでる。

			　ここからが本番だな。

			　オレはハンマーを手に取って、インゴットを金床に載せた。

		

	
		
			　

			第27話　剣の完成と労働に対する報酬のお話。

			　

			　カァンッ！　カァンッ！　カァンッ！

			　オレはインゴットを金床に載せて、ハンマーで叩く。

			　焼き立てのインゴットを壊さないよう加減しながら、強く静かに叩き続ける。

			「叩き方が、素人ではないのじゃ……！」

			「はうぅ…………！」

			　のじゃーたちが感嘆の声を漏らし、シャルルはなんか、オレへの好感度をアップさせた。

			　オレがカンッと打つたびに、赤いインゴットはただの金属塊(インゴツト)から、『刀身』と呼べるそれに近づく。

			　オレはひたすら叩き続ける。

			　刀身が冷えてきたら、火にくべ、やわらかくして――。

			　

			　　カンッ！　カンッ！　カンッ！

			　　カンッ！　カンッ！　カンッ！

			　

			　大まかな形ができあがったら、小さなハンマーに替える。

			　微妙な出っ張った釘を打ち直すような感覚でコツコツと叩き、微妙なゆがみを修正していく。

			「よし……」

			　剣の形ができあがった。刃渡り一メートル級の、ロングソードの刃(やいば)の部分だ。

			「かなりの腕なのじゃ……」

			　お師匠のじゃーが、渋い顔でうなった。

			「それじゃあちょっと、カーテンとか閉めてもらえるか？　次の作業は、暗いところでしたい」

			　のじゃーたちは答えずに、お師匠を見た。

			「わかったのじゃー……」

			　お師匠は、ほかののじゃーに指示をだし、カーテンや扉を閉めさせた。

			　部屋が一気に暗くなり、炉(ろ)の中の炎だけが、イフリートの魂(たましい)のように輝く。

			　オレは剣に手を当て、素材の声を肌で聞く。

			　どのくらいの温度でどのくらい熱すればよいか、剣に直接聞いていく。

			　剣の中に意識を溶かし、剣を深く理解する。

			　剣を長いペンチのような道具で摘まみ、炉(ろ)の中に入れる。銀色の剣が、炎に包まれ光り輝く。

			　夜のように暗い世界の中で、たったひとつ輝く炎。

			　オレはその炎を見つめ、今度は炎に意識を溶かす。

			　炎と化して剣に触れ、剣の声を肌で聞く。今のこの瞬間、炎はオレで、オレは炎だ。

			　フツフツフツ。

			　パチパチパチ。

			　自ら爆(は)ぜる、炎の音を聞いていく。闇の中で光り輝く、剣の色を双眼で見つめて――。

			（ここだっ！）

			　オレは剣を引き抜いた。紅く輝く美しい剣を、すぐさま水に浸して冷やす。

			　ジュワァ、ジュワアァ…………。

			　カメの水が沸(ふつ)騰(とう)し、蒸気を発した。オレは剣を水から出して、指でコツコツと叩く。

			　グッド。そしてエクセレントだ。元のやつより、かなり硬くなっている。

			「うまく焼けたようじゃが、それでいったいどうするのじゃー……？　ヌシが焼いた剣は、ちゃんと折れにくくなっているのじゃー……？」

			「そんなことはないさ。今さわった限りでも、やっぱり折れやすい感じはしてる」

			　オレはあっさりと認めた。ゆえに終わりではない。

			　炉(ろ)の中の火を金属製のヘラで消し、残り火がくすぶっているだけの状態に変える。

			　そしてその熱い空間の中に、オレの剣を差し入れてあぶる。

			「なにをしているのじゃー……？」

			「焼き戻しだよ」

			「やきもどし…………のじゃ？」

			「一部の金属には、超高温で熱した直後に水で冷やすと、硬くなる性質がある」

			「知っているのじゃー……」

			「ただそれをやると、アンタが言った通り、折れやすくもなる」

			「知っているのじゃあぁ……」

			「でも硬くなったあとにそこそこの温度で熱してやると、『硬いけど折れにくい』っていう状態になるんだよ」

			「のじゃっ……?!」

			　のじゃーはまるで、魔法の存在を知らされた地球人のような顔をした。

			　言葉の意味は理解できても、真実であるとは信じ切れていない感じだ。

			　無理もない。

			　焼き入れは、焼いた直後の刀身を、水で急激に冷やす技法だ。自力で発見できる可能性も高い。

			　しかし焼き戻しは、焼いた剣を冷やしたあとに、改めて熱し直す技法だ。

			　さらに熱し直す時の温度は、最初に焼いた時よりも低い必要がある。

			　最初に七三〇度以上で焼いた剣を、今度は七三〇度以下で焼き直すような手順を踏むのだ。　

			　その時の温度が高すぎてしまうと、焼き入れと同じく『硬いけれど折れやすい』という剣になってしまう。

			　そういうややこしい手順を踏むため、自力で発見するのが難しいのだ。

			　そして焼き戻しを知らないと、焼き入れのほうも『硬くはなるが折れやすくなる邪法』として記録されてしまう。

			　そこに先ほどののじゃーたちのような、『手間をかけるほどよくなる』といった信仰が入ると、停(てい)滞(たい)は止まらない。よい剣を作るために手間をかけるのではなくて、手間をかけるために手間をかけるようになってしまう。

			　焼き戻しが終わった。

			　オレは剣を引き抜いて、水に漬け込み冷やしてやった。

			　冷えたのを見計らい、濡れた剣を拭く。剣を砥(と)石(いし)にピタリとつけて、ゆっくりとこする。

			　シャー、シャー、シャー。

			　砥(と)石(いし)と剣がこすれるたびに、鋭い音と鈍色の粉が舞った。

			　オレは途中で砥(と)石(いし)を替えて、ひとこすりひとこすり、丁寧に研(と)いでいった。

			「よし……」

			　完(かん)璧(ぺき)に研(と)げた。

			　オレは試し斬り用のスペースに移動して、鋼(こう)鉄(てつ)のヨロイを着た人形の前に立つ。

			　剣をパチリと鞘(さや)に納めて――。

			「ハアッ！」

			　人形は、ヨロイごと真っ二つになった。

			　切断面も完(かん)璧(ぺき)に近い、完(かん)璧(ぺき)な一撃だ。

			「あとは魔法液でコーティングして、刃こぼれしにくいようにすれば完(かん)璧(ぺき)だな」

			「のじゃあ……」

			　オレに懐(かい)疑(ぎ)的(てき)だったお師匠のじゃーも、ほうっと呆けてうなずいた。

			　剣ができた。

			　名前で言うと『ただのロングソード』になってしまうが、性能的には超一線級のはずだ。

			　オレは剣を鞘(さや)に納めて、シャルルへと渡す。

			「それじゃあ、受けとれ」

			「はうぅ…………！」

			「どうした？」

			「シャルルのシャルルの地方では、男性の方が女性の方に剣を渡す行為には、『オマエはオレのモノだから、貞(てい)操(そう)はこれで守れ。イザとなったら自害しろ』という意味がございまして…………」

			「それで剣の店に入った時から、微妙に様子がおかしかったのか」

			「わん……」

			「だけどオレが渡すのは、そういう意味じゃないぞ？　特に自害とか、絶対にすんなよ？」

			「わかっているであります！　わかっているでありますが……」

			　シャルルは剣を受け取ると、ギュッ～～～～～～～～～っと抱きしめた。

			「頭ではわかっても、うれしい気持ちは抑え切れないのでありますぅ～～～～～～～～～！」

			　叫ぶシャルルのお尻の尻尾(しつぽ)は、パタパタパタパタ振られまくった。

			　このシャルル、本当にオレのことが大好きだな。

			　かわいい。

			（くい。くい。）

			「ん？」

			（きゅっ………。）

			　リアがオレの袖を引き、真正面からオレに抱きついた。

			「どうしたんだ？」

			「ヤキモチ………。」

			　素直につぶやいたリアは、オレの胸板に顔をうずめて、顔をすりすりこすらせた。

			　こっちもかわいい。

			　あまりにもかわいすぎて、オレは気持ちを抑え切れなかった。

			　なんかもう、今すぐエロいことしたい。

			　だからそのままふたりを連れて、近くの宿に直行した。

			　家まで戻ってもよかったのだが、そこまで耐えることもできなかった。

			　家があるのに宿に入ってる段階で、リアもシャルルもされることがわかったのだろう。

			　ふたりそろって頬を染め、シャルルはオレの腕に、リアはオレの体に引っついた。

			　そしてたっぷり楽しんだ。

			　ふたりのことを押し倒し、ずっちゅずっちゅとやりまくった。

			　剣を本気で打ったせいで、神経が昂(たか)ぶっていたのだろう。行為はかなり激しくなった。

			　シャルルの中にどっぷりだしつつ、リアの中を指で激しくかき乱したり、シャルルの上にリアを重ねて、ふたりを交互に突きまくったりとした。

			「んっ………！」

			「はうぅ……！」

			　ふたりは何度も何回も、絶頂に達した。

			　

			『物理さんで無双してたらモテモテになりました』④へ続く〉

		

	
		
			　

			番外編　ライナのお見舞いに行くお話。～アリシアちゃんもいっしょ～

			　

			　シャルルに剣をプレゼントした、次の日の夕刻。

			　シャルルに剣の手ほどきをしたオレは、ライナが入院している病室へと向かっていた。

			　理由はもちろん、お見舞いだ。

			　あまり大人数で行くのもよくないと思ったので、オレひとりでやってきている。

			　すると病院の廊下で、アリシアに出会った。オレは手を振ってあいさつをする。

			「よぉ」

			「あっ……」

			「誰かの見舞いか？」

			「ライナさまの、お見舞いです……」

			「オレもなんだ」

			「そうなのですか……」

			　オレは、アリシアと並んで歩きだした。

			　オレに恐縮しているのだろうか。アリシアは背を丸め、しとやかに歩く。その頬は、ほんのりと赤くてかわいい。

			「アリシアとライナって、私的な付き合いもあったりするの？」

			「今のところは、ございません……」

			　アリシアは、背を丸めたままつぶやいた。

			「しかしライナさまの、『フェアゲッセンを特別視しない』という性質を、わたしは好ましく思っています」

			「それが好ましいのか？」

			「わたしは、フェアゲッセンの名が好きではないので……」

			　アリシアは、うつむいて答えた。

			「おねぇさまのことは、海よりも深く慕(した)っております。この学園都市や次元迷宮をお作りになられた初代フェアゲッセン、アルファズールさまの技術や力に、敬意を抱(いだ)いてもおります。しかしそれらは、おねぇさまやアルファズールさまといった『個人』に対する想いであって、『フェアゲッセン』という、『家』への愛着ではないのです」

			　なにか事情があるようなので、オレは深く尋ねないことにした。

			「そうか」

			　とだけ言って、アリシアの頭をポンッと叩いてくしくし撫でる。

			　アリシアのほっぺたが露骨に赤らみ、かわいい尻尾(しつぽ)がふりふりゆれた。頭の耳もぴくぴく動く。

			「できればあまり、頭を撫でたりとかはしないでいただきたいのですが……」

			「なんで？」

			「胸の奥がそわそわとして、落ち着かなくなります……」

			「そうか」

			　オレは相(あい)槌(づち)を打ちつつも、撫でる手をとめなかった。

			「はにゃあぁん…………」

			　困ったようにうめくアリシアは、途方もなく愛らしかった。

			　そんなこんなをしているうちに、病室の前についた。

			  オレはドアをノックする。

			「ライナ」

			　返事はない。

			　もう一度ノックする。

			「ライナ」

			　やっぱり返事は聞こえてこない。

			　アリシアが、ドアにおでこをペタリと当てた。頭の耳もくっつけて、中の音を探る。

			　オレも意識を集中させて、ドアの音を聞いた。

			「はぐぅ……、キュッ……、クンッ。アアッ…………！」

			　うめき声のような声が聞こえてきた。

			　オレの脳裏に、次元迷宮から離脱する直前のライナが浮かんだ。

			　口の端から血を流し、かなりのダメージを負っていた風(ふう)のライナ。

			　本人は平気と言っていて、実際平気なように見えた。

			　でも本当は、かなりの無茶をしていたのでは――。

			「ライナっっ！」

			　思っていたら声がでた。白いドアを、勢い込んでぶち開ける。

			　そこにいたのは――。

			　

			「はぐぅ～～～ん♥　キュゥゥン、クンッ♥　あまくさぁ～～～♥　あまくさあまくさ、あーまーくーさーあぁ～～～～～～～～～♥♥♥」

			　

			　別の意味で変わり果てたライナ。

			　

			　子犬のような四つん這いでベッドのシーツに顔をうずめて、尻尾(しつぽ)をブンブン振っている。

		

		
		
			[image: p287.jpg]
		

	
		
			　幸せの象徴であるハートマークをあたりに飛び散らせたりもしていた。

			　オレとアリシアは呆気にとられた。

			　特にアリシアのほうは、記憶結晶(レコード・クリスタル)で、ライナの姿を録画した。

			「アリシア……？」

			「はっ！」

			　オレが軽く声をかけると、アリシアは我に返った。

			「すすすすっ、すいませんっ！！！」

			　そう言って、わたふたと慌てる。

			　これを見るに、他意があったわけではないのだろう。

			　記録という客観的な形にしておかなければ、目の前の現実を現実と思うことができなかった。

			　そんな思いでつい撮ってしまったとか、そんな感じに見える。

			　そしてライナが、オレたちに気づいた。

			「はぐっ……！」

			　四つん這いで、オレとアリシアを凝視してくる。

			　一秒、二秒、三秒と、静寂の時が流れ――。

			「ちがうのだっ！　ちがうのだぁ！　ディスイズア誤解っ！　これはイズ誤解なのだぁ！　わたしはわたしは、アマクサがベッドに残してくれたニオイを嗅いでいたら、ついうれしくなってクンクンしてしまっていただけなのだぁ！」

			「なにが誤解なのか、まったくわからないのですが……」

			「はぐうぅ…………っ！」

			　アリシアがポツリとつぶやくと、ライナはベッドにうずくまった。

			「しかしそういうお話でしたら、わたしも少々、覚えがあります」

			「はぐ……？」

			「わたしもおねぇさまがいらっしゃらなくってさびしい日には、おねぇさまの匂いが残ったベッドで眠ったりします」

			「そうなのか？」

			「はい」

			　オレが問うと、アリシアはうなずいた。

			　確かに地球の犬や猫でも、飼い主のニオイがついた服やシーツを好むってことはあるしな。

			　つまり獣人の子の場合、わりとよくある行為なのかもしれない。

			「そうであろうっ?!　そうであろうっ?!　愛おしい相手のニオイを嗅いでいたら、ついそうなってしまうだろうっ?!」

			「もっとも――わたしは先のライナさまほど、夢中になったことはございませんが…………」

			「はぐうぅ～～～～～～～～～～～～っ！」

			　失言だった。

			　せっかく顔をあげてくれたライナが、またうずくまってしまう。

			　かわいい。

			　アリシアも、同じことを思ったらしい。ほんのりと頬を染め――。

			（かわいいです……。ライナさま）

			　と、小さな声でつぶやいていた。

			　アリシアが、ベッドの近くにあったイスに座った。持ってきていたバスケットを、ライナへと渡す。

			「おみやげです」

			「はぐ……？」

			「果物などが入っています」

			「そっ、そうか。果物か」

			　ライナは落ち着いたようだった。アリシアの言葉を反(はん)芻(すう)し、バスケットを受け取った。被さっていた白い布を外し、色鮮やかな果物を見やる。

			「食べるなら、オレが剥(む)いてやるよ」

			　オレはリンゴを手に取ると、ナイフを出してシャリシャリ剥(む)いた。

			「よい手際ですね……」

			「刃物は、日ごろから扱っているからな」

			「さすがです……」

			　アリシアが、ぽうっとほっぺを赤くした。

			　剥(む)き終わり、八等分に切った。オレはひとつを指で摘まんで、ライナの口元にやった。

			「ほら、あーん」

			「はぐっ?!」

			「だから、あーん」

			「しししっ、しかしだな…………」

			　人前でするのは、恥ずかしいらしい。ライナは顔を真っ赤に染めつつ、アリシアのことをチラと見た。

			　しかしライナが恥ずかしそうにしているのを見ると、むしろ余計にしたくなる。

			　オレはライナの口内に、切ったリンゴを押し込んだ。

			「はぐっ……！」

			　ライナが目を閉じ、切ったリンゴを口に咥(くわ)えた。閉じたように細められた瞳(ひとみ)や、扇(せん)情(じよう)的(てき)に染まった頬が、そこはかとなくエロい。

			「うまいか？」

			「うむ……」

			　ライナは頬を染めたまま、口に手を当ててうなずいた。

			「アリシアも」

			「いえ、わたしは……」

			「いいから」

			「んっ……」

			　オレはリンゴを押し込んだ。

			　アリシアも、ライナと同じように瞳(ひとみ)を細め、ほっぺたを赤くしてリンゴを食べた。

			　そのあとは、のんびり雑談などをしてすごした。

			　

			（了）
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